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平成２８年度浦添市立図書館スローガンは、『よくよむ～趣味に仕事に人生に～』です。 

このスローガンには、趣味をはじめ、キャリアビジネス、冠婚葬祭等、何か迷ったときに

参考になりそうな多彩な資料が図書館にはあり、みなさんの人生の一助になればという思い

がこめられています。 

さて、本図書館の特徴的な取組として、これまでに次のような事業があります。①読書か

ら遠のきがちなＹＡ世代の読書意欲を高めるための「うらそえＹＡ（ワイエー）文芸賞」の

実施 ②「浦添の歴史文化整備保存事業」による移民史刊行物の発行 ③市内にある沖縄国際

センターや在沖縄米国総領事館との連携協定 ④２５年度より雑誌スポンサー制度導入   

⑤浦添市の特色的コレクション等。 

特に、沖縄学研究室資料のほか、在沖縄米国総領事館の寄贈資料と並び充実させてきた外

国語資料、語学資料といった、市民が多文化に触れることができる多文化共生、ＹＡ（ヤン

グアダルト）、キャリアビジネス、コンピューター、メディカル・ヘルス、子育て支援関連

はコーナー化したことで蔵書は充実しつつあります。そのほか、時事に即した資料の企画展

示を随時行い、利用者が来館するたびに「なにか変化のある図書館」として常に新鮮である

ように努め、新刊書だけでなく、全ての資料の魅力が伝えられるように取り組んでいます。

このように、図書館では、市民の「知りたい」をサポートしています。 

ところで、家庭や学校・職場のほかにほっとする事のできる居場所があれば、暮らしがよ

り豊かになるといわれています。その居場所に図書館がなれたらと願い、これからもサービ

スの充実に努めていきたいと思います。 

 

 

                               平成２８年９月 
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１．浦添市立図書館の概要 

 

●浦添市のプロフィール 

 

［概要］  

沖縄本島の南部圏に位置し、南は那覇市、東は西原町、北は宜野湾市に接し、西は

東シナ海に面する。西海岸の大半はアメリカ軍基地となっている。 

市域面積 19.48ｋ㎡、人口 113,580 人（前年度比 394 人減）、世帯数 47,384 世帯（前

年度比 329 世帯増）(平成 28 年 3 月末現在)を擁する県下第 4 の都市である。県都那

覇市に北接する活気に満ちた新興都市であり、県内の代表的な企業が集中し、業務機

能、商業地区が形成されるなど急速に都市的成長を遂げつつある。「太陽とみどりに

あふれた国際性ゆたかな文化都市」を目指し、まちづくりに取り組んでいる。 

昭和 56 年に愛知県蒲郡市と友好都市を締結、また、昭和 63 年には中国福建省泉州

市と友好都市を締結して国際交流にも力を入れている。  

当図書館は、浦添市てだこホール、浦添市美術館等が立地する「カルチャーパーク」

内にあり、カルチャーゾーンの中核として市民文化の拠点施設となっている。 

 

［歴史］  

12 世紀頃には、按司(アヂ)と呼ばれる首長層が台頭したが、本島に拠点を置く有

力按司の勢力がめざましかった。13 世紀には本市の浦添城(グスク)を中心に、沖縄

本島中部地域を支配する英祖(えいそ)などの英雄が登場した。14 世紀後半には察度

(さっと)が登場し、1372 年、中国に使節を派遣して、初めて琉球・中国の外交・貿

易の歴史をスタートさせた。 

浦添の古音は「うらおそへ」で、「うら」は地域、「おそへ（おそい）」は支配する、

治めるという意からきている。したがって、「諸地域を支配する中心」の意味が本市

の語源である。その後、政治的中心が浦添城から首里城に移ったため、古都浦添の地

位は失われた。琉球王国時代の地方行政単位である「浦添間切（まぎり）」時代が長

く続いたのち、明治 41 年(1908 年)に「浦添村」となる。昭和 20 年(1945 年)の沖縄

戦において最大の激戦地となり、人命・財産に甚大な被害が出た。 

戦後、広大なアメリカ軍基地が建設され、「基地の町」的様相を呈したが、1960 年

代から急速に都市化が進展し、昭和 45 年(1970 年)7 月 1 日「浦添市」に昇格した。 

こうした幾多の歴史を体験したため、市内には多数の文化財が存在する。本市のビ

ジョン名「てだこの都市・浦添」の「てだこ」は、かつての英祖王の神号・テダコ(太

陽の子)に由来する。 
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●浦添市立図書館のプロフィール 

浦添市立図書館の概要及び平成２７年度事業概要は次のとおりです。 

 

平成２８年４月１日現在 

開  館 昭和60年4月23日（開館時蔵書：約53,000冊） 

施  設 

敷地面積：3,845.00㎡   

延床面積：3,036.58㎡（現況） 

総 工 費：491,500,000円（建設当初） 

起 工：昭和59年   3月29日 

竣 工：昭和59年12月29日 

蔵  書 
305,539冊(うち閉架：159,759冊) 

図書収容力：約36万冊（うち開架収容力：17万8千冊） 

利用状況 

利用登録者数 ：62,015人（うち団体登録者数233件、うち在勤在学者数 4,440人） 

全市民登録率 ：約54.6％（利用登録者数÷本市人口） 

在勤在学登録率：約 7.2％（在勤在学者数÷利用登録者数） 

平成27年度入館者数   ：155,665人 

平成27年度貸出利用者人数： 80,164人  

貸出冊数：383,212冊（個人376,039冊＋団体7,173冊） 

職  員 24人（館長：1人、正規職員：8人、臨時職員3人、嘱託職員：12人） 

決  算 
平成27年度支出総額：87,210,499円 

うち資料購入費： 8,991,070円 

開館日等 

開館時間：午前9時30分～午後7時 

休  館：月曜日、祝日（こどもの日、文化の日を除く）、慰霊の日（6/23） 

年末年始（12/29～31、1/2～3） 

定例資料整理日（7、8、2月を除く毎月末平日） 

蔵書点検（年間10日以内） 

臨時休館（特別な事由があるとき） 

 

平成27年度開館日数 259日（休館日：107日） 

主な事業 

図書館資料等の貸出返却、資料の収集・整理・閲覧、レファレンス、レフェラル、

コピーサービス、移動図書館、おはなし会、人形劇、映画会、学校訪問、展示会、

講座、講演会、刊行物の編集・出版、沖縄学研究室の運営、歴史資料の収集、多文

化コーナーの運営、ＪＩＣＡ沖縄国際センターとの連携企画行事等 
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●浦添市立図書館のあゆみ 

 

昭和 57 年 ＊図書館建設基本構想の策定作業を開始する。 

昭和 58 年 ＊2 月、建設計画を策定する。4 月 1 日、市教育委員会内に図書館建設準備のための

主幹（宮城篤正）を配置し、具体的な準備作業にとりかかる。 

昭和 59 年 ＊3 月に建設工事を開始、4 月に図書館建設準備室が発足する。また、12 月には浦添

市立図書館の設置及び管理に関する条例が公布され、同月 29 日建設工事が竣工。 

（建設工事費 491,500,000 円。） 

昭和 60 年 ＊4 月 1 日、宮城篤正、初代館長に就任。4 月 23 日開館。開館時の蔵書数約 53,000

冊。11 月には利用登録者が 2 万人を超える。 

昭和 61 年 ＊1 月、「図書館だより」第 1 号を発行。（のちに名称を「はながわら」に改める。） 

 ＊4 月、開館 1 周年の絵本絵画展・写真展を開催。 

 ＊6 月、手づくり移動図書館を字勢理客ではじめて実施。 

 ＊8 月、第 52 回国際図書館連盟（ＩＦＬＡ）東京大会に館長参加。 

 ＊12 月 7 日、本館が都市景観に貢献したことにより「浦添市都市美創出審査委員会」よ

り「委員長特別賞」が授与される。 

昭和 62 年 ＊4 月、琉球王国評定所文書刊行事業がスタート。 

 ＊11 月、冊封使書籍展を開催。 

昭和 63 年 ＊4 月 1 日、高良倉吉、第 2 代館長に発令。 

 ＊4 月 23 日、開館 3 周年式典及び記念展示会開催。 

 ＊6 月 1 日、移動図書館巡回開始式典及び祝賀会開催。翌日より移動図書館（としょま

る）が市内 22 ステーションの巡回を開始。 

 ＊10 月 26 日、日本図書館協会より「建築賞特別賞」を授与される。 

平成元年 ＊3 月、蔵書冊数約 150,000 冊。 

 ＊8 月、容量の大きい新コンピュータ機種を導入。 

 ＊11 月 30 日～12 月 1 日、全国移動図書館大会が開催され、本館は幹事館となるととも

に事例報告を行う。 

 ＊12 月、「浦添市立図書館紀要」を創刊。 

平成 2 年 ＊3 月、閉架書庫の第 1 期整備を終える。 

 ＊7 月、沖縄学研究室がオープンする。 

平成 3 年 ＊3 月、蔵書数約 180,000 冊。 

平成 4 年 ＊2 月 14 日、図書館としては初の「沖縄県社会教育功労賞」を授与される。 

平成 5 年 ＊9 月 28 日、閉架書庫内の集密書架工事が完了する。 

平成 6 年 ＊4 月 1 日、西平実、第 3 代館長に発令。 

 ＊6 月、バージョンアップに伴い新コンピュータを導入。  

平成 7 年 ＊2 月、学校への図書集配サービスを開始。 

 ＊10 月 15 日、開館 10 周年記念式典・祝賀会を開催。 

平成 8 年 ＊1 月 11 日、又吉栄喜（本市図書館職員）芥川賞受賞。 

 ＊4 月 1 日、与座文子、第 4 代館長に発令。 

 ＊5 月、図書館ネットワーク事業 4 校追加により対象学校が 6 校になる。（12 年度終了） 

平成 9 年 ＊3 月、蔵書数 244,112 冊。 

平成 10 年 ＊3 月、蔵書数 258,223 冊。 

 ＊6 月 2 日、「としょまる」巡回 10 周年。 

平成 11 年  ＊3 月、蔵書数 226,852 冊。
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 ＊4 月 1 日、又吉盛清、第 5 代館長に発令。 

 ＊4 月、図書館コンピュータ機種変更。としょまるの土曜巡回実施、ステーション数 27 ヵ

所となる。貸出上限の改正（5 点→15 点。ただし図書 10 点、雑誌 3 点、ＡＶ2 点まで） 

平成 12 年 ＊3 月、蔵書数 202,344 冊。 

 ＊4 月 1 日、石川勉、第 6 代館長に発令。 

 ＊4 月、図書館ホームページ開設。蔵書点検可能となる。（公共図書館及び市内学校図

書館については、電子メールによる予約受付も可）。としょまる巡回ステーションを 1 ヵ

所増設（計 28 ヵ所）。図書館だよりの全戸配布開始。定例資料整理日を第 3 火曜日に

変更。 

平成 13 年 ＊4 月、としょまる巡回ステーションを 1 ヵ所増設（計 29 ヵ所） 

 ＊5 月、浦添市地域イントラネット基盤整備事業により利用者端末機の設置。 

平成 14 年  ＊3 月、琉球王国評定所文書刊行事業完了記念シンポジウム及び記念講演会。 

 ＊3 月、蔵書数 228,103 冊。 

 ＊4 月 1 日、親富祖善吉、第 7 代館長に発令。 

 ＊4 月、としょまる巡回ステーションを 1 ヵ所増設（計 30 ヵ所） 

 ＊12 月、『琉球王国評定所文書』全 19 巻が第 23 回沖縄タイムス出版文化賞（特別賞）

受賞。 

平成 15 年 ＊3 月、蔵書数 239,464 冊。 

 ＊4 月 1 日、金城敏雄、第 8 代館長に発令。 

平成 16 年 ＊3 月、蔵書数 234,698 冊。 

 ＊9 月、アメリカ情報コーナー開設。 

平成 17 年 ＊1 月、利用者用インターネット開設。 

 ＊3 月、蔵書数 239,133 冊。 

 ＊3 月、2 代目「移動図書館・としょまる」出発式。 

 ＊4 月 1 日、玻名城英介、第 9 代館長に発令。館長が非常勤になる。 

平成 18 年 ＊3 月、蔵書数 245,260 冊。 

 ＊3 月、津波清、第 10 代館長に発令。 

 ＊4 月、定例資料整理日を毎月末の平日に変更。（7、8 月、蔵書点検月を除く） 

 ＊4 月 3 日、開館・閉館時間や開館日時が変更となる。 

   （旧 平日：午前 10 時～午後 7 時、土日：午前 10 時～午後 5 時） 

   （新 平日：午前 9 時 30 分～午後 7 時、土日：午前 9 時 30 分～午後 7 時） 

 ＊9 月、ブックスタート事業開始。 

平成 19 年 ＊3 月、蔵書数 250,445 冊。 

 ＊4 月 1 日、としょまるステーション 1 カ所増設。（計 31 カ所） 

                   ＊4 月 1 日、浦添市移民史編集刊行事業スタート。 

 ＊7 月、図書館ボランティア実施。 

平成 20 年 ＊3 月、蔵書数 259,429 冊。 

 ＊5 月 1 日、新コンピュータシステム稼動。 

          市内学校図書館と連携した資料検索が可能となる。 

 ＊5 月 31 日、エントランスホール入り口にＩＣゲート設置。 

 ＊10 月 29 日、コンピュータシステムリニューアル後、入館者数 10 万人達成。 

平成 21 年 ＊3 月、蔵書数 264,018 冊。 

 ＊4 月 1 日、としょまるステーション 1 カ所増設。（計 32 カ所） 

 ＊4 月 23 日、「子どもの読書活動優秀実践図書館文部科学大臣表彰」受賞。 

 ＊11 月 7 日、ＹＡ文芸賞受賞者表彰式及び読書講演会開催。（第１回） 
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平成 22 年 ＊3 月、蔵書数 276,007 冊。 

 ＊11 月 23 日、ＹＡ文芸賞受賞者表彰式及び読書講演会開催。（第２回） 

平成 23 年 ＊3月、「かたりの部屋」「授乳室」完成。 

 ＊3 月、蔵書数 268,026 冊。 

 ＊3 月、としょまるステーション 1 ヵ所増設。（計 33 ヵ所） 

 ＊4 月 1 日、浦添の歴史文化整備保存事業スタート。 

 ＊9 月 30 日、『浦添市移民史 ビジュアル版その 1海外移民編』刊行。 

 ＊10 月 1 日、名護正輝、第 11 代館長に発令。 

 ＊11 月 23 日、ＹＡ文芸賞受賞者表彰式及び読書講演会開催。（第３回） 

平成 24 年 ＊2月 7 日、ＪＩＣＡ沖縄国際センターと連携協力に関する協定を締結。 

 ＊3 月、蔵書数 295,320 冊。 

 ＊3 月、としょまるステーション 1 ヵ所増設・1ヵ所減。（計 34 箇所） 

 ＊11 月 23 日、ＹＡ文芸賞受賞者表彰式及び読書講演会開催。（第４回） 

平成 25 年 ＊3月、蔵書数 303,711 冊。 

 ＊3 月 29 日、『浦添市移民史 ビジュアル版その 2 アジア太平洋・国内編』刊行。 

 ＊4 月 1 日、雑誌スポンサー制度導入。（10 事業所でスタート） 

 ＊6 月 1 日、仲西正勝、第 12 代館長に発令。 

 ＊7 月 31 日、コンピュータシステムリニューアル後の入館者数 100 万人達成。 

 ＊11 月 23 日、ＹＡ文芸賞受賞者表彰式及び読書講演会開催。（第５回） 

平成 26 年 ＊3月、蔵書数 303,375 冊。 

 ＊3 月 18 日、『浦添市移民史 証言・資料編』刊行。 

 ＊3 月 28 日、空調設備改修工事完了。 

[再編交付金 3,444,000 円（設計）・調整交付金 42,748,000 円：（工事）] 

＊9 月 14 日、アメリカ情報コーナー開設 10 周年式典開催。 

＊11 月 23 日、ＹＡ文芸賞受賞者表彰式および読書講演会開催。（第６回） 

平成 27 年 ＊3月、蔵書数 309,597 冊。 

 ＊3 月 17 日、『浦添市移民史 本編』刊行。 

 ＊3 月 26 日、第 2閉架書庫増築工事完了。 

[調整交付金 3,570,000 円（設計）・再編交付金 49,582,000 円：（工事）] 

＊4 月 23 日、開館 30 周年。 

 ＊6 月～7月、図書館リニューアル。（第 2閉架書庫増築、コンピュータシステム

入替に伴い図書館内蔵書の再配置及びレイアウト変更を実施） 

 ＊7 月 16 日、リニューアルオープン。 

 ＊7 月 16 日、自動貸出機稼働。 

＊11 月 3 日、ＹＡ文芸賞受賞者表彰式及び読書講演会開催。（第７回） 

平成 28 年 ＊1月 12 日、浦添市立図書館照明設備改修工事完了。 

[再編交付金 7,375,000 円：（監理委託・改修工事）] 

 ＊3 月、蔵書数 305,539 冊。 

 ＊4月 1 日、平良美恵、第 13 代館長に発令。 

 ＊4 月 1 日、移動図書館従事職員派遣業務開始。 
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●施設の概要 

◇所 在 地 等 〒901-2114 沖縄県浦添市安波茶二丁目２番１号 

  TEL 098-876-4946 FAX 098-875-1772 

  E-mail：tosyokan@city.urasoe.lg.jp 

◇敷 地 面 積 3,845.00 ㎡ 

◇延 床 面 積 3,036.58 ㎡（現況） 

◇構 造 鉄筋コンクリート造、地下 1 階、地上 2 階建（一部塔屋階あり） 

◇総 工 費 491,500 千円（当初） 

◇施 工 昭和 59 年 12 月 29 日 

◇図書収容力 36 万冊 閉架 12 万冊（開館当初） 

  閉架 17 万 8 千冊（現在） 

１階 

一般貸出室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 497.28 ㎡ 

児童室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 260.82 ㎡ 

多文化コーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 103.56 ㎡ 

雑誌・新聞コーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・  63.02 ㎡ 

エントランスホール ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 121.39 ㎡ 

おはなしコーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  65.13 ㎡ 

かたりの部屋 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   37.16㎡（H22 増築） 

授乳室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   37.16㎡（H22 増築） 

 

２階 

視聴覚室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 107.96 ㎡ 

沖縄学研究室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 165.65 ㎡ 

学習室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 46.77 ㎡ 

検収室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 57.74 ㎡ 

事務室 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 78.30 ㎡ 

 

地下 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 188.71 ㎡ 

 

塔屋階 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 69.13 ㎡ 

 

○平成 22 年度 施工 

パーゴラ 正面玄関 長さ 46.8ｍ × 高さ 3.0ｍ 

 〃 南  側 長さ 14.0ｍ × 高さ 3.0ｍ 

○平成 26 年度 増築  

第２閉架 1・2 階 ・・・・・・・・・・・・・・ 229.50 ㎡ 
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●運営方針及び努力目標と平成２８年度重点目標 

 

（１）運営方針 

浦添市立図書館は、図書及びその他の資料の収集・整理・保存に努め、その利用促進を図り、市民

の教養、調査研究、レクリエーション活動を援助し、生涯学習及び課題解決を支援し、市の教育・文化振

興の拠点となる図書館を目指す。併せて、多様化・高度化する市民のニーズや社会の変化に伴う新たな

要請へ対応できるように努める。 

 

（２）努力目標 

１．市民の知的要求に応えるよう、幅広く資料を収集し、提供する。 

２．レファレンス・サービスの充実・高度化、レフェラル・サービスの充実に努める。 

３．利用者本位の図書館を目指す。 

４．浦添市に関する全ての資料を収集する。また、市の地域的・歴史的特性を踏まえ沖縄学研究の拠点

とする。 

５．利用者に応じたサービスの充実を図る。 

（乳幼児、児童・少年、成人、高齢者、障がい者、地域に在留する外国人等） 

６．市民の自主的・自発的な学習活動を援助するため、講演会、講座、映写会等多様な学習機会の提

供に努める。 

７．移動図書館による市内の全域サービスに努める。 

８．読書運動の普及推進に努める。 

９．学校への図書集配サービスの利用促進を図るため、学校側との連携強化に努める。 

１０．図書館協議会等により、利用者の声を反映するようにする。 

１１．他関係機関との連携を密にし、相互協力体制をつくる。 

１２．広報及び情報公開を図る。 

１３．図書館事業評価の向上に努める。 

 

（３）平成２８年度重点目標 

１．利用登録者の目標を６３，０００人とする。 

２．平成２４年１２月から施行された「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」を踏まえ、策定した「浦

添市立図書館サービス計画」を刷新し、新たな図書館サービスの推進及び内容の充実を図る。 

３．「うらそえ YA 文芸賞」及び読書講演会の継続実施により、特にＹＡ（ヤングアダルト）世代の読書意欲

を高めると共に、図書館の利用拡大に努める。 

４．資料購入予算の効率的執行、雑誌スポンサー制度の拡大等により、各年代層の要望に応えられるよ

う資料の内容充実を図る。 

５．移動図書館「としょまる」の市内全域サービスの内容を豊かなものにし、「としょまる」利用者の増加を図

る。 

６．浦添市シルバー人材センターから派遣された職員による移動図書館「としょまる」の業務遂行を軌道

にのせ、移動図書館の円滑な業務運営を図る。 

７．館内広報、ホームページの充実・強化、マスコミ対応等により図書館広報の充実・強化を図る。 

８．図書館ボランティア制度の拡充及び円滑な運営を図る。     

９．第６回世界のウチナーンチュ大会関連事業を開催し、「浦添市移民史」の普及・活用を図る。 
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●組織運営図と事務分掌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理係 

（１）館全体の施設管理（防火管理を含む） 

（２）施設・設備の維持管理（営繕等） 

（３）予算・決算 

（４）文書の収受、発送及び保存 

（５）各種契約（警備・消防設備等） 

 

 

奉仕係 

（１）資料の収集、整理、保存、修理、廃棄、資

料の貸出・返却 

（２）予約・リクエストサービス、督促 

（３）読書案内・読書講演会の企画・実施 

（４）時宜に応じた情報及び参考資料の紹介なら

びに提供 

（５）おはなし会等の行事の企画・実施 

（６）レファレンス・レフェラルサービス 

（７）業務体験・施設見学受入 

（８）図書集配サービス 

（９）蔵書点検 

（１０）新聞クリッピング 

（１１）相互貸借 

（１２）図書館関係機関ならびに市内学校図書館と

の連携・協力 

（１３）図書館コンピュータシステムに関すること 

（１４）寄贈資料の受入 

（１５）移動図書館としょまるの巡回及び車両管理 

 

 

 

 

平成２８年４月１日現在 

 

 

 

      

 

 

計24名 

 

 

 

（６）管理係の調査統計及び館の統括 

（７）図書館報の発行 

（８）図書館協議会の運営 

（９）視聴覚ライブラリーの管理 

 

 

 

 

（１６）奉仕係業務の統計・調査に関すること 

（１７）多文化サービスに関すること 

（１８）図書館ボランティアに関すること 

（１９）読書団体との連絡、協力団体活動の促進 

（２０）地域図書館活動に対する援助 

（２１）『浦添市史』、『琉球王国評定所文書』及び 

『浦添市移民史』の成果普及・活用 

（２２）沖縄学関係資料の収集・活用 

（２３）中国及びアジア関係資料の収集・活用 

（２４）県内外の地域史等機関・団体との連携に関

すること 

（２５）沖縄学講座に関すること 

（２６）沖縄学関係レファレンス 

（２７）地域資料（浦添・沖縄）活用事業に関する

こと 

（２８）歴史資料（古文書・行政文書）の収集と保

存活用に関すること 

図書館長 

管理係長 管理係（ 1名） 

奉仕係長 奉仕係（20名） 



●平成２８年度浦添市立図書館当初予算

（単位：千円）

当初予算額 内　容　説　明

1,656

職員手当等 1,656 正職員時間外勤務手当（8人）

56,606

報酬 23,155 図書館長(1人)・図書館協議会委員（7人）

図書館活動業務嘱託員（11人）

共済費 3,665 嘱託（11人）・臨時職員（2人）

賃金 4,501 臨時職員（3人）

報償費 221 講演会・講座講師謝礼金

文芸賞審査謝礼金・記念品代

旅費 1,690 費用弁償

需用費 1,429 消耗品・印刷製本費

役務費 2,194 通信運搬費、移動図書館従事職員派遣手数料

委託料 1,480 図書集配委託料・コンピュータ賃借料

使用料及び賃借料 10,114 コンピュータマーク作成委託料・施設使用料

備品購入費 8,075 図書購入費

負担金、補助及び交付金 82 各種協議会負担金及び分担金

20,670

需用費 9,254 消耗品費・燃料費・光熱水費・施設修繕料

役務費 991 通信運搬費・手数料・火災、自動車損害保険料

委託料 10,186 電気工作物、昇降機、消防設備、清掃業務

空調設備保守、高架水槽清掃、警備業務

環境衛生業務、電話設備保守点検

使用料及び賃借料 181 複写機賃借料、トイレ衛生維持用品賃借料

公課費 58 自動車重量税

50

需用費 50 消耗品費

5,919

報酬 3,840 沖縄学研究室嘱託員（2人）

共済費 574 嘱託（2人）

報償費 54 沖縄学講座講師謝礼金

旅費 313 費用弁償・県内旅費

需用費 52 消耗品費・印刷製本費

役務費 144 通信運搬費・複写手数料

備品購入費 925 図書購入費

負担金、補助及び交付金 17 各種協会負担金

84,901合　　計

予　算　科　目

図書館事務費

図書館運営事業

図書館管理事業

歴史資料(古文書・政文書)保存活用事業

地域資料（浦添・沖縄）活用事業
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 ２.統計

●浦添市立図書館刊行物一覧

　浦添市立図書館では、市民の図書館利用及び図書館活動の推進のため、種々の行事を実施し、

平成27年度は以下のような刊行物を発行しました。

刊行物名称 内 容 サイズ・ページ数 発行回数

浦添市立図書館報　第32号
事業内容・活動状況の
報告及び統計（年報）

A4・114ｐ 年1回

浦添市立図書館利用案内 利用案内 A3（3つ折） 年1回

浦添市立図書館行事案内・
年間カレンダー

行事案内・カレンダー A3（3つ折） 年1回

浦添市立図書館ミニカレンダー カレンダー A6（2つ折） 年2回

移動図書館としょまる巡回表 巡回案内表 A3（3つ折） 年1回

蔵書点検および年末年始における
休館のお知らせ

案内チラシ A7 年1回

はながわら 浦添市立図書館だより A4 月1回

平成27年度　子ども読書週間のご案内 行事案内ポスター A3・B4 年1回

夏休み行事
（一日図書館員・子ども映画会・
手作り教室、としょまるおはなし会他）

行事案内チラシ
行事案内ポスター

A3・A4 年1回

YA！YA！YA！（ヤーヤーヤー） YA通信 A3 年4回

2015うらそえYA文芸賞作品大募集
応募チラシ
案内ポスター

A3・A4 年1回

平成27年度浦添市立図書館
読書講演会　ご案内

案内チラシ
案内ポスター
読書講演会プログラム

A3（2つ折）・A5 年1回

2015うらそえYA文芸賞　受賞作品集
うらそえYA文芸賞
作品集

A5・48ｐ 年1回

アメリカ情報コーナー
(行事、留学説明会、Fun!Fun!English、なつか
しの映画会、アメリカ映画上映会）

行事案内チラシ A3・A4 随時

沖縄学講座
講座案内チラシ
講座案内ポスター

A4
A3

年1回

『浦添市移民史』編集刊行事完了記念
シンポジウム

案内チラシ
案内ポスター

A4
A3

まなびフェスタ浦添2015 行事案内チラシ A4 年1回

浦添市立図書館ボランティア募集 募集案内チラシ A4 年1回

雑誌スポンサー制度 募集案内チラシ A4 年1回
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●地区別利用登録者状況

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度

仲　　間 2,127 2,214 2,320 2,167 2,274 2,350 2,416

安 波 茶 2,350 2,448 2,558 2,391 2,493 2,553 2,631

伊　　祖 3,775 3,982 4,189 3,964 4,098 4,245 4,386

牧　　港 3,508 3,681 3,829 3,629 3,815 3,960 4,089

港　　川 3,072 3,238 3,415 3,321 3,499 3,616 3,732

城　　間 4,179 4,399 4,651 4,463 4,723 4,924 5,095

屋 富 祖 1,838 1,953 2,061 1,929 2,043 2,119 2,171

宮　　城 4,982 5,266 5,532 5,264 5,537 5,780 5,972

仲　　西 1,468 1,549 1,614 1,572 1,655 1,710 1,760

小　　湾 1 1 1 1 1 1 1

勢 理 客 1,451 1,531 1,600 1,482 1,567 1,651 1,713

内　　間 3,811 3,958 4,098 4,040 4,264 4,433 4,545

沢　　岻 1,981 2,069 2,163 2,072 2,194 2,278 2,337

経　　塚 1,981 2,077 2,177 2,052 2,197 2,337 2,435

前　　田 3,938 4,095 4,272 4,015 4,172 4,306 4,427

西　　原 3,769 3,974 4,222 4,057 4,393 4,667 4,853

当　　山 1,161 1,240 1,322 1,279 1,403 1,491 1,542

大　　平 2,491 2,597 3,707 2,572 2,652 2,722 2,790

西　　洲 2 2 2 1 1 1 1

基 地 内 32 35 41 44 47 54 62

伊奈武瀬 0 0 0 0 0 1 1

市　　計 47,917 50,309 53,774 50,315 53,028 55,199 56,959

市 外 計 3,587 3,907 4,208 4,026 4,188 4,296 4,440

そ の 他 297 254 261 239 249 250 616

合　　計 51,801 54,470 58,243 54,580 57,465 59,745 62,015

※「地区別」とは自治会による区分ではなく、住居表示上の区分によるものである。

（各年度３月末現在）

※「地区別利用登録者状況」のその他は国外・県外・県内の離島・本部町・金武町・今帰仁村・東村・
  恩納村・宜野座村・大宜味村を指す。
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●月別利用統計【平成27年度】

（本　　館）

一般 児童 沖縄学 ＹＡ
郷土
一般

郷土
児童

AV 雑誌 その他 合計

4 24 14,456 9,528 51 1,493 1,186 165 719 1,271 192 29,061 29,536 5,815

5 24 15,526 10,984 31 1,557 1,203 228 914 1,357 169 31,969 30,204 6,351

6 17 13,124 9,970 22 1,352 955 278 839 1,029 133 27,702 20,709 4,660

7 14 10,409 9,318 9 1,069 796 266 490 873 181 23,411 26,257 4,851

8 26 16,085 14,383 41 1,741 1,431 456 855 1,322 333 36,647 35,101 8,287

9 23 14,672 10,409 41 1,172 906 200 769 1,225 250 29,644 30,985 6,581

10 26 16,453 12,381 30 1,516 940 274 893 1,435 314 34,236 32,407 7,574

11 24 16,833 13,906 27 1,538 925 275 880 1,442 284 36,110 30,742 7,351

12 11 7,742 4,912 14 694 426 79 351 652 86 14,956 19,518 3,294

1 23 13,621 9,671 10 1,226 782 253 656 1,160 290 27,669 27,010 6,138

2 22 13,116 9,693 32 1,256 673 143 666 1,119 285 26,983 25,433 5,973

3 25 14,455 10,537 13 1,435 735 182 764 1,267 253 29,641 29,789 6,571

合計 259 166,492 125,692 321 16,049 10,958 2,799 8,796 14,152 2,770 348,029 337,691 73,446

643 485 1 62 42 11 34 55 11 1,344 1,304 284

13,874 10,474 27 1,337 913 233 733 1,179 231 29,002 28,141 6,121

47.8% 36.1% 0.1% 4.6% 3.1% 0.8% 2.5% 4.1% 0.8% 100.0%

（移動図書館）

一般 児童 沖縄学 ＹＡ
郷土
一般

郷土
児童

AV 雑誌 その他 合計

4 20 806 1,429 0 107 69 33 69 173 1 2,687 2,405 507

5 21 1,015 1,879 0 131 82 48 71 213 4 3,443 3,172 689

6 15 794 1,516 0 96 84 54 84 147 3 2,778 2,097 521

7 12 597 1,075 0 103 34 13 42 102 0 1,966 2,006 353

8 21 838 1,221 0 109 74 13 67 224 0 2,546 2,483 455

9 20 821 1,619 0 95 77 23 86 221 2 2,944 2,690 562

10 20 1,027 2,011 0 112 69 20 95 256 3 3,593 3,416 742

11 21 1,183 2,483 0 132 85 27 69 273 3 4,255 3,442 754

12 11 481 933 0 56 28 4 32 97 2 1,633 1,902 323

1 19 782 1,604 0 97 55 21 69 177 2 2,807 2,865 567

2 19 890 1,990 0 106 80 24 76 187 2 3,355 2,955 636

3 20 774 1,995 0 101 65 20 52 166 3 3,176 3,286 609

合計 219 10,008 19,755 0 1,245 802 300 812 2,236 25 35,183 32,719 6,718

46 90 0 6 4 1 4 10 0 161 149 31

834 1,646 0 104 67 25 68 186 2 2,932 2,727 560

28.4% 56.1% 0.0% 3.5% 2.3% 0.9% 2.3% 6.4% 0.1% 100.0%利用率（％）

返却冊数 貸出人数

日平均

月平均

利用率（％）

月平均

月
開館
日数

貸　　　　出　　　　冊　　　　数

開館
日数

月
貸　　　　出　　　　冊　　　　数

貸出人数返却冊数

日平均
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（全　　館）

一般 児童 沖縄学 ＹＡ
郷土
一般

郷土
児童

AV 雑誌 その他 合計

4 44 15,262 10,957 51 1,600 1,255 198 788 1,444 193 31,748 31,941 6,322

5 45 16,541 12,863 31 1,688 1,285 276 985 1,570 173 35,412 33,376 7,040

6 32 13,918 11,486 22 1,448 1,039 332 923 1,176 136 30,480 22,806 5,181

7 26 11,006 10,393 9 1,172 830 279 532 975 181 25,377 28,263 5,204

8 47 16,923 15,604 41 1,850 1,505 469 922 1,546 333 39,193 37,584 8,742

9 43 15,493 12,028 41 1,267 983 223 855 1,446 252 32,588 33,675 7,143

10 46 17,480 14,392 30 1,628 1,009 294 988 1,691 317 37,829 35,823 8,316

11 45 18,016 16,389 27 1,670 1,010 302 949 1,715 287 40,365 34,184 8,105

12 22 8,223 5,845 14 750 454 83 383 749 88 16,589 21,420 3,617

1 42 14,403 11,275 10 1,323 837 274 725 1,337 292 30,476 29,875 6,705

2 41 14,006 11,683 32 1,362 753 167 742 1,306 287 30,338 28,388 6,609

3 45 15,229 12,532 13 1,536 800 202 816 1,433 256 32,817 33,075 7,180

合計 478 176,500 145,447 321 17,294 11,760 3,099 9,608 16,388 2,795 383,212 370,410 80,164

369 304 1 36 25 6 20 34 6 802 775 168

14,708 12,121 27 1,441 980 258 801 1,366 233 31,934 30,868 6,680

46.1% 38.0% 0.1% 4.5% 3.1% 0.8% 2.5% 4.3% 0.7% 100.0%

●図書回転率（貸出冊数÷貸出できる蔵書冊数）

一般 児童 計 一般 児童 計 一般 児童 計

165,359 144,716 310,075 126,052 46,272 172,324 1.31 3.13 1.80

192,929 143,301 336,230 133,435 48,061 181,496 1.45 2.98 1.85

200,130 145,625 345,755 138,006 53,519 191,525 1.45 2.72 1.81

206,913 169,073 375,986 136,449 56,912 193,361 1.52 2.97 1.94

191,230 170,858 362,088 148,666 59,254 207,920 1.29 2.88 1.74

192,421 162,814 355,235 151,011 58,098 209,109 1.27 2.80 1.70

183,614 146,982 330,596 153,473 59,044 212,517 1.20 2.49 1.56

176,500 145,447 321,947 153,711 57,391 211,102 1.15 2.53 1.53

●人口１人当たりの貸出冊数 ●団体利用統計（月別利用統計合計のうち）

年度 登録件数 利用回数 貸出冊数

3.6冊 20年度 130 1,108 6,808

3.9冊 21年度 139 717 4,569

4.0冊 22年度 156 769 4,868

4.2冊 23年度 182 720 5,191

4.0冊 24年度 198 1,035 7,265

3.8冊 25年度 214 1,019 7,403

3.5冊 26年度 221 973 7,142

3.4冊 27年度 233 836 7,173

110,285人　＝　

113,974人　＝　

回転率

貸出人数
貸　　　　出　　　　冊　　　　数

返却冊数

113,580人　＝　

110,894人　＝　

111,145人　＝　

112,413人　＝　

113,752人　＝　

113,893人　＝　

26年度

27年度

391,437冊　÷　

426,666冊　÷　

437,668冊　÷　

466,623冊　÷　

445,603冊　÷　

430,830冊　÷　

397,893冊　÷　

383,212冊　÷　

21年度

22年度

23年度

24年度

25年度

20年度

年度 人口１人当たりの貸出冊数

26年度

27年度

貸出冊数 蔵書冊数

20年度

21年度

22年度

23年度

24年度

25年度

年度

月平均

利用率（％）

月
開館
日数

日平均
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●レファレンス及びコピーサービス【平成 27 年度】 

        

 レファレンス（参考業務） 

 情報を求めている個々の利用者に対して資料を提供するために、一般貸出室および

沖縄学研究室には参考図書や郷土資料が揃っており、市民の生活の中から湧き起こる

疑問や問題の解決、調査研究等のために、日々多くの方に利用されている。 

 

［レファレンス件数及び質問方法］※蔵書検索も含んだ件数 

相 談 件 数（件） 
内       訳（件） 

口 頭 電 話 文 書 学 校 

一  般 8,940 7,318 283 8 1,331 

郷土・沖縄学 2,795 2,538 121 6 130 

 

【レファレンス事例】 

（１）一般関係 

１ モン・サン・ミッシェルの建築（歴史・構造など）について知りたい。 

２ 絵本のタイトルを知りたい。（小学校低学年・主人公男の子） 

３ 「金衣百子」という彫刻の由来となる故事や語意を書かれた資料はないか。 

（２）郷土関係 

１ 上り口説の由来・背景について知りたい。 

２ 紅型について、特に選ばれたコレクション等の写真集が見たい。 

３ 沖縄の地質・地層について知りたい。 

４ 浦添王子あて知行目録が見たい。 

 

【コピーサービス】 

 著作権法（昭和 45年 5月 6日法律第 48号）

第 31 条に規定された範囲内で、図書館の資

料に限りコピーサービスを実施する。その際

利用者は「コピーサービス申込書」に記入し

なければならない。平成 27 年度の利用状況

は右表のとおりであり、コピーサービスの 1

日（開館日）当たりの利用は約 41 枚である。 

 

・白黒コピー 10 円 

・カラーコピー 50 円（B4 サイズまで） 

 80 円（A3 サイズ） 

月 コピー枚数 

平成 27 年  4 月 1,105 

      5 月 956 

      6 月 492 

      7 月 712 

      8 月 1,141 

       9 月 1,151 

      10 月 1,229 

      11 月 1,057 

      12 月 474 

平成 28 年  1 月 834 

      2 月 680 

      3 月 992 

合  計 10,823 



●予約・リクエストサービス

予約･リクエストの受付および処理状況【平成27年度】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

1,406 1,369 1,249 1,009 1,439 1,605 1,785 1,665 1,057 1,535 1,524 1,510 17,153

1,349 1,294 1,072 936 1,326 1,467 1,692 1,543 983 1,407 1,399 1,366 15,834

22 20 86 40 24 40 35 40 25 20 45 46 443

32 11 40 4 18 24 10 26 9 18 12 14 218

0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 4

3 44 51 29 71 74 48 56 40 88 66 84 654

●相互貸借

借受
冊数

貸出
冊数

借受
冊数

貸出
冊数

沖縄県立図書館 40 52 福岡県　福岡市総合図書館 1 0

名護市立中央図書館 27 19 福岡県　糸島市立図書館 1 0

うるま市立中央図書館 12 8 福岡県　福岡県立図書館 3 1

沖縄市立図書館 28 29 福岡県　水巻町立図書館 1 0

宜野湾市民図書館 22 14 福岡県　芦屋町図書館 1 0

那覇市立中央図書館 79 14 福岡県　大牟田市立図書館 1 0

豊見城市立中央図書館 7 27 福岡県　北九州八幡西図書館 1 0

具志川市立図書館 0 0 福岡県　粕谷町立図書館 2 1

南城市立図書館 0 33 福岡県　中間市民図書館 2 0

恩納村情報文化センター 0 2 福岡県　志免町立町民図書館 2 0

八重瀬町立図書館 0 5 福岡県　うきは市立図書館 1 0

糸満市立中央図書館 4 7 福岡県　苅田町立図書館 1 0

宮古島市立平良図書館 1 3 1 0

石垣市立図書館 0 11 鹿児島県　南九州市立川辺図書館 1 0

金武町立図書館 8 6 佐賀県　佐賀県立図書館 2 3

嘉手納町立図書館 4 7 長崎県　長崎市立図書館 0 1

北谷町立図書館 7 7 長崎県　平戸市生月図書館 1 0

西原町立図書館 11 24 長崎県　長崎県立図書館 3 0

与那原町立図書館 0 11 熊本県　熊本大学図書館 1 0

宜野座村立図書館 0 0 山口県　下松市立図書館 0 1

読谷村立図書館 11 20 岡山県　総社市図書館 0 2

あやかりの杜図書館 3 7 岡山県　津山市立図書館 1 0

南風原町立図書館 0 6 1 0

沖縄キリスト教学院図書館 1 0 香川県　香川県立図書館 1 0

琉球大学図書館 1 2 滋賀県　近江八幡市立図書館 1 0

沖縄国際大学図書館 2 0 岐阜県　岐阜大学図書館 2 0

沖縄女子短期大学 1 0 岐阜県　大垣市立図書館 0 1

宜野座村文化センター 5 4 徳島県　徳島市立図書館 2 0

福岡県　久留米市立図書館 5 0 石川県　石川県立図書館 1 0

福岡県　北九州市立図書館 1 0 埼玉県　春日部市立中央図書館 1 0

福岡県　古賀市立図書館 3 0 埼玉県　埼玉県立熊谷図書館 1 0

福岡県　直方市立図書館 1 1 東京都　小平市立中央図書館 1 0

福岡県　飯塚市立図書館 1 0 栃木県　那珂川町図書館 1 0
324 329

鹿児島県　鹿児島国際大学付属図書館

図　書　館　名

未提供
（冊）

絶 版 / 品 切

そ の 他

※「その他」とは予約･リクエスト受付後、利用者によるキャンセル、取置期限を過ぎ予約解除となったケースや、当館
がお断りをしたもの。

　未所蔵の資料でリクエストを受けたが購入できなかった（絶版・品切れ等）ものに関しては、他の図書館から借
用して提供する。また、他の図書館からの依頼に応じて、貸出をしている。

【平成27年度】

合　　　　計

利用者からの予約及びリクエストについては、可能な限り収集し、提供するよう努めている。
図書館に所蔵がない本の場合は購入、又は県内外の公共図書館との相互貸借により提供する

受付件数

提供
（冊）

所 蔵

購 入

相 互 貸 借

図　書　館　名

岡山県　ノートルダム清心女子大学図書館
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●図書館ボランティア活動状況【平成27年度】
（目的）

（活動内容）

（１） 書架整理に関すること
（２） 本の修理・装備に関すること 　
（３） おはなし会に関すること
（４） 緑化活動等環境整備に関すること
（５） その他、活動の活性化に資すると認められる活動で、館長が定めるもの

　

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
40 44 21 16 21 14 23 24 6 19 29 30 287
15 23 13 11 14 7 8 14 5 11 9 17 147
41 42 42 42 42 42 42 42 42 44 44 44 44

《年度比較》
平成26年度平成24年度 平成25年度 平成27年度

30 44

月合計（回）

活動人数合計(名）

313 204 258 287
158

登録人数(名) 30 21
103 130 147

　浦添市立図書館におけるボランティア活動を積極的に受け入れ生涯学習の活動の場を提供する
ことで、図書館業務の理解と協力を得て、図書館サービスの拡大と市民から親しみの持てる図書館
づくりに寄与することを目的とする。

　活動内容は次に掲げるものとする。ただし、選書・除籍等の図書館の方針にかかる業務、個人情報
に接する業務及びその他責任過重となる業務にかかる活動をさせてはならないものとする。

活動人数合計(名）

登録人数(名)

月合計（回）

0

10

20

30

40

50

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

月合計（回） 活動人数合計(名）
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●施設見学受入状況 
 主に幼稚園・小学生を対象に図書館の中を見学することで図書館への関心を高め、図書館の利

用及び読書活動の推進を図ることを目的として受入・実施している。 

 受入状況は次のとおりである。 

   （単位：件） 

年度 保育園 幼稚園 小学校 中学校 高校 大学 
特別支援

学校 
その他 年度合計 

平成 22 年度 2 3 4 0 0 0 1 3 13 

平成 23 年度 1 4 6 0 0 0 1 2 14 

平成 24 年度 0 5 7 1 0 1 1 2 17 

平成 25 年度 1 2 5 0 0 0 0 0 8 

平成 26 年度 1 1 6 0 0 0 0 1 9 

平成 27 年度 0 3 6 0 0 0 0 1 10 

合 計 5 18 34 1 0 1 3 9 71 

 

見学者一覧（平成 27 年度） 

 日時 団体名 人数 内容 

1 6 月 3 日（水） 浦添小学校 121 人 施設見学 

2 6 月 4 日（木） 神森小学校 123 人 〃 

3 9 月 1 日（火） 牧港小学校 98 人 〃 

4 9 月 10 日（木） 内間小学校 112 人 〃 

5 10 月 6 日（火） 牧港幼稚園 76 人 〃 

6 10 月 20 日（火） 宮城小学校 162 人 〃 

7 11 月 26 日（木） 沢岻幼稚園 100 人 〃 

8 12 月 17 日（木） 前田幼稚園 88 人 〃 

9 12 月 17 日（木） 前田小学校（特別支援学級） 18 人 〃 

10 3 月 1 日（火） パースペクティブ研究会 22 人 〃 

 

 

●業務体験受入状況 
夏休み・秋休みの行事としての一日図書館員や、中学・高校生の職場体験・インターンシップなど職業

教育の一環として業務体験させ、司書という職業の実際を理解してもらうことを目的として受入・実施して

いる。 

受入状況は次のとおりである。 

単位：件（人） 

年度 
一日 

図書館員 

小学生 中学生 高校生 大学生・専門学生 

職場体験 職場体験 インターンシップ 

（就業体験） 

図書館 

実習 

社会教育

実習 

インターン

シップ 

平成 22 年度 １（４） ０ ５（16） ４（８） ０ ０ ０ 

平成 23 年度 １（４） ０ ５（10） ３（５） ０ １（３） ３（７） 

平成 24 年度 １（４） ０ ４（７） ４（７） ０ １（１） １（１） 

平成 25 年度 ２（９） ０ ４（７） ３（５） ０ １（３） ０ 

平成 26 年度 ２（８） ０ ３（６） ３（６） ０ ２（８） ０ 

平成 27 年度 ２（８） ０ ３（８） ３（６） ０ １（３） ０ 

合計 ９（３７） ０ ２４（５４） ２０（３７） ０ ６（１８） ４（８） 

 



●ステーション別利用統計【平成27年度】

№ ステーション名
一
般
書

児
童
書

Ｙ
・
Ａ

一
般
郷
土

児
童
郷
土

Ａ
・
Ｖ

雑
　
誌

そ
の
他

合
　
計

1 安川団地 21 287 1,188 31 21 19 27 103 1 1,677 140 4.8% 1,478

2 当山小学校 22 153 1,813 196 11 7 16 11 0 2,207 184 6.3% 1,765

3 西原児童センター 22 169 1,144 13 27 10 47 58 0 1,468 122 4.2% 1,572

4 浦西団地 21 1,326 1,180 57 48 27 134 246 0 3,018 252 8.6% 2,847

5 神森小学校 22 198 531 43 18 13 24 34 0 861 72 2.4% 638

6 前田自治会館 22 215 307 28 6 8 10 96 0 670 56 1.9% 580

7 県営港川団地 22 191 151 11 11 1 6 53 0 424 35 1.2% 374

8 県営経塚団地 22 304 33 17 19 0 18 70 0 461 38 1.3% 426

9 沢岻自治会館 22 707 940 69 117 12 48 266 0 2,159 180 6.1% 2,178

10 内間公民館 23 356 491 32 31 12 25 121 0 1,068 89 3.0% 1,009

11 丸大スーパー勢理客店 22 681 744 51 46 11 69 107 0 1,709 142 4.9% 1,504

12 ｻﾝ･ｱﾋﾞﾘﾃｨｰｽﾞうらそえ 21 648 290 33 18 13 44 69 1 1,116 93 3.2% 1,151

13 県営神森団地 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0% 0

14 仲西小学校 21 45 1,407 37 3 26 3 16 0 1,537 128 4.4% 1,519

15 屋富祖公民館 22 405 171 34 59 3 33 44 0 749 62 2.1% 689

16 城間公民館 23 288 416 28 24 6 20 37 1 820 68 2.3% 722

17 ユアサハイム 22 377 440 34 24 2 15 86 0 978 82 2.8% 938

18 港川自治会事務所 23 313 612 30 29 5 22 57 0 1,068 89 3.0% 1,026

19 まちなと児童センター 22 573 131 54 28 5 9 24 0 824 69 2.3% 816

20 マチナトタウン 21 159 374 22 12 3 16 118 0 704 59 2.0% 663

21 緑ヶ丘自治会館 23 287 308 45 25 4 47 96 0 812 68 2.3% 830

22 県営城間団地 22 339 464 40 21 8 4 97 1 974 81 2.8% 866

23 崎原自治会 22 291 443 27 13 4 24 78 0 880 73 2.5% 926

24 経塚ゆいまーるセンター 21 252 438 23 26 11 13 35 0 798 67 2.3% 754

25 県営浦添市街地住宅 21 204 447 56 3 5 8 41 0 764 64 2.2% 738

26 仲西公民館 23 246 266 44 69 10 5 50 0 690 58 2.0% 662

27 県営沢岻団地 23 206 147 28 2 0 27 30 0 440 37 1.3% 369

28 内間小学校 22 109 1,335 37 12 20 4 12 0 1,529 127 4.3% 1,377

29 宮城小学校 22 198 2,438 75 23 11 10 77 1 2,833 236 8.1% 2,330

30 鏡が丘特別支援学校本校 10 239 639 33 50 13 46 59 0 1,079 90 3.1% 1,132

31 鏡が丘特別支援学校分校 10 43 136 6 1 1 26 7 0 220 18 0.6% 200

32 沖縄県卸商業団地 12 27 44 3 1 0 13 3 0 91 8 0.3% 211

その他 555 429

647 9,836 19,468 1,237 798 270 813 2,201 5 35,183 2,886 100％ 32,719合　　　計

※その他とは利用者よりレファレンスを受け、ＢＭ取置きとした資料。

貸出ステーション
巡
回
日
数

貸　出　冊　数 平
均
冊
／
月

全
対
比
％

冊
数
／
冊
数
合
計

返
却
冊
数
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●ステーション別予約・リクエスト統計【平成27年度】

曜
　
日

コ
ー
ス

一
般
書

児
童
書

郷
　
土

雑
　
誌

Ｙ
・
Ａ

Ａ
・
Ｖ

未
所
蔵

合
　
計

提
　
供

キ

ャ
ン
セ
ル

期
限
切
れ

断
　
り

相
互
貸
借

合
　
計

9 沢岻自治会館 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3

13 県営神森団地 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 県営港川団地 1 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

22 県営城間団地 2 0 0 0 0 0 0 2 6 0 0 0 0 6

2 当山小学校 1 5 1 0 0 1 0 8 11 1 1 0 0 13

19 まちなと児童センター 2 0 0 0 0 1 0 3 3 1 0 0 0 4

3 西原児童センター 0 4 0 0 0 1 0 5 1 0 0 0 0 1

28 宮城小学校 1 11 0 0 2 0 0 14 17 0 0 0 0 17

23 崎原自治会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 ユアサハイム 6 3 0 4 1 0 1 15 24 0 0 0 0 24

29 内間小学校 3 8 0 0 0 0 0 11 12 1 0 0 0 13

11 丸大スーパー勢理客店 4 1 0 0 1 0 0 6 6 0 0 0 0 6

15 屋富祖公民館 0 0 10 0 0 2 0 12 8 2 0 0 0 10

27 県営沢岻団地 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0

10 内間公民館 1 4 0 0 0 0 0 5 1 0 0 0 0 1

26 仲西公民館 0 1 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 2

4 浦西団地 5 0 0 0 0 0 0 5 2 0 0 0 0 2

20 マチナトタウン 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1

25 県営浦添市街地住宅 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 3

1 安川団地 27 9 2 9 2 0 3 52 84 1 0 0 0 85

14 仲西小学校 0 1 0 0 0 0 0 1 8 0 0 0 0 8

12 ｻﾝ・ｱﾋﾞﾘﾃｨｰｽﾞうらそえ 4 0 1 0 0 4 0 9 16 0 0 0 0 16

24 経塚ゆいまーるセンター 3 1 0 0 0 0 0 4 4 1 0 0 0 5

6 前田自治会館 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

8 県営経塚団地 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 神森小学校 0 13 0 0 0 0 0 13 10 0 0 0 0 10

18 港川自治会事務所 1 26 2 0 0 0 0 29 21 2 0 0 0 23

21 緑ヶ丘自治会館 0 1 0 12 0 0 0 13 8 0 0 0 0 8

16 城間公民館 4 10 0 0 0 0 1 15 9 0 0 0 0 9

30 鏡が丘特別支援学校本校 0 1 0 0 0 0 0 1 6 0 0 0 0 6

31 鏡が丘特別支援学校分校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水
曜
日

月
1 K 32 沖縄県卸売商業団地 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

66 100 17 25 6 9 7 230 266 9 1 0 0 276

金
曜
日

土
曜
日

日
曜
日

D

E

F

予約・リクエスト処理

ステーション名

日
曜
日

A

火
曜
日

木
曜
日

B

C

貸出ステーション 予約・リクエスト受付

合　　　計

※各ステーションで予約・リクエスト受付件数と貸出・キャンセル・相互貸借等提供数を示す。

木
曜
日

金
曜
日

土
曜
日

火
曜
日

月
１ J

G

H

I
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●資料購入実績【平成27年度】　

No 資料種別
平成27年度

予算
割合
（％）

平均単価
（円）※

冊（点）数 購入金額
購入

冊（点)数

1 一般書 4,654,000 54.4 1,800 2,721 4,654,595 2,685

2 児童書 1,820,000 20.3 1,576 1,161 1,825,994 1,156

3 郷土書 675,000 7.5 2,360 286 676,042 232

4 AV資料 138,000 1.6 2,651 53 137,892 61

5 YA 617,000 6.9 1,413 437 615,517 437

6 沖縄学研究室 120,000 3.2 4,275 28 118,635 41

7 雑誌 795,000 8.8 573 1,387 670,795 1,155

雑誌スポンサー制度 -125,000

8 その他 306,000 ‐ 291,600

備品的資料費 9,000,000 6,073 8,991,070 5,767

9 新聞 744,812 ‐ ‐ 725,528 22タイトル

消耗品的資料費 744,812 ‐ ‐ ‐ 725,528

資料費総額 9,744,812 9,716,598

※平均単価・購入予定点数：平成26年度当館購入実績等より算出

※「8その他」は図書装備にかかる諸経費

※「備品的資料費」の割合は四捨五入の都合で合計は100％にならない

●資料購入費割振【平成28年度】　

No 資料種別
平成28年度

予算
割合
（％）

平均単価
（円）※

購入予定
数冊（点）

1 一般書 4,752,000 54.1 1,800 2,640

2 児童書 1,600,000 19.9 1,600 1,000

3 郷土書 785,000 8.7 2,500 314

4 AV資料 104,000 1.2 2,600 40

5 YA 595,500 6.6 1,500 397

6 沖縄学研究室 140,000 1.6 4,000 35

7 雑誌 808,986 8.8 538 1,302

雑誌スポンサー制度 -108,316

8 その他 322,830 ‐ ‐

備品的資料費 9,000,000

9 新聞 726,000 ‐ ‐ ‐

消耗品的資料費 726,000

資料費総額 9,726,000

※平均単価・購入予定冊（点）数：平成27年度当館購入実績等より算出

※「8その他」は図書装備にかかる諸経費

※「備品的資料費」の割合は四捨五入の都合で合計は100％にならない

平成28年度　「資料購入費割振」の特徴

 　①一般書は障がい者サービスに備え、予算額を拡充した。
 　②郷土書、沖縄学研究室は資料を充実させるため、予算額を拡充した。

音楽CD・録音図書等

平成28年3月

新聞（購入分）25タイトル

雑誌（購入分）58タイトル

備　考

雑誌スポンサー制度導入13タイトル

再生交付金事業市負担分を含む

平成28年4月

平成27年度購入予定 平成27年度購入実績

一般郷土・児童郷土
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●蔵書数・資料購入費等統計

年度 S60 S61 S62 S63 H元 Ｈ2 Ｈ3 Ｈ4 Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 H11 H12

蔵書数（冊） 83,000 103,000 127,600 146,400 164,000 181,400 191,400 200,877 204,442 209,462 216,325 213,321 233,819 193,299 202,344 219,764

個人貸出数（冊） 310,266 319,775 329,088 342,019 330,870 330,870 320,374 343,237 343,774 314,933 288,019 275,240 294,140 295,540 309,742 330,049

貸出数（冊）
（個人・団体含む）

40,000 39,035 40,000 32,000 30,000 28,000 24,000 25,000 26,500 20,000 10,000 10,000 10,000 10,000 15,000 17,000

市民1人あたり
冊数

1.00 1.20 1.46 1.66 1.84 2.00 2.08 2.14 2.16 2.18 2.22 2.16 2.23 1.90 1.96 2.11

市民1人あたり
資料購入費（円）

483 455 458 362 337 309 260 267 280 209 103 101 100 98 145 163

人口（人） 82,760 85,732 87,296 88,340 89,047 90,666 92,178 93,779 94,721 95,920 97,500 98,722 100,200 101,591 103,413 104,307

年度 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

蔵書数（冊） 228,103 239,464 234,698 239,133 245,260 250,445 249,532 264,018 275,532 290,575 295,320 303,722 303,375 309,597 305,539

貸出数（冊）
（個人・団体含む）

332,685 339,326 345,061 323,477 331,471 364,968 392,108 391,449 426,698 437,668 466,620 445,603 430,830 397,893 383,212

資料購入費
（千円）

15,000 15,000 14,650 14,650 14,650 14,650 14,650 14,650 14,650 14,650 14,650 13,295 10,000 9,000 9,000

市民1人あたり
冊数

2.18 2.27 2.21 2.23 2.27 2.30 2.28 2.39 2.48 2.61 2.64 2.67 2.66 2.72 2.69

市民1人あたり
資料購入費（円）

143 142 138 137 136 135 134 133 132 132 131 117 88 79 80

人口（人） 104,707 105,532 106,270 107,026 107,980 108,707 109,373 110,285 110,894 111,145 111,575 113,752 113,893 113,974 113,580

0
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0
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35

40

45

50

S60 S61 S62 S63 H元 Ｈ2 Ｈ3 Ｈ4 Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 H11 H12

資料購入費（千円）蔵書・貸出数（万冊）

【昭和60年度～平成12年度】 蔵書数（冊） 貸出数（冊） 資料購入費
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50

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

資料購入費（千円）蔵書・貸出数（万冊）

【平成13年度～平成27年度】 蔵書数（冊） 貸出数（冊） 資料購入費
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平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

281 282 283 259

179,990 179,047 166,266 155,665

641 635 588 601

1,102 1,548 1,142 786

- - - 34,054

450 448 470 566

31 46 28 53

6 12 21 8

59 53 88 88

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

233 237 234 219

34 33 33 32

5/34 5/33 5/33 5/32

3/34 3/33 3/33 2/32

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

5,435 5,953 7,347 6,182

453 496 612 515

233 333 285 243

145 257 190 162

3,314 4,285 4,490 4,643

― 2,166 2,104 1,897

1,798 1,091 1,063 1,355

980 681 631 691

536 347 315 241

485 520 377 397

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

104,609 97,128 85,725 82,438

170,858 162,814 146,982 145,447

26,171 23,463 21,342 20,206

23,152 20,907 19,987 17,294

60,000 80,000 86,000 86,000

18/151 19/157 20/169 16/160

181 169 148 105

81,270 77,385 74,520 52,592

YA世代　貸出冊数

YA書　貸出冊数

集配サービス　予算

集配サービス　実績/回数

集配サービス　実績/金額

集配サービス　利用団体/集配先団体数

長期延滞督促件数

児童0～12歳貸出冊数

児童書　貸出冊数

督促件数

うち１ケ月延滞督促

うち２ケ月延滞督促

うち３ケ月延滞督促

うち６ケ月延滞督促

■児童・YA・学校サービスに関すること

ＢＭ運行日数

ステーション数

うち学校

授乳室利用回数

うち児童センター

資料修理件数

資料修理１ヶ月平均

毀損届受理件数

弁償件数

■修理・弁償・督促に関すること

●各種過去３年比較統計

■施設利用に関すること

開館日数

入館者数

■ＢＭに関すること

１日平均入館者数

ＩＣゲート鳴動回数

パスワード発行件数

閉館時受取ロッカー利用回数

かたりの部屋利用回数

自動貸出機貸出冊数
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平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
198/7,265 214/7,403 221/7,142 233/7,173

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
10,788 8,203 7,702 7,619
8,616 6,239 5,716 5,767
6,525 4,749 9,053 5,158

129/97 94/63 91/72 90/58
24/22 26/22 30/26 29/25
1,543 1,512 1,306 1,559

133 134 87 265

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
22,264 22,153 18,366 17,172
7,273 7,591 6,180 4,553

12,361 12,413 10,509 10,886
2,263 1,795 1,346 1,503

367 354 331 230
1,075 843 913 742
4.82% 3.80% 4.97% 4.32%

購917/相107 購686/相279 購525/相287 購443/相218
借153/貸407 借456/貸433 借442/貸478 借324/貸329

￥39,160 ￥75,070 ￥117,418 ￥57,297
￥14,300 ￥7,790 ￥16,500 ￥4,026
￥24,860 ￥67,280 ￥100,918 ￥53,271

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年
小説8/詩26 小説6/詩4 小説11/詩60 小説20/詩92

202 180 156 150

●蔵書統計【平成27年度】
単位：冊（点）

本 館 Ｂ Ｍ 全 館 蔵書構成比

151,225 2,486 153,711 50%

53,090 4,301 57,391 19%

39,101 206 39,307 13%

2,898 107 3,005 1%

3,144 447 3,591 1%

14,165 364 14,529 5%

21,295 0 21,295 7%

8,691 239 8,930 3%

3,774 6 3,780 1%

297,383 8,156 305,539 100%

雑　誌

アメリカ情報コーナー

合  計

一般郷土

児童郷土

ＡＶ資料

ＹＡ

沖縄学研究室

YA文芸賞応募数
読書講演会参加人数

統計区分

一般書

児童書

受入図書冊数

■資料に関すること

■団体に関すること

団体登録数/団体貸出数

■YA文芸賞・講演会に関すること

うちweb受付
うち館内OPAC受付
ＢＭ
うちリクエスト受付件数
うちリクエスト割合
リクエスト提供件数
相互貸借冊数
相互貸借郵送費
相互貸借郵送費うち県内
相互貸借郵送費うち県外

■予約・リクエスト・相互貸借に関すること

受入図書冊数うち購入
年間除籍冊数
雑誌種数/うち購入
新聞種数/うち購入
購入図書等（備品購入費）平均単価
不明資料件数　

予約件数
うち窓口受付
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●移動図書館（としょまる）貸出風景 
 
 

 
県営経塚団地 

 
 

 
経塚ゆいまーるセンター 

 
 

 
仲西公民館 

 
 

 
浦西公民館 

 
 

 
 
 

 
沢岻自治会館 

 
 

 
西原児童センター 

 
 

 
県営沢岻団地 

 
 

 
ユアサハイム 
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●移動図書館（としょまる）の運営基準 

 

１． 趣旨 

① 図書館から遠い地域に居住する市民に対し、図書館サービスを行う。 

② 図書館からそう遠くないものの、河川、幹線道路、その他の障害物等によって時間的、あるい

は心理的な距離が隔たっている市民に図書館サービスを保証する。 

③ 身体の障がい、高齢、その他の事情により図書館を訪れることのできない市民に図書館サービ

スを保証する。 

④ 分館の暫定的代替としての役割をはたしつつ、将来へ向けて図書館ネットワークの完成を目指

す。 

 

２． 方針 

① 図書館全体の奉仕計画に沿って、移動図書館の運営計画を立てる。 

② 移動図書館サービスは本館と同様とし、差異のないようにする。 

③ 貸出サービスを中心にして、図書館の仕事と役割を直接利用体験を通じ、広く利用者に理解し

てもらう。 

 

３． ステーションの設置基準 

① 本館から概ね1ｋｍ以上離れた場所を原則とする。 

② 既存ステーションから距離が0.5ｋｍ以上離れた場所を原則とする。 

③ その他、館長が必要と認めた場所。 

 

４． ステーションの設定条件 

① 人口集中度を考慮し、多数市民の利用が見込まれる場所。 

② 移動図書館車の運行、供用に支障のない場所。 

③ 利用者の安全が保たれ、かつ、業務が余裕を持って行える場所。 

④ 定期的巡回供用に支障のない場所。 

⑤ 地域においてある一定度の合意形成が得られた場所。 

⑥ 公的機関においては所属長による承認が得られた場所。 

 

５． 設置場所の廃止・変更 

① 分館等図書館施設が設置され、その利用圏内に含まれた場所。 

② 利用が極端に減少した場所。 

③ ステーションの設置条件各項に該当しなくなった場所。 

④ その他、利用上又は運営上廃止の必要を館長が認めた場合。 
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●学校連携 
市立図書館と市内小・中学校との人的連携・協力を行い、資料のデータベースを共有化することで、教

育現場で必要な情報・資料提供の迅速化を図り、浦添市内の子どもたちの豊かな読書環境が育まれること

を目的としている。  

【内 容】 

①学校ネットワーク 

市立図書館と学校図書館等類似機関のシステムのデータベース構造が共有化され、インターネット

検索が行える。 

②市内蔵書検索 

異なる蔵書管理システム間でも市内の総合検索ネットワーク構築ができる。 

③蔵書管理サーバー 

市立図書館や学校図書館等類似機関の蔵書を管理するサーバーに取り込む事により、市の図書資源

の共有化を図る。 

④学校図書館連携 

Web・OPACで市内学校蔵書検索ができる。 

⑤その他 

集配申込、レファレンス申請も行っている。 

 

●JICA沖縄国際センター連携 

 平成24（2012）年2月7日（火）浦添市前田に所在するJICA沖縄国際センターと浦添市教育委員会の間で連携

協力に関する協定が締結された。本協定は両者の所蔵資料等の有効かつ効率的な活用を図り、地域の振興ならび

に浦添市が掲げる「国際性ゆたかな文化都市」の実現に寄与することを目的としている。 

 

（1）掲示・広報活動 

・浦添市立図書館内にJICA沖縄国際センターの掲示スペースを設置し、定期的にお知らせを掲示。 

・市立図書館HPにバナーをつくり、常時お知らせを掲示。 

（2）相互貸借【平成２７年度】 

・JICA沖縄国際センター図書資料室と浦添市立図書館の間で図書資料を中心に相互貸借を行う。 

借受 貸出 

件数 冊数 件数 冊数 

0 0 5 13 

（3）連携行事【平成２７年度】 

No 開催期日 内     容 参加人数 

１ 
8月6日 

（木） 

夏休み一日図書館（JICA沖縄国際センター共同企画） 

市内の各小学校から集まった児童による、浦添市立図書館とJICA

沖縄国際センター図書資料室でのお仕事体験 

４名   

２ 
9月6日 

（日） 

せかいのおはなし会（としょまるスペシャル） 
移動図書館としょまるの巡回先にて、JICA沖縄国際センターの研修

員による、外国語での絵本などの読み聞かせ 

『くまさんくまさん、なにみてるの？』 

ビル・マーティン 文   エリック・カール 絵 

３５名   

３ 
10月14日 

（水） 

秋休み一日図書館員（JICA沖縄国際センター共同企画） 

市内の各小学校から集まった児童による、浦添市立図書館とJICA

沖縄国際センター図書資料室でのお仕事体験 

４名   

４ 
2月14日 

（日） 

せかいのおはなし会（まなびフェスタスペシャル） 

JICA沖縄国際センターの研修員による、外国語での絵本などの読

み聞かせ   

『うしろにいるのだあれ』  ふくだやすお 作・絵 

３９名   
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●雑誌スポンサー制度（寄贈提供） 

 雑誌のスポンサーを募集・活用することで新たな財源を確保し、図書館資料等の充実を図る目的で、

平成25年度より雑誌スポンサー制度を導入している。 

 雑誌スポンサー制度とは、図書館で購読する雑誌の購入費用を負担していただき、提供雑誌の表紙にス

ポンサー名を掲載できる制度である。 

 県内で初めての制度であることから、平成24年10月から同制度の検討を始め、運営要領の制定、制度

の広報活動等を行い、平成25年4月からの実施にいたった。 

 平成28年度は随時募集とし、現在雑誌スポンサーとして12事業所、13誌のご協力をいただいている。

（平成28年6月現在） 

平成28年度 雑誌スポンサー一覧（申込順、敬称略） 

No 雑誌スポンサー名 提供雑誌名 金 額 

１ 有限会社 かわばた不動産 『旅の手帖』 \6,792 

２ 柳清本流 和華良舞の会  野原良子 琉球舞踊鍛錬所 『婦人公論』 \12,864 

３ 手作りパンの店 モンプチブーランジュリー 『クーヨン』 \7,896 

４ ジャザサイズ首里フィットネスセンター 『ターザン』 \13,080 

５ フラワーショップ フランシス 『ニコラ』 \5,976 

６ 花の店 ブーバル 『クロワッサン』 \10,368 

７ 株式会社 翁長設計 『暮しの手帖』 \5,220 

８ 宮城珠算学校 『かぞくのじかん』 \3,500 

９ 株式会社 東設計工房 『致知』 \10,300 

１０ 一般社団法人 蒼海伝統文化学院 『日経ＷＯＭＡＮ』 \7,308 

１１ 徳山内科医院 『ＮＨＫきょうの料理』 \7,308 

１２ 
医療法人 大平会 

『文藝春秋』 \6,144 

１３ 『碁ワールド』 \9,984 

合  計     \109,812 

 

※雑誌スポンサー制度の実績 

年 度 事業所数 提供誌数 金 額 

27 年度 14 15 \126,132 

26 年度 14 14 \119,963 

25 年度 10 10 \100,000 
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●うらそえＹＡ文芸賞 
 

平成４（１９９２）年４月１日（水）、浦添市立図書館では、ＹＡ（ヤングアダルト）世代に充分な読書サービスを提

供するため、県内初のＹＡ（ワイエー）コーナーを開設した。 

また浦添市が平成２０年度に掲げた「浦添市子どもの読書活動推進計画」策定を踏まえ、「大人でもなく子ど

もでもない、自我に目覚めるこの世代の方々に、より適切な本を手渡したい」（浦添市子どもの読書活動推進

計画より抜粋）との思いを具体的に実践すべく、平成２１年度よりＹＡ世代に対して、読書活動推進のキャンペ

ーンを行うにあたり、「うらそえＹＡ（ワイエー）文芸賞」を創設した。 
この取り組みは、利用が伸び悩んでいるこの世代の読書意欲を刺激し、図書館をより身近な存在として感じ

てもらい、読書に対する好奇心を促すことを目的としている。 
 
（１）作品の種類及びテーマ 

  ・短編小説部門 
    テーマ：浦添・図書館（読書）・その他自由 
  ・詩部門 
    テーマ：浦添・図書館（読書）・その他自由 
 

（２）各賞 
   煌（きらめき）賞・輝（かがやき）賞・審査員特別賞・浦添市立図書館長賞 
   （各部門1編ずつ） 

 
（３）応募資格 
  ・浦添市、那覇市、宜野湾市、西原町に在住、在勤、在学であること 
  ・ＹＡ世代であること（当館では中学生（13歳）から大学生（22歳）をさす） 
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●催し物【平成27年度】 

 

（１）読書月間・子ども読書週間 
開 催 期 間 名 称（テーマ） 場 所 備 考 

4 月18 日（土）～ 5 月10 日（日） 
「大人もむかしは読んでいた！？ 

30 年愛された絵本」 

児童室、 

おはなしコーナー 
子ども読書週間 

5 月5 日（火） としょまる公開 
浦添市立図書館 

正面玄関前 
子ども読書週間 

5 月30 日（土）～ 8 月30 日（日） 「70 年目の祈り～平和を考える」 

児童室、 

おはなしコーナー、 

エントランスホール 

戦後70 周年平和記念事業 

10 月31 日（土）～11 月26 日（木） 「うらトク！」 エントランスホール 読書月間 

1 月30 日（土）～ 2 月25 日（木） 「ＳＷＥＥＴ！」 エントランスホール まなびフェスタ 

 

（２）読書案内 
開 催 期 間 名 称（テーマ） 場 所 備 考 

4月15日（火）～ 5月31日（日） 「図書館」 エントランスホール 
スポット企画 

資料展示・貸出 

5月20日（火）～ 5月31日（日） 「追悼 詩人 長田弘」 一般貸出室 
スポット企画 

資料展示・貸出 

5月30 日（土）～ 8月30 日（日） 「70 年目の祈り～平和を考える」 

児童室、 

おはなしコーナー、 

エントランスホール 

戦後70 周年平和祈念事業 

資料展示・貸出 

5月30日（土）～ 6月20 日（日） 

「みんなに親しまれた絵本たち 

～追悼 

 児童文学作家 松谷みよ子～」 

児童室 
スポット企画 

資料展示・貸出 

6月13 日（土）～ 6月20 日（土） 「具志堅用高」 一般貸出室 
スポット企画 

資料展示・貸出 

 7 月16 日（木）～ 7 月31 日（金） 「一文目
ひ と め

ぼれからのはじまり」 一般貸出室 
スポット企画 

資料展示・貸出 

 7 月16 日（木）～ 9 月 4 日（金） 
「チャレンジの夏！」 

「課題図書・指定図書」 
児童室 

スポット企画 

資料展示・貸出 

7 月24 日（金）～ 9 月13 日（日） 
「夏休みを満喫！ 

ＹＡコーナーでチャレンジ」 
多文化コーナー 

スポット企画 

資料展示・貸出 

9 月 8 日（火）～11 月 3 日（火） 

「体験・読書を楽しもう  

自分をつくる情報 

ノート活用術」 

エントランスホール 

読書講演会・キャリアビジ

ネス・読書案内関連企画 

資料展示・貸出 

 9 月15 日（火）～ 9 月30 日（水） 
「老いを考える 

～いかに老いを迎えるか～」 
一般貸出室 

スポット企画 

資料展示・貸出 

10 月 1 日（木）～11 月 1 日（日） 「ハッピーハロウィン」 児童室 
スポット企画 

資料展示・貸出 

10 月31 日（土）～11 月26 日（木） 「音で楽しむ秋」 AV コーナー 
AV スポット企画 

資料展示・貸出 

11 月28 日（土）～12 月25 日（金） 「すてきなクリスマス♪」 AV コーナー 
AV スポット企画 

資料展示・貸出 

11 月28 日（土）～12 月25 日（金） 「メリークリスマス！」 児童室 
スポット企画 

資料展示・貸出 
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12 月15 日（火）～12 月27 日（日） 「ストレスケア」 
エントランスホール 

一般貸出室 

スポット企画 

資料展示・貸出 

12 月25 日（金）～ 1 月28 日（木） 

暮らしに役立つ図書館  

第6 回「図書館で学ぶ  

健康長寿復活プラン」 

エントランスホール 
暮らしに役立つ図書館講 

座企画 資料展示・貸出 

12 月26 日（土）～ 1 月14 日（木） 「おしょうがつ」 児童室 
スポット企画 

資料展示・貸出 

1 月14 日（木）～ 1 月28 日（木） 
「W.A.モーツァルト  

生誕 260 年」 
AV コーナー 

AV スポット企画 

資料展示・貸出 

1 月19 日（火）～ 2 月 4 日（木） 「ふくはうち おにはそと」 児童室 
スポット企画 

資料展示・貸出 

 1 月30 日（土）～ 2 月25 日（木） 「SWEET！」 エントランスホール 
まなびフェスタ関連企画 

資料展示・貸出 

2 月12 日（金）～ 3 月 3 日（木） 「ひなまつり」 児童室 
スポット企画 

資料展示・貸出 

2 月27 日（土）～ 3 月30 日（水） 「あの日を忘れない」 
エントランスホール 

児童室 

スポット企画 

資料展示・貸出 

2 月27 日（土）～ 3 月30 日（水） 「卒業。そして春が来る！」 AV コーナー 
AV スポット企画 

資料展示・貸出 

 

（３）読書講演会（敬称略） 

開催期日 講 演 内 容 講 師 場 所 参加人数 

11 月3 日(火) 
「体験・読書を楽しもう  

自分をつくる情報ノート活用術」 
奥野 宣之 

浦添市社会福祉センター 

3階大研修室 
150名 

 

（４）講習会（敬称略） 

開催期日 講 習 内 容 講 師 場 所 参加人数 

1 月23 日（土） 
暮らしに役立つ図書館 第7回 

「図書館で学ぶ健康長寿復活プラン」 

沖縄県健康長寿課 

友利 邦子 

新垣 友加里 

2 階視聴覚室 27名 

 

 

（５）その他イベント（敬称略） 

開催期日 内  容 講 師 場 所 参加人数 

5 月5 日(水) 

浦添市立図書館開館30 周年記念 

バースデー子どもむけイベント 

「わくわくにんぎょうげき」 

児童文化サークルコントス 

日高 智子 
2 階視聴覚室 45 名 

 

開催期日 内  容 場所 参加人数 備考 

7 月29 日(水) としょかんたんけん隊 
浦添市立図書館内 

としょまる 
12 名 夏休み行事 

 

開催期日 内  容 演 奏 場 所 参加人数 

2 月13 日(土) 

まなびフェスタ浦添2016 

「スイートコンサート」 

浦添市文化芸術振興事業 

Comfort(コンフォルト) 

浦添市立図書館 

1 階一般貸出室 

書架前 

67 名 
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 （６）沖縄学講座（敬称略） 

テーマ「変貌する沖縄・再生する浦添」  場所：2階視聴覚室 

回 開催期日 内 容 講 師 参加人数 

１ 9 月13 日（日） 
浦添への移住―新しい都市を形成

した移住者たち 
桃原 一彦（沖縄国際大学准教授） 25名 

２ 9 月20 日（日） 新聞記者から見た世替わり 
三木 健 （ジャーナリスト） 

仲地 清（大阪大学大学院特任教授） 
30名 

３ 9 月27 日（日） 小説の舞台を育んだ浦添の風景 又吉 栄喜（小説家） 49名 

  

（７）移民史刊行記念シンポジウム 

  場所：浦添市男女共同参画推進ハーモニーセンター 1階ハーモニーホール 

開催期日 講 習 内 容 講 師 参加人数 

8 月9 日(日) 
故郷を離れたウラシーンチュの移民・移住 

―渡航・戦争・戦後― 

登壇者 

石川友紀（琉球大学名誉教授） 

又吉盛清（沖縄大学客員教授） 

石川朋子（沖縄国際大学非常勤講師） 

崎原恒新（元中学校長） 

コーディネーター 

桃原一彦（沖縄国際大学准教授） 

謝花直美（沖縄タイムス編集局編集委員） 

77名 

シンポジウム関連企画展 

開催期日 名称（テーマ） 場 所 備考 

8月4日(火)～8月30日(日) 「移民と戦争」 2階エレベーターホール シンポジウム関連企画展 

 

 

 

●映画会【平成27年度】 
図書館と利用者の結びつきを目的に名作映画を上映している。 

◆ 夏休み子ども映画会 午後1時30分～午後2時30分 ２階視聴覚室にて 

開催期日 内 容 参加人数 

7 月21 日（火） 
「にじいろのさかな」 

「にじいろのさかな しましまをたすける」 
54 名 

7 月23 日（木） 
「とうふこぞう」「ゆうれいたまご」 

「ばけものづかい」 
63 名 

合計：117名  
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●おはなしの部屋【平成27年度】 
語り聞かせ（ストーリーテリング）の機会をもつことで、子どもたちの聞く力と想像力を豊かに育て、お話を聞く

楽しさや素晴らしさを伝える。 

毎月第２土曜日  午後３時３０分～４時  かたりの部屋にて   読み手：おはなしの木の会 

（敬称略） 

実施日 内      容 担当者 参加者数 

4/11 

(土) 

テーマ◇ 「はる、ポカポカ」 

『くまさん』 童話屋 詩  

「くまさんのおでかけ」（『おはなしのろうそく』）  

「おおおかみと七ひきの子やぎ」 

（『子どもの聞かせるグリム童話 1』より） 

『わたしとあそんで』ﾏﾘｰ･ﾎｰﾙ･ｴｯﾂ文・絵  

『ぐるんぱのようちえん』西内ﾐﾅﾐ 作 堀内誠 絵  

『おさるとぼうし』ｴｽﾞﾌｨｰﾙ･ｽﾛﾎﾞﾄﾞｷｰﾅ作・絵 

『宇宙人』  

 

指人形 

おはなし 

 

絵本 

〃 

〃 

手遊び 

上地 いずみ 

 
18名 

5/9 

(土) 

テーマ◇ 「お母さんとお父さんのおはなし」 

「ヴァイノと白鳥ひめ」（『愛蔵版おはなしのろうそく６』） 

『ちいさなヒッポ』 ﾏｰｼｬ=ﾌﾞﾗｳﾝ 作  

『ひゃくにんのおとうさん』譚小勇 作 

 

おはなし 

絵本 

〃 

古謝  恵 

 
8名 

6/13 

(土) 

テーマ◇ 「へいわってなんだろう」 

『こすずめのぼうけん』ﾙｰｽ･ｴｲﾝﾜｰｽ 作  

『１・２サンマのしっぽ…』 

『きみなんかだいきらいさ』ｼﾞｬﾆｽ･ﾒｲ･ﾕｰﾄﾞﾘｰ 文  ﾓｰﾘｽ･ｾﾝﾀﾞｯｸ 

え こだまともこ 訳 

『はなのすきなうし』ﾏﾝﾛｰ･ﾘｰﾌ え 光吉夏弥 訳 

おはなし 

手遊び 

絵本 

〃 

上地 いずみ 

 
15名 

9/12 

(土) 

テーマ◇ 「おじいちゃんおばあちゃんのおはなし」 

『だってだってのおばあさん』さのようこ 作・絵  

「マーシャとくま」（『マーシャとくま』ロシアの昔話  

「こびとのゴブリン」(『おじいちゃんとおばあちゃん』)ﾐﾅﾘｯｸ 作 

ｾﾝﾀﾞｯｸ 絵  

『おまたせクッキー』ﾊｯﾁﾝｽ 作 乾侑美子 訳   

 

絵本 

すがたり 

 

絵本 

〃 

古謝  恵 6名 

10/10 

(土) 

テーマ◇ 「ハロウィン」 

「アナンシと五」(『子どもに聞かせる世界の民話』)実業之日本社 

『宇宙人』  

『まほうつかいのノナばあさん』ﾄﾐｰ･ﾃﾞ･ﾊﾟｵﾗ 文・絵 ゆあさふみえ 

訳  

おはなし 

手遊び 

絵本 

上地 いずみ 38名 
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11/14 

(土) 

テーマ◇ 「秋のおはなし」 

「やまのこもりうた」(『のはらうた』)くどうなおこ 詩  

「なら梨とり」(『日本昔話百選』)三省堂 

『りんごのき』ﾍﾟﾁｶ 作  ｽﾞﾏﾄﾘｺﾊﾞｰ 絵 

『ぶどう畑のアオさん』 馬場のぼる 作  

 

おはなし 

絵本 

〃 

〃 

古謝  恵 17名 

12/19 

(土) 

テーマ◇ 「クリスマスのおはなし」 

「やまのこもりうた」(『のはらうた』)くどうなおこ 詩  

「世界でいちばんきれいな声」(『おはなしのろうそく 11』)東京

子ども図書館 

『まりーちゃんのくりすます』ﾌﾗﾝｿﾜｰｽ  ゙文・絵  

『ゆうびんやさんのくまさん』ﾌｨｰﾋﾞとｾﾙｾﾞ･ｦｰｼﾝﾄﾝ さく・え  

『こびととくつや』「こどもに語るグリムの昔話６」 

 

おはなし 

〃 

 

絵本 

〃 

 

おはなし 

上地 いずみ 17名 

1/9 

(土) 

テーマ◇ 「干支のおはなし」 

「さる」(『ことばあそびうた』)谷川俊太郎 詩  

『ゆきんこ』（「ストーリーテリングについて」） 子ども文庫の会 

『うみやまがっせん』上沢謙二 原案 長谷川摂子 絵  

『おさるとぼうしうり』ｴｽﾞﾌｨｰﾙ･ｽﾛﾎﾞﾄﾞｷｰﾅ さく・絵  

お話 

ストーリーテ

リング 

絵本 

〃 

古謝  恵 8名 

2/13 

(土) 

テーマ◇ 「寒さをふきとばせ！」 

「金いろとさかのおんどり」(『おはなしのろうそく３』)東京子ど

も図書館 

『おふろだいすき』松岡享子 作 林明子 絵  

『はなをくんくん』ﾙｰｽ･ｸﾗｳｽ 文 ﾏｰｸ･ｻｲﾓﾝﾄ 絵  

『おそばのくきはなぜあかい』石井桃子 文  

 

ストーリーテ

リング 

絵本 

〃 

〃 

上地 いずみ 5名 

3/12 

(土) 

テーマ◇ 「また会おうね」 

『くまさんまどみちお 詩 

『赤ずきん』大塚勇三 訳 グリム童話の昔話  

『くんちゃんのはじめてのがっこう』ﾄﾞﾛｼｰ･ﾏﾘﾉ 作  

 

詩 

ストーリーテ

リング 

絵本 

古謝  恵 7名 

合計：139名 

平均： 14名 
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●空とぶじゅうたんおはなし会【平成27年度】 
読み聞かせや手あそびなどをとおして図書に親しみを持たせ、子どもたちに読書の楽しさや素晴らしさを知っても

らう。 

毎月第３日曜日 午後３時３０分～４時 おはなしコーナーにて 読み手：当館職員 

 

 

実施日 内          容 参加者数 

4/19 

(日) 

テーマ◇ 「３０年愛された絵本」 

『ぴょーん』まつおかてつひで 作  

『いのちのまつり』草場一壽 作 平安座資尚 絵  

『はらぺこあおむし』ｴﾘｯｸ=ｶｰﾙ さく もりひさし やく  

『さんびきのやぎのガラガラドン』 

絵本 

〃 

〃 

エプロンシア 

ター 

28名 

5/17 

(日) 

テーマ◇ 「あめあめふれふれ」 

『あめぽったん』ひろかわさえこ 著 

『おじさんのかさ』佐野洋子 作・絵 

『ぐーちょきぱーでなにつくろう』 

『あかちゃんかたつむりのおうち』いとうせつこ 文 島津和子 絵  

『にじいろのしまうま』こみね峰子 作 やなせたかし 絵  

 

 

絵本 

〃 

手遊び 

おはなし 

 

 

絵本 

22名 

7/19 

(日) 

テーマ◇ 「海だ！」 

『ぷかぷか』石井聖岳 作  

『うみのむこうは』五味太郎 作・絵  

『うみキリン』あきやまただし 作・絵  

『トイレせんちょう』片平直樹 作 松成真理子 

 

絵本  

〃 

〃 

〃 

7名 

8/16 

(日) 

アメリカ司書によるスペシャルおはなし会 

テーマ◇「こわいはなし」（第1部）①② 

    「夏のおはなし」(第2部）③④ 

①『ねないこだれだ』せなけいこ 作・絵 

②「マグムルヤー」(『城間の昔ばなし』) 

③『Bats at the Beach』 

④『To the Beach』 

絵本 

おはなし 
35名 

9/20 

(日) 

テーマ◇ 「どきどき運動会」 

『ようい どん』わたなべしげお 文 おおともやすお 絵 

『わたしのおべんとう』ｽｷﾞﾔﾏｶﾖｺ 作 

『よーい どんけつ いっとうしょう』梅田俊作・佳代子 作・絵 

『もうすぐどきどきうんどうかい』こわせたまみ 作 秋里信子 絵 

絵本 

〃 

〃 

〃 

3名 
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10/18 

(日) 

テーマ◇ 「たべちゃうぞー」 

『たべちゃうぞー』木村泰子 文・絵  

『おべんとうバス』真珠まりこ 文・絵  

『やきいもグッチッパ』 

『ブーくんのおいもほり』たなかしんすけ 作・絵 

『カレーライス』 

 

絵本 

〃 

手遊び 

紙芝居 

パネルシアタ

ー 

17名 

11/15 

(日) 

テーマ◇ 「七五三」 

『秋をみつけた』海野和男 写真・文 新日本出版 

『季節をたべる秋の保存食・行事食』濱野美里 著 藤田美菜子 絵 

『ふたごのどんぐり』上野与志 作 いしいつとむ 絵 

『こどもの行事しぜんと生活 １１がつのまき』かこさとし 文・絵 

『七五三きょうだい』なかえよしお 作 上野紀子 絵 

『ぎゅっとだっこ七五三』内田麟太郎 作 山本考 絵 

 

おはなし 

〃 

絵本  

おはなし 

絵本 

〃 

15名 

12/20 

(日) 

テーマ◇ 「クリスマス」 

『おおきいサンタとちいさいサンタ』谷口智則 文 

ミニ英会話「Ｆａｎ！Ｆａｎ！Ｅｎｇｌｉｓｈ」 

 

絵本  

ゲーム 

33名 

1/17 

(日) 

テーマ◇ 「0・1・2あつまれー」 

※「空とぶじゅうたんおはなし会」（赤ちゃん向け）のページに記載 
 25名 

 合計：185名 

平均： 21名 

 

 

●空とぶじゅうたんおはなし会（赤ちゃん向け）【平成27年度】 
おはなし会を通して、絵本を読むことの楽しさや大切さに触れ、赤ちゃんの心と体が豊かに育つよう絵本を開く 

“きっかけ”を作る。また、絵本を介して親子の触れ合いを高め、読み聞かせの仕方を伝えることにより、保護者

が本に出合う機会を提供する。 

平成28年1月17日（日）午後３時３０分～４時 かたりの部屋にて  

読み手：読み聞かせボランティア・当館職員 

（敬称略） 

内      容 担当者 

「とんとんとんとんひげじいさん」  

『もこもこもこ』 谷川俊太郎 作 元永定正 絵 

「こぶたぬきつねこ」 

『いたいのいたいのとんでいけ！』 山岡ひかる 作   

「いっぽんばしこちょこちょ」 

『おおきなかぶ』 

『くっついた』 三浦太郎 作・絵  

手遊び 

絵本 

手遊び 

絵本 

手遊び 

エプロンシアター 

絵本 

仲西 

城間 

 

徳元 

 

参加人数：子ども13名、大人12名 計25名 
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●おはなしのたから箱【平成27年度】 
浦添・沖縄の民話を中心としたおはなし会、郷土の文化にふれるきっかけとする。 

奇数月第４日曜日 午後３時３０分～４時 かたりの部屋にて  

読み手：読み聞かせボランティア（11/22（日）は図書館職員で対応） 
 

 

実施日 内          容 参加者数 

5/24 

(日) 

テーマ◇ 「浦添・沖縄の民話 虫のおはなし」 

「いっちく たっちく」（『おきなわのこどもあそびうた』 高江洲義寛 作） 

『蚊のはなし』沖縄県立那覇工業高等学校グラフィックアーツ科 作 

「火正月」（『新・おきなわ昔ばなし1』ふるづかだるま 監修） 

「親不幸なかえる」 

 

手遊び 

絵本 

絵本 

素話 

13 名 

7/26 

(日) 

テーマ◇ 「浦添・沖縄の民話 こわいおはなし」 

「1 と 1 でいちゃりばちょーでー」 

『バキムン退治』 具志川市学校図書館司書研究会 文 

「闇夜の口笛」（『新・おきなわ昔ばなし9』ふるづかだるま 監修） 

「いっちく たっちく」、「うぷぴとぅ たーぴとぅ」 

「耳ちり坊主（ぼうじ）」 

「マブイグミ」 

 

手遊び 

紙芝居 

絵本 

手遊び 

素話・歌 

伝承 

35 名 

9/27 

(日) 

テーマ◇ 「浦添・沖縄の民話 おまつりのおはなし」 

「あたまかたひざポン（ウチナーグチVer.）」 

『カチャーシーをおどろうよ』 真栄城栄子 脚本  まついのりこ 画 

「獅子のことづけ」（『新・おきなわ昔ばなし6』ふるづかだるま 監修） 

 

手遊び 

紙芝居 

絵本 

15 名 

11/22 

(日) 

テーマ◇ 「浦添・沖縄の民話 王さまのおはなし」 

「むすんでひらいて（ウチナーグチVer.）」（『しまくとぅばであそぼう』  

 金城春子 文  磯崎主佳 絵） 

「塩が一番うまい」（『語り継ごう沖縄の民話』遠藤庄治・永山絹江 文 

 安室二三雄 絵） 

『おおづなひきでちむどんどん』 松田幸子 作  うえずめぐみ 絵 

「天女のむすこ 察度王」 

 

手遊び 

 

絵本 

 

絵本 

素話 

17 名 

1/24 

(日) 

テーマ◇ 「浦添・沖縄の民話 ムーチー・旧正月のおはなし」 

「いちにのさん（ウチナーグチVer.）」（『しまくとぅばであそぼう』  

 金城春子 文  磯崎主佳 絵） 

『おにムーチー』 鎌田佐多子 文  大湾宗弘 絵 

「城間ナーカと盗人」（『城間の昔ばなし』 城間字誌編集委員会 編） 

 

手遊び 

 

絵本 

素話 

13 名 

3/27 

(日) 

テーマ◇ 「浦添・沖縄の民話 浜下りのおはなし」 

「五本の指のはくしゅ（ウチナーグチVer.）」（『しまくとぅばであそぼう』  

 金城春子 文  磯崎主佳 絵） 

 

手遊び 

 

 

14 名 
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「浜下りのはじまり」（『新・おきなわ昔ばなし②』 ふるづかだるま 監修） 

『エトセトラさんご』 水木桂子 文  和田誠 絵 

『アカナ物語』 

絵本 

絵本 

素話 

                                            合計：107名                                                             

平均： 18名 

 

 

●としょまるおはなし会【平成27年度】 
夏休みのとしょまるにおける特別おはなし会。 読み手：おはなしの木の会・図書館ボランティア 

 

実施日 内    容 
ｽﾃｰｼｮﾝ名 

時 間 
参加者数 

7/22 

(水) 

テーマ◇ 夏を楽しむ 

「くまさんのおでかけ」 （『おはなしのろうそく 1』 東京子ども図書館 編） 

「アナンシと五」 （『子どもに聞かせる世界の民話』 実業之日本社 編）  

「鳥呑爺」 （『日本昔話百選』 三省堂 編）  

「宇宙人」 

『うみやまがっせん』 長谷川摂子 文  大島英太郎 絵   

『ふしぎなナイフ』 中村牧江 作  福田隆義 絵 

 

お話 

お話 

お話 

手遊び 

絵本 

絵本 

西原児童 

センター 

15：30～16：20 

36 名 

7/30 

(木) 

テーマ◇ 夏を楽しむ 

『すいかのたね』 さとうわきこ 作・絵  

『うまれたよ！バッタ』 新開孝 写真  小杉みのり 文 

『おばけのこもりうた』 せなけいこ 作・絵 

『バキムン退治』 具志川市学校図書館司書研究会 文 

 

絵本 

J486 

絵本 

紙芝居 

経塚 

ゆいまーる

センター 

15：40～16：30 

10 名 

7/31 

(金) 

テーマ◇ 夏を楽しむ 

「ぐーぱー」  

『すいかです』 川端誠 作 

『ひまわり』 和歌山静子 作 

『うみべのハリ―』 ジーン・ジオン 作  マーガレット・ブロイ・グレアム 絵 

 

手遊び 

絵本 

絵本 

絵本 

内間小学校 

13：30～14：20 
39 名 

8/7 

(金) 

テーマ◇ おばけのおはなし 

「あいさつ」 へびいちのすけ 詩 （『のはらうた』 くどうなおこ 編）  

「瓜こひめこ」（『おはなしのろうそく 12』 東京子ども図書館 編） 

「ちっちゃいちっちゃい」（『イギリスとアイルランドの昔話』 石井桃子 編） 

『めっきらもっきらどおんどん』 長谷川摂子 文  隆矢なな 絵 

 

詩 

お話 

お話 

絵本 

神森小学校 

15：30～16：20 
38名 

合計：123名 

平均： 31名 
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●英語のおはなし会【平成 27 年度】 

図書館児童室・アメリカ情報コーナーの絵本を利用し、浦添市の国際交流職員等による英語の

絵本の読み聞かせを実施している。 

毎月第１火曜日 午後４時～午後４時 30 分 かたりの部屋にて  

読み手：クック・マリコ/ジェレミー・エックスタイン（浦添市国際交流員）  安全管理：図書館職員 

 

実施日 内       容 参加者数 

4/7 

（火） 

『Balloon Cat（ふうせんねこ）』 せなけいこ/ 作・絵  

『The Blue Seed（そらいろのたね）』 なかがわりえこ/作 おおむらゆりこ/絵  

『The Three Little Pigs』Paul Galdone/作・絵 

和書と洋書 

〃 

〃 

8 名 

6/2 

（火） 

『Five Little Monkeys Jumping on the Bed』Eileen Christe Low（作・絵） 

『Dear Zoo』 Rod Cambell 作・ 絵 

洋書 

〃 
6 名 

8/4 

（火） 

『The Dream Dream』Roderik Hunt (作・絵) 

『Curious George』 H. A. Ray（作） 

洋書 

〃 
22 名 

9/1 

（火） 

『Baby Bear, Baby Bear, what do you see?』 

Ｂｉｌｌ  Ｍａｒｔｉｎ  Ｊｒ著  Ｅｒｉｃ  Ｃａｒｌｅ絵 

『Frog and toad together』 Arnold Lobel∥著より 

 “A  List “(『ふたりはいっしょ』より「よていひょう」)  

和書と洋書 

〃 
4 名 

10/6 

（火） 

『Frog and toad together』 Arnold Lobel∥著より 

“The Garden “(『ふたりはいっしょ』より「はやくめをだせ」)  

『A New Dog』  Roderick Hunt 文 Alex Brychta 絵 

『Caps for Sale : A tale of a peddler,some monkeys and their monkey 

business』  Esphyr Slobodking 作 

和書と洋書 

〃 

〃 

5 名 

1/5 

（火） 

『Dear Zoo』 

『Up ,Down and Around』 

『I Went Walking』 

洋書 

〃 

〃 

11 名 

2/2 

（火） 

『Frog and toad together』 Arnold Lobel∥著より 

“Cookies “(『ふたりはいっしょ』より「クッキー」)  

『Bread and jam for Frances』Russell Hoban 作 

（フランシスのパンとジャム） 

和書と洋書 

〃 
15 名 

3/1 

（火） 

『Frog and toad together』 Arnold Lobel∥著より 

“DRAGONS AND GIANTS “”THE DREAM” 

(『ふたりはいっしょ』より「こわくないやい」「がまくんのゆめ」)  

『King Jack and the Doragon』Peter Bently∥著 

（おうさまジャックとドラゴン） 

和書と洋書 

〃 
11 名 

 

合計：82 名 

平均：10 名 
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●アメリカ情報コーナーの概要 

・沖縄と米国との友好親善の促進を目指し、平成 16 年 9 月 14 日浦添市立図書館 2 階に設置。 

（平成 27 年 7 月 16 日、1階多文化コーナー内に移設） 

・資料や備品は在沖米国総領事館からの寄贈による。 

・米国に関する資料を中心に、CD・DVD・iPad・Kindle を所蔵。 

・毎月、英語のおはなし会・留学説明会・展示企画・文化イベント・講演会等を開催。 

 

平成 27 年度資料構成         平成 27 年度受入冊数 

蔵   書 点数 

全資料冊数 4,322 

雑誌タイトル 56 

ＡＶ（ＣＤ・ＤＶＤ） 147 

 

■平成 27 年度アメリカ情報コーナー行事 

 開 催 期 日  内     容  講  師  等  参加人数 

1 
4 月 1 日（水) 

 ～19 日（日） 
企画展『”READ”ポスター展』  5,890 名 

2 4 月 4 日（土） ミニ英会話教室 Fun! Fun! English 
エイドリアン・ 

ハットン氏  
9 名 

3 4 月 15 日（土） アメリカ留 学 説 明 会  
在 沖 縄 米 国  

総 領 事 館 職 員  
3 名 

4 4 月 18 日（土） 
なつかしの映 画 会 『King Kong』 

（邦 題 ：キング・コング） 
なし 10 名 

5 〃 
アメリカ映 画 上 映 会 『Erin Brockovich』 

（邦 題 ：エリン・ブロコビッチ） 
なし 13 名 

6 
4 月 22 日(火) 

～5 月 10 日(日) 
企 画 展 『Earth Day ポスター展 』  106 名 

7 5 月 2 日（土） ミニ英会話教室 Fun! Fun! English 
エイドリアン・ 

ハットン氏  
21 名 

8 5 月 16 日（土） 

なつかしの映 画 会  

『All the President's Men』 

（邦 題 ：大 統 領 の陰 謀 ） 

なし 10 名 

9 〃 
アメリカ映 画 上 映 会 『Absence of  Mal ice』 

（邦 題 ：スクープ 悪 意 の不 在 ） 
なし 13 名 

10 6 月 17 日（水） アメリカ留 学 説 明 会  
在 沖 縄 米 国  

総 領 事 館 職 員  
3 名 

11 6 月 20 日（土） 
なつかしの映 画 会 『Duck Soup』 

（邦 題 ：我 輩 はカモである） 
なし 9 名 

12 〃 

アメリカ映 画 上 映 会 『The Big Year』 

（邦 題 ：ビッグ・ボーイズ 

しあわせの鳥 を探 して） 

なし 10 名 

図書 807 

雑誌 287 
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13 7 月 18 日（土） 
なつかしの映 画 会 『The Maltes Falcon』 

（邦 題 ：マルタの鷹 ） 
なし 9 名 

14 〃 
アメリカ映 画 上 映 会 『Captain America』 

（邦 題 ：キャプテン・アメリカ） 
なし 5 名 

15 8 月 1 日（土） ミニ英 会 話 教 室  Fun! Fun! Engl ish 
エイドリアン・ 

ハットン氏  
12 名 

16 8 月 12 日（水） 文 化 コーナーデコレーション  15 名 

17 8 月 13 日（木） アメリカ情 報 コーナー覚 書 調 印 式   6 名 

18 8 月 15 日（土） 
なつかしの映 画 会 『Shane』 

（邦 題 ：シェーン） 
なし 9 名 

19 〃 
アメリカ映 画 上 映 会 『Monsters University』 

（邦 題 ：モンスターズ・ユニバーシティ） 
なし 16 名 

20 8 月 16 日（日） 
空とぶじゅうたんおはなし会 

米の司書によるスペシャルおはなし会 

フォスターライブラリー 

より司書 
35 名 

21 8 月 30 日（日） アメリカ留 学 説 明 会  
在 沖 縄 米 国  

総 領 事 館 職 員  
1 名 

22 9 月 5 日（土） ミニ英 会 話 教 室  Fun! Fun! Engl ish 
エイドリアン・ 

ハットン氏  
23 名 

23 9 月 19 日（土） 
なつかしの映 画 会 『Romeo & Jul iet』 

（邦 題 ：ロミオとジュリエット） 
なし 10 名 

24 〃 

アメリカ映 画 上 映 会 『Spangl ish』 

（邦 題 ：スパングリッシュ 

太 陽 の国 からきたママのこと） 

なし 12 名 

25 10 月 3 日（土） ミニ英 会 話 教 室  Fun! Fun! Engl ish 
エイドリアン・ 

ハットン氏  
22 名 

26 10 月 17 日（土） 
なつかしの映 画 会 『Citizen Kane』 

（邦 題 ：市 民 ケーン） 
なし 4 名 

27 〃 
アメリカ映 画 上 映 会 『A Mighty Heart』 

（邦 題 ：マイティー・ハート） 
なし 5 名 

28 11 月 14 日（土） ミニ英 会 話 教 室  Fun! Fun! Engl ish 
エイドリアン・ 

ハットン氏  
16 名 

29 11 月 21 日（土） 
なつかしの映 画 会 『The Mask of Zorro』 

（邦 題 ：怪 傑 ゾロ） 
なし 6 名 

30 〃 
アメリカ映 画 上 映 会 『Pocahontas』 

（邦 題 ：ポカホンタス） 
なし 8 名 

31 12 月 19 日（土） 
なつかしの映 画 会 『It's a Wonderfu l Li fe』 

（邦 題 ：素 晴 らしき哉 、人 生 ！） 
なし 5 名 

32 〃 
アメリカ映 画 上 映 会 『The Family Man』 

（邦 題 ：天 使 のくれた時 間 ） 
なし 5 名 

33 12 月 20 日（日） ミニ英 会 話 教 室  Fun! Fun! Engl ish 
エイドリアン・ 

ハットン氏  
33 名 

34 1 月 16 日（土） 

なつかしの映 画 会  

『Around the World in 80Days』 

（邦 題 ：八 十 日 間 世 界 一 周 ） 

なし 6 名 
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35 1 月 16 日（土） 

アメリカ映 画 上 映 会  

『The Shawshank Redemption』 

（邦 題 ：ショーシャンクの空 に） 

なし 9 名 

36 2 月 17 日（水） アメリカ留 学 説 明 会  
在 沖 縄 米 国  

総 領 事 館 職 員  
6 名 

37 
1 月 30 日(土) 

～2 月 25 日(木) 
企 画 展 『Bｌack History Month』  182 名 

38 2 月 20 日(土) 
なつかしの映 画 会 『Stagecoach』 

（邦 題 ：駅 馬 車 ） 
なし 5 名 

39 〃 
アメリカ映 画 上 映 会 『Salma』 

（邦 題 ：グローリー 明 日 への行 進 ） 
なし 13 名 

40 2 月 27 日(土) ミニ英 会 話 教 室  Fun! Fun! Engl ish 
エイドリアン・ 

ハットン氏  
15 名 

41 
2 月 27 日(土) 

～3 月 30 日(水) 
企 画 展 『Women's History Month』  192 名 

42 3 月 12 日(土) ミニ英 会 話 教 室  Fun! Fun! Engl ish 
エイドリアン・ 

ハットン氏  
13 名 

43 3 月 19 日(土) 
なつかしの映 画 会 『Roman Hol iday』 

（邦 題 ：ローマの休 日 ） 
なし 7 名 

44 〃 
アメリカ映 画 上 映 会 『Steel Magnol ias』 

（邦 題 ：マグノリアの花 たち） 
なし 10 名 
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●資料部門 
☐収集方針・選択方針・収集の流れ・選択基準 

○図書館運営の原則 

浦添市立図書館は、市民の幼児期から高齢期にいたるライフサイクル全体にわたる創造性豊

かな自己教育の場であり、住民自治と地域文化の発展に寄与する自治体図書館として本来的な

使命に立脚し、情報化社会にダイナミックに対応する「教育・文化・情報のための民主的機関」

である。そして、図書館サービスは「いつでも、どこでも、だれでも、なんでも」の民主的サ

ービスの原則によって運営される。 

 

[資料収集規定] 

（１）資料収集方針 

 図書館運営の原則の考え方を受け、資料収集は、次の基本方針に沿って収集する。 

基本方針 

①市民の要求に基づいて、広く偏らずに資料を収集し、いろいろな立場の思想を抱合することが

大前提である。公共図書館の任務は、「基本的人権の一つとして知る自由を持つ市民に資料を

提供する」ことが第一義である。したがって、広範は市民の要求、特に潜在化している市民の

要求や将来想定される市民の要求にも十分配慮することが求められる。さらに学校図書館をは

じめとする各種団体等にも応じられるよう必要な資料を広範囲に収集するよう努める。なお、

公共図書館として、この収集方針の範囲を超えていると思われるような資料の請求をうけた場

合は、図書館の相互協力システムで他館から借用して提供するよう努める。 

②図書、逐次刊行物、小冊子、パンフレット類、ビデオや CD などの視聴覚資料等、多様な形態

の資料を収集する。 

③正確で信頼のおける情報を収集する。 

④社会情勢に即した最新の資料を収集する。 

⑤市民のリクエストに応じて、資料を収集する。 

⑥利用に応じて、複本を備える。 

⑦浦添市美術館、浦添市立教育研究所、文化課等の類似機関との相互の連携、協力体制に基づく

役割分担や他の図書館（室）との相互協力を踏まえ資料を収集する。 

⑧資料の収集方法については、購入・寄贈などの手段を活用する。 

 

（２）資料の選択方針と留意点 

  資料選択の基本的方法は、著作者、内容、出版社などの観点から具体的な以下の評価基準を設

け、図書館資料の選択に際して採否を判断するものである。 

①資料選択方針 

著作事項 

ア．著作者・出版社に信頼のおけるものを選択する。 

イ．著者が専門、または得意とすることがらについて書いたものを選択する。 

ウ．発行所は、良心的な出版をしているところを選択する。 

エ．発行所は商業主義が露骨でないところを選択する。 

オ．発行年・版次は新しいものを選択する。 

 

②内容 

ア．俗悪なものに流れず健全なものを選択する。 

イ．その分野の対象に適して、読みやすく健全なものを選択する。 

ウ．知識を得るための図書。 

    ・新しい知識や研究が述べられたり、新しい方法が紹介されていたりするものを選択する。 

・主題について巧みにまとめられているものを選択する。 

    ・一貫した論理で体系づけられ、論旨が明確であるものを選択する。 

・事実の叙述は、科学的に正確で実際的であるものを選択する。 

・各分野の基本となるものを選択する。 

    ・編集や執筆の態度が良心的であるものを選択する。 

・市民の要求にあっているものを選択する。 
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・取り扱っている範囲は、その主題について市民が学習や研究をするのに適切であるものを

選択する。 

・異見・異説などのある場合は、必要に応じてこれを紹介し、かつ原拠が明示してあるもの

を選択する。 

・引用文・さし絵・写真・図表などは、明確・適切で必要に応じ原拠が示してあるものを選

択する。 

・統計は正確で、調査年度及び原拠が明示してあるものを選択する。 

・資料の収集が充分になされているか。それらはその主題を解明するのに適切なものである

ものを選択する。 

・主題の取り扱い方は、新しく適切なものを選択する。 

・主題の取り扱い方法が、研究・実験・観察などの目的を達成するのにふさわしいものを選

択する。 

エ．教養・レクリエーションのための図書。 

    ・親しみ易く、楽しく読めるものを選択する。 

    ・市民の豊かな情操・判断力・鑑賞力・探究心・向上心を伸ばす内容であるものを選択する。 

    ・事実を物語っているものを選択する。 

    ・正しい道徳、正しい社会的正義感に立脚して書かれているものを選択する。 

    ・内容の取り扱いに片寄りがないか。また、前向きであるものを選択する。 

    ・市民の興味にあっているものを選択する。 

③表現 

  ア．表現のしかたが著者の意図している読者層に即しているものを選択する。 

  イ．正しい語句が使用され明瞭でわかり易いものを選択する。 

  ウ．文章は内容を表現するのにふさわしく、しかも具体的であるものを選択する。 

  エ．翻訳においては、原意をよく伝える文章になっている。また、原文に忠実であるとともに

原作の意図するところを正しく伝えているものを選択する。 

  オ．絵画・写真・グラフ・図表などが、本文の理解を助けるよう工夫されている。また、その

置かれている位置が適切なものを選択する。 

④構成 

  ア．図書の構成は適切であるものを選択する。 

  イ．書名は内容をよく表しているものを選択する。 

  ウ．索引がついている。また、索引は必要な種類のものが完備しており、選択されている項目

は必要にして充分であり、引き易いものを選択する。 

  エ．参考図書が掲げられているものを選択する。 

⑤形態 

  ア．製本・外観・大きさが適切で、かつ書誌的な体裁が整っているものを選択する。 

  イ．装丁や表紙のデザインは、内容にふさわしいものを選択する。 

  ウ．製本は堅牢で図書館での長期の使用に耐えられるものを選択する。 

  エ．ページ数は内容にふさわしいものを選択する。 

  オ．版のくみ方は、行間・字詰ともに余裕があり、読み易いものを選択する。 

  カ．乱丁・落丁などの事故がないものを選択する。 

  キ．誤植がないものを選択する。 

  ケ．印刷は鮮明で見やすいものを選択する。 

  コ．さし絵・写真・地図などは色彩が鮮明で調和がとれ、大きさも適切であるものを選択する。 

  サ．用紙は良質で丈夫であるものを選択する。 

  ⑥価格 

ア．資料に対して適正なものを選択する。 

イ．価格だけで安易な選択をしない。 

  ⑦寄贈資料 

ア．他の図書館資料と同様に扱い、選択する。 

イ．浦添市に関するすべての資料を選択する。 

ウ．郷土に関する資料は積極的に選択する。 
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（３）資料選択にあたっての留意点 

①多様な対立する意見のある問題については、それぞれの観点に立つ資料を幅広く収集する。 

  ②著作者の思想的、宗教的立場にとらわれて、その著作を排除しない。 

  ③図書館員の個人的な関心や好みによって選択しない。 

  ④個人、組織、団体からの圧力や干渉によって、収集すべき資料を放棄したり、紛糾を恐れて 

自己規制をしない。 

※ 以上のような方針で収集された資料がどのような思想や主張をもっていようとも、それは図

書館及び図書館員が支持することを意味しない。資料の持つ思想や主張は、読者であるひと

りひとりの市民の自由な思想と判断にゆだねられるものである。そのためにも、図書館では

あらゆる思想、主張が共存するように、資料収集が行われねばならない。 

※ 「○○は収集するな」という形での提案ではなく、「○○を収集せよ」「○○を収集するなら

ば○○をも収集せよ」、「○○を収集する際には○○に留意せよ」という形での提案が望まし

い。そのことによって、図書館の蔵書がより豊かな広がりをもつことが可能となるのである。 

※ 収集方針は常に市民の議論の対象となるよう市民に公開され、より豊かで実質的な内容ある

ものとしていく必要がある。 

※ 以上のような資料選択の留意点も踏まえ、資料の収集・選択方針等は、時代に相応するよう

形成されていくものである。 

 

（４）資料収集の流れ（参考文献 『新・図書館ハンドブック』『図書館用語辞典』） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）選書の組織（体制） 

 選書は、奉仕係職員を中心に、基本的に図書館職員の合議による選書（「選書会議」）を行う。  

また、必要に応じ他の職員等を含めた会議（「拡大選書会議」）をもつことができる。「選書会

議」「拡大選書会議」は会議の開催による意見交換等を原則とするが、次の場合、文書等で代

替することができる。 

①提案文書に選書提案者名の明示がある。 

②提案文書に選書対象資料の書誌的事項の明示がある。 

③提案文書に選書理由の明示がある。 

④上記①～③に対し、「選書会議」「拡大選書会議」参加対象職員全員の合意が得られている。 

いずれの場合においても、選書の結果については『浦添市教育委員会事務決裁規程』（昭和

56 年 6 月 1日教育委員会訓令甲第 2 号）第 3条の手順を経、第 6条別表第 2に基づき決裁（課

長決裁事項）を受ける。なお、選書に携わるものは、次の事項に留意し、常に公平で適切な選

書を行い、バランスのとれた蔵書構成と共に、資料（情報）提供の迅速化をめざす。 

□図書、出版、書籍販売等の歴史的な発展と現状についての歴史 

□利用者や地域社会についての知識 

図 書 館 運 営 方 針 ・ 原 則  

図 書 館 資 料 の 選 択 方 針  

図 書 館 資 料 の 収 集 方 針  

（ 資 料 の 種 類 別 ） 
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□館の蔵書についての知識 

□収集のための道具（参考資料）についての知識とそれを使いこなす技術 

□選書ツール収集の技術 

・各種刊行物目録、論文の引用文献、出版案内、各図書館の資料目録、古書店の目録等  

・新聞、ＴＶ、ラジオ、インターネット、雑誌、パンフレット等各種メディアによる書評等 

□思想・信条などにおける公平性 

□各主題についての知識 

 

（６）資料の種類別選択基準（選書基準） 

○図書 

  ①継続図書購入をきめ、優先し収集する。 

  ②読書案内の各テーマ・著者の本を計画的に収集する。 

  ③世の中の動きに即した、時宜の得た本も適宜収集する。 

  ④国内出版の和書を中心に、洋書も適宜検討し収集する。 

  ⑤レファレンス資料は、基本的な参考図書に加え、最新のものを適宜収集する。 

  ⑥多年度にわたり活用が見込まれる資料を優先し収集する。 

  ⑦既蔵全集・シリーズ・セットもの等の欠本は、極力補充する。 

  ⑧浦添市が活発に取り組む分野に関する図書も収集するよう努める。 

  ⑨ドリル等の学校教材、書込式問題集、試験用参考書は収集しない。 

一般書（対象：概ね２０歳以上、または社会人） 

 ①市民の教養、調査研究、レクリエーション等に役立つ資料を各分野にわたり、体系的に収集す

る。 

  ②洋書は市民の要望に即し、適宜収集する。 

  ③各分野にわたり、人間の尊厳を損なうおそれのある資料を除き、基礎的なものを収集する。 

  ④「名著・古典」から「最新の資料」までをバランスよく収集する。 

  ⑤図書館法でいうところの教養（評論・概説書・入門書等）、調査研究（参考図書・学術書等）、 

レクリエーション（趣味・娯楽・文芸書等）の各ジャンルをバランスよく収集する。 

  ⑥大活字本を積極的に収集する。 

  ⑦利用対象の年代に会ったものを、バランスよく収集する。 

０類 総記 

  ①百科辞典、年鑑、新聞等は、レファレンスに利用される頻度が高いため、豊富な資料を収集

する。 

  ②図書館に関する資料、書誌・目録類、類縁機関に関する資料は積極的に収集する。 

  ③叢書・全集は、必要なものは積極的に収集する。 

  ④技術革新が著しく、社会的影響も大きい情報科学は、最新の情報を積極的に収集する。 

１類 哲学 

①哲学、心理学、倫理学、宗教については、各分野の基本書を体系的に収集する。 

②初学者のための入門書・概説書に留意する。 

③研究書・解説書だけでなく、必要があれば各分野の代表的原点も収集する。 

④学界、マスコミ等で話題になっているテーマや著者、著作に留意する。 

⑤心の充足を読書に求める市民のために、人生論、一般向けに書かれたわかりやすい宗教書など

に留意する。 

⑥宗教、占い、姓名判断、オカルトなどのジャンルには留意する。（全ての宗教、占い等を収集

することは実際難しく、また資料による読み手への影響がときにはとりざたされるジャンルで

もあるので、注意深い選書が望ましい。） 

２類 歴史 

①歴史は、各分野の基本書を体系的に収集する。 

②歴史はよく利用されるので、一般向けに書かれた歴史読物から入門書、啓蒙書、研究書、史料

まで、多様なレベルのものを収集する。 

③歴史は、歴史観による立論の対立があるので、それぞれの観点に立つ、多様な史料を収集する。 

④歴史書は、信頼性と正確さを確かめ、特定の史観に偏らないように注意し収集する。 

⑤通史は正しく史実をふまえているものを収集する。 
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 ⑥時代史は極めて学術的な著作が多いので、一般読者にも理解できるような平易なものも収集す

る。但し、沖縄学研究室との兼ねあいにもよりジャンルによっては専門書も考えられる。 

⑦伝記は、自伝は詳細な生の資料を使用しているというすぐれた点があるが、自己評価、記述の

客観性については、問題がありうる（近親者による伝記もこれに近い）。第三者が著者の場合

は、客観的記述の可能性は高いが被伝者に対する著者の評価を伴うので、注意深い選書が望ま

しい。 

⑧人々の地理的情報への要求は高まっているため、それに応え、旅行・紀行・案内記などに関す

る図書を、地理学とその周辺の図書・地図とともに収集する。 

 ３類 社会科学 

  ①社会科学は各分野の基本書を体系的に収集する。 

  ②社会科学はさまざまな学説や主張が抗争している分野なので、多様な観点に立つ多様な資料 

を幅広く収集する。 

  ③社会科学はその時々の時代性と深く結びついている分野なので、今日的主題を重視して収集 

する。 

  ④入門書、概説書は常に新鮮な資料をそろえ、利用の多い分野については、多様な類書を用意 

する。 

  ⑤社会科学は、市民が高度の調査研究に進み得る分野なので、専門の研究者にもある程度のサ

ービスが提供できるよう、必要な専門書は積極的に収集する。 

  ⑥日常生活及び実務上必要な実用書、実務書は、豊富に収集する。 

  ⑦年間出版点数的には９類文学の次に多く、利用者層や読書傾向を把握し絞り込んで選書する 

必要がある。 

４類 自然科学 

①自然科学はその進展が著しい分野なので、最新の情報を常に提供できるよう留意する。 

②自然科学の分野は、非常に細分化・専門化されているので、個別分野の高度な専門書は収集し

ない。グレードは、大学の一般教養課程程度のものを中心とする。 

③市民が自然科学全般及び主要な個別分野の状況を概観できるような入門書、概説書を中心に収

集する。 

④自然科学の最新分野について、わかりやすく書かれた本は、積極的に収集する。 

⑤科学読み物、ドキュメンタリー、ルポタージュ、随筆、写真集、科学を応用したゲーム、遊び

などの一般向けの資料は、積極的に多種多様なものを収集する。 

⑥科学関係のスタンダードな図書は、書き手によってテーマへのアプローチの仕方に違いがあり、

いく通りかの資料をそろえる必要がある。 

⑦この類は児童の利用も多い。場合によっては、児童書としても受入れることができる。 

５類 工学・技術 

  ①科学技術はその進展が著しいので、最新の情報を常に提供できるよう留意する。 

  ②技術者と工学系学生が使用する高度で専門的な工学書は、利用の見込める資料のみ収集する。  

③科学技術の最近の動向について、わかりやすく書かれた資料は、積極的に収集する。 

  ④趣味や実用に役立つ資料は利用も多いが、蔵書全体のバランスを考え超過しないよう留意し

収集する。 

  ⑤実用書は図版のよい資料を多様に収集する。 

  ⑥定評のある出版社の版を重ねた資料は、一定の水準をもっている。 

  ⑦５類は蔵書が古くなりやすいので、最新情報を必要とするものには、特に蔵書更新を心がけ、

全体の資料の新鮮度を保つようにする。 

 ６類 産業 

  ①社会科学との関連で、商業、運輸交通、通信事業を特に重視する。 

  ②趣味に役立つ資料を積極的に収集する。 

  ③ビジネスマンや商店主に役立つ資料を積極的に収集する。 

  ④産業社会の新しい動向について分かりやすく書かれた資料は積極的に収集する。 

  ⑤他の分野と比較しても出版点数が少ないジャンルであるが、多くの利用が期待される分野は 

充実させ、基本的なものと一部専門的なものが適当な構成になるよう配慮する。 

 ７類 芸術 

  ①市民の教養、趣味、娯楽に役立つ資料を鑑賞・研究と製作・実技等との両面にわたり、幅広
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く収集する。 

  ②美術全集・画集・写真集・工芸名品集等は、基本的なものを中心に収集する。専門書につい

ては美術館でも収集すると考えられるので、美術館とのバランスに留意する。ただし、何年か

経て色があせたもの等は更新するようにする。 

  ③趣味として手がける人の多い分野については、入門書を中心に豊富に収集する。 

  ④市民の動向・流行に留意し、新しい分野についての情報も迅速に提供できるように努める。

また、利用の集中する部分には、十分な量の資料を用意する。 

  ⑤著名な画家、彫刻家、写真家、工芸家、音楽家の作品集・伝記は、利用が多いので、なるべ

く収集する。 

  ⑥大型本は、利用に耐えられるよう製本がしっかりしているかどうかもみる。 

８類 言語 

  ①市民の教養、学習、実用に役立つ資料を収集する。 

  ②辞典類、実用書類、外国語習得のための入門書類を中心に収集する。 

  ③辞典類はこの分野の核となる資料なので、重点をおいて収集する。 

  ④辞典類の改訂については注意を払い、改訂された場合、速やかに更新することが必要である。 

  ⑤大活字の事典は積極的に収集する。 

⑥様々な言語に対して利用者の要求が高まっているため、適宜必要な資料を積極的に収集する。 

 ９類 文学 

①市民の関心がもっとも高く、また、最も出版点数、利用共に多い分野なので、各分野について

豊富な資料を収集する。 

②文学全般について、多様な資料要求に応えられる蔵書構成を心がける。 

③日本文学を代表する古典の現代語訳は、様々な訳者が訳本を出版しており、それ自体が文学作

品であるため、代表的な訳と思われるものは何点かそろえたい。 

④全集、作品集に入っている作品でも、利用が多く見込まれるもの、また、単行本・文庫本の形

態のほうが利用しやすい作品については単行本・文庫本を複本として収集する。 

⑤受賞作品や話題になっている作品は、もれなく収集する。 

⑥利用頻度が高く消耗の激しい文芸書については、必要に応じ買い換える。 

 児童書（対象：未出産児・０歳～小学生） 

①図書館を利用する子どもは、ことに幼い子ほど館の蔵書に依存した読書生活を営むことが多く、

この時代にふれる書物の影響は大人になってからの読書にはない深い永続的なものがあるこ

とから一般図書同様、慎重に収集する。 

②次代を担う子どもたちのために、優れた児童図書の選択を広く行う。 

  ③各ジャンルについて、速報性や時宜を得たものも必要であるが、児童書という性格上、児童 

の心理や成長発達を考え、より適切なものを選び収集する。 

  ④各分野の評価の定まった基本図書や古典的な名著から新刊まで、幅広く優れた図書を収集す

る。また、日常的に維持・更新し、欠本が生じないように努める。 

  ⑤子どもの興味や知的好奇心を満たすような図書を収集する。 

  ⑥児童文化研究のための専門書やそのほかの関連資料もあわせて収集する。 

⑦復刻（復刊）本は、積極的に収集する。 

  ⑧利用頻度が高く消耗の激しいものについては、必要に応じ買い換える。 

⑨調べ学習に対応できる国際理解、情報、環境、福祉、健康等のジャンルに関して、適切なもの

を選び収集する。 

  ⑩性的、洗脳的、暴力・破壊的なもの等、子どもへの影響力が強いものについては慎重に考慮 

する。 

絵本 

①子供の知的・情緒的経験を広げ、想像力を豊かに養うものを中心に、幅広く収集する。 

②「よい絵本」など各ブックリストなどにあげられる絵本はできるだけもれなく収集し、必要に

応じて複本をそろえる。 

③評価の定まった絵本作家の作品は、できるだけもれなく収集・保存する。 

④評価の高い作品、評価の定まった絵本作家の作品を中心にできるだけ原書の絵本も収集する。 

⑤絵が見るものに訴えかけるものを持っているものを選び収集する。 

⑥絵がストーリーを語るものを選び収集する。 
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⑦絵と文がきちんと一体化されているものを選び収集する。 

⑧構図がしっかりしていて、色もきちんとしているものを選び収集する。 

⑨子どもにふさわしい、暖かみのある絵が描かれているものを選び収集する。 

⑩ストーリーは子供にふさわしいものを選び収集する。 

⑪長年にわたって読みつがれてきたものを選び収集する。 

⑫古典・名作・昔話等を無理に対象年齢を下げて絵本化していないものを選び収集する。  

紙芝居 

①紙芝居の「ぬく」という性質を十分に生かしたものを選び収集する。 

②画面の絵と語られる文が調和しているものを選び収集する。 

③子どもの生活に密接した題材を扱ったものを選び収集する。 

④子どもの生活を高められるものを選び収集する。 

⑤子どもの想像の世界を広げられるものを選び収集する。 

ノンフィクション全般 

  ①子どもの興味を引きつける書き方の本、また、さらに興味を広げる本を選び収集する。 

  ②子どもの発達段階に応じて、理解しやすい内容、表現方法の工夫のあるものを選び収集する。 

  ③最新の資料で書かれている本（少なくとも３年以内）を選び収集する。 

  ④適切な挿絵、写真が使われていて、内容の理解を助けるものを選び収集する。 

  ⑤専門用語や難解な語句には、フリガナがふってあり、分かりやすい説明があるものを選び収 

集する。 

  ⑥参考文献等が示されているものを選び収集する。 

  ⑦学習参考書は選択しない。 

J０類 総記 

①子どもたちの調べ学習等にこたえられるよう、百科事典を中心に、調査研究のための資料を収

集する。 

J１類 哲学 

①出版点数が少ないが、分かりやすい哲学、倫理、思想、宗教の資料を収集する。 

②子どもたちの悩みにこたえられる人生論や心理の資料を収集する。 

J２類 歴史 

①利用も多く、出版点数も多いので、体系的に収集する。 

②教科学習にも役立つ資料を収集する。 

③利用の多い資料については、必要に応じて複本を収集する。 

④図版、写真、イラスト、マンガなどを使った資料に留意する。 

 J３類 社会学 

①子どもの社会に対する見方を広げ深める資料を体系的に収集する。 

②社会の動向について記述されている資料に留意する。 

③多様な対立する意見のある問題については、それぞれの観点に立つ資料を幅広く収集する。 

④教科学習にも役立つ資料を収集する。 

J４類 自然科学 

①利用が多く、出版点数も多い分野なので、子どもに科学的な物の見方、考え方を育てる資料を

基本に体系的に収集する。 

②科学・技術の進歩にあわせ、内容の新しさに十分留意する。 

③子どもの旺盛な知識欲にこたえられるよう幅広い多様なテーマの資料を収集する。 

④自然に対する興味や関心を深め、子どもと自然とのふれあいの手引きとなるような資料を収集

する。 

⑤子どもの発達段階に応じた資料をそろえる。 

⑥テーマが明確なものを選び収集する。 

⑦正確な知識に基づいて書かれているものを選び収集する。 

⑧実験に関するは、子どもが行っても安全性が高いものを選び収集する。 

⑨結果だけでなく、過程や考え方詳しく書かれているものを選び収集する。 

⑩図鑑ものについては、目次・索引が整備されていて、ひきやすいものを選び収集する。 

J５類 工学 

①子どもたちに知的刺激を与え、創造や製作への意欲を高めるような、科学技術とその応用につ
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いて、分かりやすく書かれた資料を収集する。 

②工作や料理・手芸等の分野では、子どもたちが心から楽しみ遊べるような娯楽性、実用性の高

い資料を収集する。 

③科学技術の進展にあわせ、新しい内容の資料に留意する。 

J６類 産業 

①教科学習に役立つ多様な資料を収集する。 

②ペットの飼い方や草花の栽培は、実用性の高い資料を収集する。 

③情報化社会等産業界の新しい動向にふれた資料に留意する。 

J７類 芸術 

①利用が多いので、各分野の基本書を体系的に収集する。 

②子どもたちが心から楽しみ遊べるような、娯楽性、実用性の高い資料を収集する。 

③子どもたちの趣向や流行に留意し、最新情報を提供できるよう資料を収集する。 

④図版、写真、イラスト、マンガを使用した資料に留意する。 

⑤より豊かな生活を営む契機となりえるものを選び収集する。 

⑥実際にできるように、基礎的なことから分かりやすく説明されているものを選び収集する。 

⑦内容が正確なものを選び収集する。（折紙、あやとりで実際にできるもの等） 

⑧身近なものを使ってでき、材料・道具の大切さと、正しい扱い方が書かれているものを選び収

集する。 

J８類 語学 

①出版点数の少ない分野だが、教科学習に役立つ資料を中心に収集する。 

②言葉を正しく理解し、表現することを目的とするものを選び収集する。 

③分かりやすい表現で、興味深く学べるものを選び収集する。 

④外国語は英語を主に収集する。 

 J９類 文学 

①豊かな想像力を養えるもの、子どもの視野を広げて、より高度な読書の世界へと誘えるものを

中心に幅広く収集する。 

②『子どもの本棚』や各ブックリストなどにあげられた資料はなるべく収集し、必要に応じて複

本をそろえる。 

③評価の定まった作家の作品は、できるだけもれなく収集・保存する。 

④子どもに人気のある作品は、必要に応じ複本をそろえる。 

⑤筋運びが独創的で起承転結があり、話の中に引き込まれるものを選び収集する。 

⑥登場人物が生き生きとして明確であり、子どもが共感できるものを選び収集する。 

⑦作者の言いたいことが子どもにわかるように書いてあるものを選び収集する。 

⑧不自然な飛躍や省略がなく、結末がはぐらかされず、子どもが読み終わって満足できるものを

選び収集する。 

⑨状況設定が暗くとも前向きに書かれていて、明日に希望と勇気をもたせてくれるもの、また、

子どもの成長を促すものを選び収集する。 

⑩挿絵が文章と一体となって、イメージを膨らませる手助けになっているものを選び収集する。 

⑪言葉は美しく、簡潔な文章で書かれているものを選び収集する。 

⑫行間、フリガナ、字の大きさ等にも留意し、子どもが読みやすいものを選び収集する。 

RJ 参考図書（調べ学習用） 

①子どもの調査研究に役立つ資料を収集する。 

②基本的に貸出はしない。（貸出に対する要望については、必要に応じ複本を揃え応える。） 

③最新の情報に留意し、資料の更新に努める。 

④調べ物学習で使えるヤングアダルトの参考図書も必要に応じてここに排架し、活用を図る。 

ヤングアダルト（対象：中学生～大学生） 

  ①ヤングアダルト世代で必要な心理・成長・発達を考え、より適切なものを選び収集する。ま

た、児童書と一般書の橋渡しとなる蔵書構成をめざすし収集する。 

  ②調べ学習に対応できる国際理解、情報、環境、福祉、健康等のジャンルに関して、適切なも 

のを選び収集する。 

  ③ヤングアダルト世代が興味をもつジャンルに関しては、適宜収集する。 

  ④不明、汚破損の可能性が高い資料（文庫本、アニメ本、芸能人本等）については考慮し収集 
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する。 

⑤写真、イラスト、マンガを使用した資料、入門書的な資料に留意する。 

⑥各分野の評価の定まった基本図書や古典的な名著から新刊まで、幅広く優れた図書を収集す 

る。また、日常的に維持・更新し、欠本が生じないように努める。 

⑦各種進学案内、就職案内など進路の手助けとなる資料は、最新の情報を必要とするため、年度

毎にバランスよく更新する。  

⑧性的、洗脳的、暴力・破壊的なもの等、読み手への影響力が強いものについては慎重に考慮す

る。 

  ※一般書・児童書双方の選択基準を参照 

郷土資料 

①郷土資料とは「郷土と郷土関係者などに関する文献、視聴覚資料、博物館的資料などの当該 

地域に関する一切の資料」（『最新 図書館用語大辞典』柏書房 より）を指すが、当館で指 

す郷土資料の範囲は、以下のものを言う。 

ア 現在の行政区域である沖縄県の全地域。 

イ 奄美大島諸島と一部鹿児島県を準郷土資料とし郷土と同様に扱う。 

ウ 郷土、その他郷土の事物現象を主題とした資料。 

エ 一部に郷土関係の掲載及び郷土出身者の掲載がある資料。 

オ 郷土において出版された資料。 

カ 郷土出身者、郷土在住者の著作物。（内容が全く郷土と関係なくても。） 

②郷土資料を計画的・網羅的に収集する。特に浦添市に関する資料や浦添市で刊行された資料 

（冊子、パンフレット、リーフレット等）は、もれなく積極的に収集する。（浦添市に関する資

料は、一般的資料と異なり、他図書館に頼ることができないため、その収集は当館が負う重要

な責務であると考える。） 

③市民の調査、研究、教養その他生活情報に資するため、また郷土の歴史を後世につたえるため、

郷土に関する多様な資料を積極的に収集する。 

④必要に応じて複本を収集する。 

⑤郷土資料の充実は、図書館だけの収集努力では限界があるので、資料に関する情報、寄贈、執

筆等あらゆる面で、市民及び関係機関との協力を仰ぎながら収集する。 

⑥郷土資料は別置記号を与え、整理する。浦添市関連資料は「S」、一般的郷土資料は「K」と 

する。 

  沖縄学研究室所蔵は、沖縄関係「UK」、県外関係機関資料を「U」とする。分類については、 

浦添市関連資料と一般的郷土資料は共通とする。 

⑦分担収集については、沖縄学研究室、美術館などとも調整をはかりながら行う。特に本館郷 

土と沖縄学研究室は、適宜協議しながら収集する。 

   ア 本館は、原則として新刊書を中心に収集するが、沖縄学研究室以外の資料全般を可能な

限り収集し、必要に応じ複本などの補充に努める。 

・浦添市が活発に取り組む分野についても収集するよう努める。 

・一般書・雑誌等で一部分郷土の記載があるものについても収集する。 

   イ 沖縄学研究室は、専門書、研究論文や本館未所蔵の古書等を中心に、必要に応じ新刊も

収集する。 

（収集範囲：沖縄関係・沖縄に関する中国をはじめとするアジア関係資料、県内外関係機

関資料等。） 

K０類 総記 

K１類 哲学 

K２類 歴史 

①利用の多い分野なので、積極的に収集する。 

②通史、時代史はすべて収集する。 

③郷土の各地域史は、収集もれのないよう特に留意する。 

K３類 社会科学 

①この分野は、自治体発行の行政資料や政府刊行物が大部分を占める。 

②行政の動勢を知る基本資料であるので、必要なものは極力収集する。 

③行政府の刊行する資料だけでなく、住民団体、市民団体などが刊行する資料に留意する。 
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④浦添市議会議事録はすべて収集する。 

⑤沖縄県財政、浦添市財政を概観できる予算書・決算書をはじめとする資料は、積極的に収集す

る。 

K４類 自然科学 

K５類 工学・工業 

K６類 産業 

①利用が多い分野は、重点的に収集する。 

②郷土の特産的なものに関しては重点をおいて収集する。 

③浦添市内の企業、事業所の沿革等、関連資料を積極的に収集する。 

K７類 芸術 

①利用が多いので、積極的に収集する。 

②『沖展』は開催地が浦添市となっているため、毎年収集する。 

③芸術家、美術家、スポーツ選手の伝記などは極力収集するよう努める。 

K８類 琉球方言 

①積極的に収集する。 

②利用が多いので、必要に応じて複本を収集する。 

K９類 琉球文学 

①郷土の文学を総括的に扱っている資料は積極的に収集する。 

②郷土の文学者の伝記、作家論は極力収集するよう努める。 

③郷土発行の文学雑誌、同人誌などは図書として扱う。 

JK 児童郷土／EK 郷土絵本 

①子どもの調査研究に役立つよう、郷土に関する資料を収集する。 

②郷土を概観できる資料を収集する。 

③浦添市関係資料については JK では収集しない。 

④利用が集中する主題や資料については、複本や類書を必要に応じて収集する。 

⑤成人向け資料であっても、子どもの利用に適する資料を収集する。 

参考図書 

   参考図書は「特定の知識・情報について調べるための図書。各項目の簡潔な説明が一定の体

系順に配列してあり、求める知識・情報を容易に探し出せるように編纂してある。通読するので

はなく、必要な箇所だけを読めばよいもの」（『最新 図書館用語大辞典』柏書房 より）である。

図書館のレファレンスサービスを効果的に行うために重要な資料であり、参考図書の充実はレフ

ァレンスサービスを充実させる大きな要素である。当館では概ね、参考図書は、百科事典・総合

年鑑などの一般参考図書と、専門事典・専門年鑑などの専門参考図書とに大別する。 

  ①市民の調査研究に役立つ参考図書は、積極的に収集する。 

  ②参考図書は原則として貸し出しを行わない。 

○視聴覚資料 

①比較的長期・多利用に耐えうる CD（コンパクトディスク）資料を基本とする。 

CT（カセットテープ）は、特に必要な場合に限り収集する。 

②郷土資料はジャンルを問わず、網羅的に収集し、浦添市出身、浦添市に関係のある人物・作品

はもれなく収集する。 

③レンタル業との競合を避け、発売開始後一定期間経たものを、下記のジャンルでバランス良く

収集する。 

ア 郷土（琉球民謡・県出身者の音楽・インディーズ盤等、図書の郷土の範囲に準ずるもの。） 

イ クラシック音楽（古典派音楽・バレエ音楽・声楽曲・歌劇・行進曲・宗教音楽等。） 

ウ 児童音楽（アニメーション音楽を除く、唱歌・式・祭典音楽等、他児童に関するもの。） 

エ 自然音・効果音 

オ イージー・リスニング等（インストルメンタル・ムード音楽・実用音楽・フュージョ 

ン・ボーカルなしのジャズ及び映画音楽及び放送音楽等。） 

カ 文学作品の朗読・解説等（文芸・口頭表現・語学・演芸・演劇等。） 

キ 民族音楽（日本民謡・外国音楽・純邦楽等。） 

④映像資料は、DVD の普及により市民の要求が高まっているため、DVD 資料を基本とする。但し、

DVD では発売されず、ビデオ等の媒体のみで発売される資料については必要に応じ収集する。 
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⑤映像資料は、図書館行事に使用するもので上映許諾を得たもののみを選択する。 

⑥CD-ROM は、著作権に配慮し、当分の間収集を見合わせる。 

○雑誌・新聞・逐次刊行物 

  ①発行の目的が誠実であるものを選択する。 

  ②編集者に企画力や取材力があるものを選択する。 

  ③伝統の有無も考慮し選択する。 

  ④対象としている読者層を見極めているものを選択する。 

  ⑤切り取りの多い趣味的なものは避ける。 

  ⑥広告の占める割合の多いものは避ける。 

○マンガ 

①マンガは大衆文化のひとつとして確固たる地位を獲得しており、図書館として保存・提供する

のに相応しい資料を収集する。 

  ②日本のマンガ史上、重要とされる作品、各時代を代表する資料的価値の高い作品、社会的評 

価を得ている作品を選び収集する。 

  ③原則として刊行が終了しており、評価の定まっているものを選び収集する。ただし、刊行が 

始まって１５年経過し、すでに評価が定まっているものについては、刊行途中でも選書対象 

とする。 

   （例．『ガラスの仮面』『ドラえもん』『美味しんぼ』『小さな恋のものがたり』など。） 

④文化庁メディア芸術祭・マンガ部門、手塚治虫文化賞、小学館漫画賞、講談社漫画賞、日本漫

画家協会賞等を受賞した作品、候補にあがったものには留意する。その他、国内外の賞などで

話題になったものには留意する。 

⑤定評のある作家でも、名前だけで選ぶことはせず、個々の作品について選択する。 

⑥演劇など他の芸術領域に影響を及ぼしているものには留意し、選択する。 

⑦マンガの視覚的な特性を考慮し選択する。 

⑧暴力及び性表現の露骨なものは慎重に選択する。 

⑨反社会的・非道徳的な事柄を扱っているものは慎重に選択する。 

⑩人間や生命の尊厳を脅かすもの、人権侵害・差別について配慮を欠くと認められるものについ

ては選択の対象から外す。 

⑪利用対象にあったものを選択する。 

⑫児童向けについては、人間性を育み、教育上価値のあると思われるものを選択して収集する。 

また、多巻ものが多いため、購入の際にはタイトル選択に気をつける。 

○ムック（mook） 

①趣旨 

    一般的にムック（mook）とは「雑誌（magazine）と図書（book）の合成語で、雑誌風の図

書、あるいは図書風の雑誌のこと。― 中略 ― 雑誌的な内容・レイアウトのもので、号数

を持ちながら１冊１冊は図書の性質を持つもの」（『最新 図書館用語大辞典』柏書房）をいう。

当館では、雑誌同様終期を予期せず継続刊行されているが、雑誌扱いではなく図書として受け

入れを要する資料を指す。 

②受入基準 

    各資料の種類別選択基準に準じる。 

    ムックは雑誌同様継続購読が予想されるため、選書には細心の注意をはらうこととする。 

但し、以下に該当する資料は資料の購入を控える。 

ア 選択基準外。（CD-ROM、DVD 等付録付き。） 

イ 利用が見込めない（回転しない）ジャンル。 

ウ 専門的すぎる資料。 

エ 高価すぎるため、貸出用資料に適さないもの。 

オ 不明、破損、汚損などになりやすいジャンル。 

カ 書誌情報不詳。 

キ 蔵書バランスを崩す恐れのある、特定ジャンルの資料。 

○寄贈資料   

①資料の収集、選択方針に準じて収集する。 

②官公庁や研究機関等の刊行する各種の統計書や報告書等は、市販されていないものが多く、
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寄贈依頼、又は資料交換等によって積極的に収集する。 

③本館と沖縄学研究室は、それぞれの収集方針により協議しながら収集に努める。 

  ア 本館は、個人、出版社の刊行物及び官公庁発行の統計書や報告書等を収集する。 

  イ 沖縄学研究室は、官公庁発行の市町村史、文化財報告書、大学・各研究機関発行の紀要

及び論文集等の専門的なものを収集する。 

 

（７）リクエスト受入基準 

①趣旨 

一般的にリクエストとは「要求された資料に対して、所蔵の有無にかかわらず図書館側が

何らかの方法により一定期間内に提供すること」（『最新 図書館用語大事典』柏書房）をい

う。当館でいうリクエストは基本的には、所蔵しない資料を購入することを指し、相互貸借

で他館から借用することも含む。 

②受付件数 

    ・年度で１利用者５点まで。 

③購入提供点数 

リクエストを受けた資料は極力提供するよう努める。 

しかし、特定の利用者が特定のジャンルを集中的にリクエストする傾向がある。その場合、

蔵書バランスを崩す恐れがあるため、リクエストを受けた資料をすべて購入することは予算

的にも実際困難である。あくまでも、全体の蔵書バランスを崩さないよう考慮したうえで、

資料の購入を検討する。 

④受入基準 

     各資料の種類別選択基準に準じる。 

     但し、以下に該当する資料の購入は控え、相互貸借による提供とする。 

     ア 選択基準外。（CD-ROM、DVD、漫画、参考書等。） 

     イ 利用が見込めない（回転しない）ジャンル。 

     ウ 専門的すぎる資料。 

     エ 全集、シリーズ、多巻ものの中の１冊。（１冊入れると全部入れる必要が生じる。） 

     オ 高価すぎるため、貸出用資料に適さないもの。 

     カ 不明、破損、汚損等になりやすいジャンル。 

     キ 書誌情報不詳。（書誌や版・刷の情報が不明。） 

     ク 入手不可。（品切れ・絶版等。） 

     ケ 利用者が相互貸借を希望している資料。 

     コ 蔵書バランスを崩す恐れのある、特定ジャンルの資料。 

 

（８）弁償資料代替指定基準 

   ①趣旨   

「公立図書館の蔵書は、住民の共有する貴重な知的財産であり、公立図書館は住民の信託に

基づいて、資料の提供の任にあたっているものと考えられる。したがって、利用者が故意ま

たは不注意によって、利用中の図書館資料を汚損、破損または亡失したときは、弁償の責任

を負わなければならない」（『最新 図書館用語大事典』柏書房）当館もまた公立図書館とし

て市民の知的財産を守る使命があり、利用者が図書館資料を汚損、破損または亡失したとき

には当該者による弁償の基準について必要な事項を以下に定める。 

②弁償の原則 

     ・亡失等資料と同一のものを弁償する。 

     ・現物弁償を原則として、現金弁償は行わない。 

③代替資料による弁償    

   ・同一資料が絶版等の理由により入手不可能な場合は、館長の指定する代替資料にて弁償

を指定する。 

ア 図書 

・当館選択基準に準じた資料。 

・亡失等資料の相当額（価格内）資料。 

・購入・入手可能な資料。 
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・同分類で該当資料がない場合はこの限りではない。 

・官公庁発行資料で非売品の場合は、発行先に在庫を確認した上で指定。 

・亡失等資料の価格が不明、または貴重で時価が出版当時の定価と著しく異なる場合、古

書店へ現在の流通価格を確認した上で指定。 

イ 雑誌 

・絶版になるサイクルが早く、また現物資料での購入が可能だとしても、保存年限切れで

確実に数年後には除籍になってしまうため、現物の入手可・不可に関わらず図書での指

定に代える。 

・図書の代替指定に準じる。 

・沖縄関係の雑誌は除籍後製本化し永年保存となるため、入手の有無を確認し、できる 

だけ現物弁償とする。 

ウ 視聴覚資料 

・図書の代替指定に準じる。 

・視聴覚資料選択基準内の範囲内で、弁償資料の価格内で購入可能な資料を指定する。 

但し、廃盤等により貴重資料となった視聴覚資料の場合は、時価の価格での指定とす 

る。 

 

（９）館外貸出禁止資料（禁帯出・貴重資料）指定基準 

①趣旨 

当館における館外貸出禁止資料（禁帯出・貴重資料）の指定基準を定める。 

②指定 

・次項に掲げる基準に従い、館長がこれを行う。 

・館長は、必要に応じて館外貸出禁止資料（禁帯出・貴重資料）の指定を解除することが 

できる。 

③館外貸出禁止資料（禁帯出・貴重資料）の指定基準 

・参考図書など利用が頻繁なもの 

・高価なもの 

・欠本を生じた場合に、集書としての価値を失い、かつ補充が困難となるもの 

・資料的・歴史的価値があるもの 

・一括して取扱うことによって資料的価値の生ずるもの 

・特殊なしかけ絵本等貸出用資料として適さないもの 

・新聞原紙、雑誌・逐次刊行物の最新号 

・レファレンス資料として活用できるもの 

・貴重資料においては、特に入手困難なもの 

・その他、館長が必要と認めたもの 

 

（１０）書架移動に関するマニュアル 

    目的 

    ・開架書架において新鮮な魅力あるよりよい書架づくりをめざす。 

    ・開架書架、閉架書庫への移動作業の効率化を図る。 

    除架（開架書架から抜き取りを行う際の目安）→閉架書庫へ 

    ・個々の資料について、その資料的価値、利用頻度、類書の多寡などを考慮しながら総合 

的に評価する。 

    ・抜き取りの判断は現物にあたって行う。 

    ・判断に迷うときには複数の職員にて判断する。 

    ※閉架書庫へ移動した資料でも、開架書架の状態や、時宜、出版流通状況等にあわせ柔軟 

に開架書架⇔閉架書庫の移動を行う。 

 

[本館] 

一般書 

①複本・・・基本的に閉架書庫へ 

・出版年の古い方を抜く。 
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・同じ出版年の場合は傷み具合を加味。 

・出版年が前後する場合には傷みが激しい方を抜く。 

・改版が出た場合には旧版を抜く。 

※但し以下の場合は除く。 

・同タイトルで出版社違い。 

・同タイトルの単行本と文庫本、単行本と全集。（収録。） 

・利用頻度の高いもの。 

②新版が出た旧版資料 

・年鑑、シリーズもの等。 

③受入後相当期間を経過し、かつ利用頻度が低いもの。 

・平成 7 年（1995）〈開館 10 年〉以前に購入したもの。 

・過去 3 年間貸出が一度もないもの。 

※但し、基本図書についてはその限りでない。 

④書架不明になる可能性が高いもの。 

⑤類書が多いもの。 

⑥開架書架への排架にそぐわないもの。 

・資料の内容に修正・変更があったもの。（数値データ等にズレがある等。） 

・内容が時代に適さない実用書。 

・季節感がずれている実用書。 

・多巻もので巻号が揃わないもの。 

・「シミあり」「落書きあり」等シール貼付資料のうち、状態が悪いもの。 

・背文字が焼けたもの。 

・型紙、付録がないもの。 

・その他、利用者の読書意欲を阻害するようなもの。 

 

ＹＡ 

①複本・・・基本的に閉架書庫へ。 

・出版年の古い方を抜く。 

・同じ出版年場合は傷み具合を加味。 

・出版年が前後する場合には傷みが激しい方を抜く。 

・1冊はＢＭ、その他は閉架書庫へ。 

②新版が出た旧版資料。 

・『なるには』シリーズ、留学・学校案内、レファレンス資料等。 

※但し、禁帯資料である留学・学校案内、レファレンス資料の旧版は貸出用へ。 

③受入後相当期間を経過し、かつ利用頻度が低いもの。 

・平成 7 年（1995）〈開館 10 年〉以前に購入したもの。 

・過去 3 年間貸出が一度もないもの。 

※但し、岩波少年文庫等の基本図書についてはその限りでない。 

④書架不明になる可能性が高いもの。 

⑤類書が多いもの。 

⑥開架書架への排架にそぐわないもの。 

・資料の内容に修正・変更があったもの。（数値データ等にズレがある等。） 

・内容が時代に適さない実用書。 

・季節感がずれている実用書。 

・多巻もので巻号が揃わないもの。 

・「シミあり」「落書きあり」等シール貼付資料のうち、状態が悪いもの。 

・背文字が焼けたもの。 

・型紙、付録がないもの。 

・その他、児童・生徒の読書意欲を阻害するようなもの。 

 

児童書 

   ①複本・・・基本的に閉架書庫へ。 



60 

・0～9類：利用頻度に関わらず複本は全て閉架書庫へ。 

※但し、4類と 9類については除く、特に 9類について、以下 3 点に関しては除く。 

(1)ハードカバーと文庫版の出版社が異なる。 

(2)翻訳者が異なる。 

(3)前記(1)で出版社が同じだが利用頻度の高いもの。 

 

・絵本 

(1)利用頻度が低いもの・・・過去 5 年間の貸出累計数が全館で 10 回以上ならば複本 1冊以 

上残し、その他は閉架書庫へ。 

(2)出版から 3年経過した本・・・複本を開架書架に残し、あとは閉架書庫へ。 

                   (冊数は状況により異なる。) 

                   (これまでの平均回転数を参考にし 10 回とする。) 

   (3)状態が悪いもの以外は抜き取りを行わない。 

    （利用頻度が高いため。） 

   (4)JK・EK・・・1～2冊を開架書庫に残し、あとは閉架書庫へ。 

    （総合学習等調べものの状況により異なる。） 

   ②新版が出た旧版資料、情報が古いもの。 

   ・年鑑、シリーズもの、児童レファレンス資料等。 

   ※但し、禁帯資料である児童レファレンス資料の旧版は貸出用へ、旧旧版は閉架書庫へ。 

③開架書架への排架にそぐわないもの。 

・資料の内容に修正・変更があったもの。（数値データ等にズレがある等。） 

・内容が時代に適さない実用書。 

・「シミあり」「落書きあり」等シール貼付資料のうち、児童の利用に不適切と思われる状態 

の悪いもの。 

・背文字が焼けたもの。 

・型紙、付録がないもの。 

 

レファレンス資料（郷土資料含） 

   ①複本・・・基本的に閉架書庫へ。 

※但し、利用頻度の高いものは除く。 

②新版が出た旧版資料。 

・年鑑、統計、シリーズもの等。 

※但し、禁帯資料である資格関連、家庭の医学関連の旧版は貸出用へ、旧旧版は閉架書庫へ。 

・平成 7 年（1995）〈開館 10 年〉以前に購入したもの。 

・過去 3 年間貸出が一度もないもの。（禁帯資料を除く。） 

   ※但し、ジャンルが少ないものに関してはこの限りでない。 

   ③類書が多いもの。 

   ④開架書架への排架にそぐわないもの。 

・「シミあり」「落書きあり」等シール貼付資料のうち、著しく状態が悪いもの。 

 

雑誌 

   原則として雑誌書架の半分を目安とし、それを超えるようであれば閉架書庫へ移動、雑誌の 

厚み・大きさ等で書架がすぐにいっぱいになるものは随時古いものから移動。 

   ①受入後相当期間を経過したもの。 

(1)月刊誌・・・出版 6ヶ月後。 

(2)週刊誌・・・出版 3ヵ月後。 

(3)隔月刊誌・季刊誌・不定期刊誌・・・雑誌書架の半分を目安とする。 

②書架不明になる可能性が高いもの。（最新号の紛失が続くもの等。） 

③季節感がずれているもの。 

④汚損・破損の激しいもの。 

ＡＶ 

①複本はＢＭへ移動。 
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②提供が困難と思われる資料（1曲以上音飛び、歌詞カードや解説書なしのもの、ＣＤ枚数が 

不足等）については閉架書庫へ移動。提供が困難な資料につき、貸出禁止の状態にする。 

③録音図書（逐次）は保存年限が 1 年のため毎年蔵書点検前に前年度分を閉架書庫へ。 

 

[ＢＭ] 

  BM(車)→BM(BM ｺｰﾅｰ)、BM(BM ｺｰﾅｰ)→開架、BM(車)→開架、開架→BM(車) 

・原則として、ＢＭからすぐ閉架書庫へ移動とはせず、まずは開架書庫へ移動する。ＢＭ書 

架の状況や利用者動向に注目し、適宜ＢＭ（車）⇔ＢＭ（ＢＭコーナー）⇔開架の移動を 

する。その際にはＢＭ・本館協力の上で行う。 

 

一般書 

・ＢＭ利用者の多様なニーズに併せ、文芸・ノベルズ・文庫は定期的に本館との入替を行う。 

・ＢＭで利用の少ないものを本館へ移動する。その際には以下のことを考慮する。 

※但し、ＢＭと本館合意の上で必要に応じての移動についてはその限りではない。また、Ｂ 

Ｍに所蔵がないもので必要なものを適宜本館から補充移動する。 

(1)ＢＭ(車)→ＢＭ（ＢＭコーナー） 

・としょまる書架へ入りきれなくなったもので、受入日より 3年経過したもの。 

・過去 1 年間貸出が一度もないもの。 

(2)ＢＭ（車）→ＢＭ（ＢＭコーナー） 

・ＢＭコーナーで受入日より 1 年経過したもの。 

・過去 1 年間で貸出が一度もないもの。 

(3)ＢＭ（車）→開架 

・新刊にもかかわらず半年間貸出が一度もないもの。 

（参考：本館新刊資料・・・貸出回数に関わらず約 2 ヶ月で各分類書架へ） 

 

ＹＡ 

・ＢＭ（車）に関しては随時、本館ＹＡ書架から補充する。また絶えず担当間で調整を行い、

各書架移動動向に注目し、資料の移動を行う。 

 

児童書 

・本館からＢＭにない資料を、開架書架からは所蔵状態がよいものをＢＭへ移動。ＢＭから 

の開架書架へ移動する際には、本館児童担当に引き継ぐ。 

本館児童担当は本館開架資料の状態と比較し、状態のよいものを開架書架へ出し、その 

他は閉架書庫へ移動する。複本の状況も考慮する。 

     

郷土書 

・複本があるもののうち、過去 1年間貸出が一度もないものは閉架書庫へ。 

 

雑誌 

・出版後半年を越えるものに関しては本館へ移動。但し、回転数が多いものについては 10 ヶ

月を越えてもよい。 

ＡＶ 

・提供が困難と思われる資料（1 曲以上音飛び、歌詞カードや解説書なしのもの、ＣＤ枚数が

不足等）については閉架書庫へ移動。提供困難な資料につき、貸出禁止の状態にする。 

・補充は随時本館ＡＶ書架から行う。また絶えずＢＭ・本館ＡＶで調整を行い、各書架の利用

動向に注目し、ＢＭ⇔ＡＶ開架書架での資料の移動を行う。 

      

除籍提案 

     前項までの基準により閉架書庫へ移動した資料で、特に次のことに留意し、除籍する。 

     ①衛生面で問題のあるもの。 

     ②復元不能なもの。 

     ③内容が時代に適さないもの。 
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     ④閉架書庫を占有し、書庫（書架）を圧迫しているもの。 

     ⑤著しく利用頻度が低いもの。 

     ⑥その他、資料提供・書架管理業務において新たに発生した原因により所蔵が適切と思

われないもの等、「除籍基準」の各項目に該当するものを、奉仕係各担当をとおし館長

への除籍提案をすることができる。提案の際には、資料の状態を「除汚」とする。 
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●文化部紀要『よのつぢ』図書館関係執筆者一覧 
 

◆執筆職員【執筆順】 

号 執 筆 者 タイトル 

創刊号 

森田牧子・石川典子 

神山睦美・又吉愛子 

図南の鵬翼 

～働く場・育てる場としての公共図書館～Vol．1 

玉城伸子 
オモロに見る神女 

―高級神女三十三君と地方神女― 

２ 當銘めぐみ アメリカ公共図書館視察報告 

４ 
津波 清 家譜に見る士族の位階と職 

前津政廣 浦添市移民史編集刊行事業について 

５ 

津波 清 浦添の今昔と移住者の軌跡 

森田牧子 
図書館サービスの一年 

―そしてここに至るまでの数年― 

前津政廣 南米ブラジル・アルゼンチンにおける移民現地調査報告 

６ 

前津政廣 南米(ぺルー・ボリビア・ブラジル)移民調査概要報告（Ⅱ） 

平良元輝 
次代に架ける喜びの虹 

―移動図書館〔としょまる〕のあゆみ― 

７ 

津波 清 ハワイ諸島・北米移民移住調査概要 

新城恵理 アメリカ情報コーナー開設と図書館行事 

比嘉要一・口野美由紀 

森田牧子・銘苅千賀代 

「新おはなしコーナー(仮称)」増築のことなど 

―児童サービスの充実を期して― 

８ 砂川郁子 開館26周年を経て図書館管理を考える 

９ 栗野慎一郎 
幕末維新期の「琉球情報」に関する史料学的研究Ⅱ 

―『島津斉彬文書』に見る「評定所文書」関連記事― 

10 栗野慎一郎 

幕末維新期の「琉球情報」に関する史料学的研究Ⅲ 

―『尚家文書』に見る「評定所文書」関係記事 

（異国船関係資料を中心に）― 

11 
仲地清 沖縄の日本復帰とそれが在沖フィリピン人社会へ与えた影響 

森田牧子・宇良留美 アメリカ情報コーナーの１０年 

 

  

『よのつぢ』とは、浦添と沖縄の歴史、文化美術、工芸、自然などに関する調査・研究と、浦添

市の文化財、文化振興、図書館、美術館の将来展望につながる調査・研究などを通して浦添市や沖

縄県の文化・学術・文化行政の振興と発展に寄与することを目的に浦添市教育委員会文化部が毎年

度発行する。また、その発行を通して浦添市文化部職員の資質向上を図るとともにその趣旨に賛同

する者を支援することを目的とする。 
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沖縄学研究室 

●沖縄学研究室の概要 

 開   室  平成２年４月１日 

  所蔵資料    約 30,000 点（図書資料、マイクロフィルム、写真、パネル等） 

 

●沖縄学研究室の運営方針 

沖縄学研究室の運営方針を「浦添市立図書館の設置および管理に関する条例施行規則第２条

14 号、15 号」と「浦添市立図書館の努力目標（4）」に基づいて次のように定める。 

１．施行規則第２条 

  14 号「郷土資料及び地方行政資料の収集並びに貸出し」 

  15 号「沖縄学の研究」 

２．図書館の努力目標 

（4）「浦添市に関する全ての資料を収集する。また、市の地域的・歴史的特性を踏まえ沖縄学

研究の拠点となる図書館を目指す」 

 

●平成 28 年度沖縄学研究室の重点目標と主な事業計画 

   平成 28 年度沖縄学研究室の重点目標を次のように設定し、主な事業を次のように計画する。 

 

１．重点目標及び努力目標 

 浦添市立図書館の施行規則及び努力目標の規定を受け、重点目標を次のように定める。 

（1）沖縄学に関するレファレンスの充実、強化を図る。 

（2）沖縄（琉球）・中国・朝鮮半島及び東南アジアに関する資料の充実、強化を図る。 

（3）歴史資料（古文書・行政文書等）の収集・保存・活用に努める。 

（4）浦添の歴史文化整備保存事業の成果の普及に努める。 

（5）琉球王国評定所文書の成果の普及に努める。 

（6）関係機関、団体との連絡調整を図り連携を強化する。 

 

２．主な事業計画 

 浦添市立図書館の運営方針及び努力目標を受け、次のような事業を実施する。 

（1）沖縄学に関するレファレンス 

①浦添・沖縄に関するレファレンス 

②沖縄学講座・展示会の開催 

（2）沖縄（琉球）・中国・朝鮮半島及び東南アジアに関する資料収集 

①沖縄（琉球）・中国・朝鮮半島及び東南アジアに関する図書資料等の収集 

②沖縄学に関する研究論文等の収集 

③友好都市である中国福建省泉州市の資料収集 

（3）歴史資料（古文書・行政文書等）の収集とその保存活用 

①沖縄及び浦添に関する古文書の収集 
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②浦添市行政文書から歴史資料となる文書の選別収集及び保存 

（4）浦添の歴史文化整備保存事業の成果の普及を図る 

①浦添の歴史資料の収集・整備・保存 

②浦添の歴史資料の活用・普及（展示会・講演会等の開催・所蔵写真のホームページ掲載） 

③『浦添市移民史 証言・資料編』『浦添市移民史 本編』の普及を図る 

④浦添市内字誌編集に対する資料の提供および協力 

（5）浦添市史事業の成果の普及を図る 

（6）琉球王国評定所文書刊行事業の成果の普及を図る 

（7）浦添市移民史編集刊行事業の成果の普及を図る 

（8）県内外の関係機関との連携 

①県内外の関係機関の事業への協力・参加 

②関係機関・団体等の機関誌、会誌、資料等の収集 

 

●沖縄学研究室所蔵資料と利用方法 

 研究室の資料は約 30,000 点、浦添市に関連する文献資料をはじめ、沖縄（琉球）・中国・朝

鮮半島及び東南アジアの歴史・文化に関する資料を所蔵している。 

 あわせて浦添市史の編集・刊行のために収集した写真や地図、戦前の新聞資料（マイクロ複

製）および琉球王国評定所文書の編集・刊行のために収集した影印本（マイクロ複製）などを

所蔵している。 

 また平成19年度から24年度までに実施した移民史編集刊行事業に伴い外務省外交史料館を

はじめ、JICA 横浜海外移住資料館、県内市町村史等から移民出稼ぎ移住関係資料を収集した。 

 郷土レファレンス資料もあわせて排架し利用者の調査・研究の利便性を図っている。 

平成 27 年度沖縄学講座 

「変貌する沖縄、再生する浦添」のようす 

(平成 27 年 9 月 13 日、9 月 20 日、27 日 全 3 回) 

沖縄学講座関連展示➤ 

 (平成 27 年 9月 13 日～10 月 23 日) 
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●沖縄学研究室刊行物の紹介 

①『沖縄学研究室－利用あんない』1990 年 7 月発行  

②『沖縄学研究室所蔵未公開・新収蔵写真展－写真のむこう側 ウラソエ・沖縄』（図録）2001

年 9 月発行 

③『平成 14 年度浦添市立図書館沖縄学研究室企画展－行政資料にみる浦添の戦後』(図録)2002

年 11 月発行 

④『浦添市立図書館特別企画展 ウラシーンチュの「移民・出稼・移住」展』（図録）2006 年

10 月発行 

⑤『浦添市移民史ビジュアル版その 1 海外移民編 世界に羽ばたいたウラシーンチュたち』2011

年 9 月発行 

⑥『浦添市移民史ビジュアル版その 2 アジア太平洋・国内編 もうひとつのウラシーンチュた

ちの体験－渡航・戦争・戦後－』2013 年 3 月発行 

⑦『浦添市移民史 証言・資料編』2014 年 3 月発行 

⑧『浦添市移民史 本編』2015 年 3 月発行 

〔紀要〕 

①『浦添市立図書館紀要』第 1 号～15 号 1989 年 12 月～2004 年 3 月発行 

※2005 年から「浦添市文化部紀要 よのつぢ」発行 

〔琉球王国評定所文書〕 

①『琉球王国評定所文書』（全 18 巻､補遺別巻､総索引）1988 年 3 月～2003 年 3 月発行 

2002 年 12 月に沖縄タイムス社特別文化賞受賞 

②『旧琉球藩評定所書類目録』（『琉球王国評定所文書』別冊）1989 年 3 月発行 

③『琉球王国評定所文書刊行事業完了記念シンポジウム報告書 百田紙に記された琉球の近

世』2002 年 7 月発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

『琉球王国評定所文書』 

（1988年 3月～2003年 3月発行） 

『浦添市移民史ビジュアル版その１』 

『浦添市移民史ビジュアル版その２』 

『浦添市移民史 証言・資料編』 

『浦添市移民史 本編』 
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●浦添の歴史文化整備保存事業 

 本市は、「浦添市史」通史編、資料編、別巻の全８巻を完結し 10 余年の歳月をかけて浦添市史

編集事業を平成 2 年度に終了した。加えて昭和 63 年に『写真で見る浦添のあゆみ』を発刊し、

市史編集事業の成果とした。 

 平成 19 年度から 24 年度までに実施した浦添市移民史編集刊行事業においては移民・出稼ぎに

おける一世、二世の聴取調査及び戦後 60 年を経て浦添市の発展の礎となった移住についての聴

取調査、資料収集を実施し、平成 23 年度に『浦添市移民史ビジュアル版その１ 海外移民編 世

界に羽ばたいたウラシーンチュたち』、平成 24 年度は『浦添市移民史ビジュアル版その２ アジ

ア太平洋・国内編 もうひとつのウラシーンチュたちの体験－渡航・戦争・戦後－』を刊行した。 

 『浦添市史』、『浦添市移民史ビジュアル版』の刊行をもって歴史や文化に関心のある市民のニ

ーズに応えてきたが、事業過程で収集した口承民話、戦争体験、移民体験、移住等の聴き取り記

録や収集した写真資料等の多くがいまだ市民の目に触れないでいる。 

 「浦添の歴史文化整備保存事業」はこれらを「浦添の歴史文化資料」とし市民共有の財産とし

て整備保存管理し、後世に引き継ぐために実施した。 

 平成 25 年度は『浦添市移民史ビジュアル版』を深く掘り下げ浦添の移民にかかる多くの証言

や資料を盛り込んだ『浦添市移民史 証言・資料編』を刊行した。 

 平成 26 年度は『浦添市移民史 本編』を刊行し、浦添市における海外移民・移住や出稼ぎ等の

実相や、それが浦添市の各面に及ぼした影響等について、当時の経済的・社会的背景も踏まえて

検証し、これを明らかにした。 

 これら成果物を普及し移民先の浦添出身者や移民先国の人々と交流を行うことで、互いの国の

歴史・文化の相互理解に繋がり国際化時代に対応できる人材を育成するとともに、浦添・沖縄の

歴史と文化を国内外へ周知することに寄与する。 

 

 

浦添市移民史編集刊行事業完了記念シンポジウム 

「故郷を離れたウラシーンチュの移民・移住 

―渡航・戦争・戦後―」 

(平成 27 年 8月 9日開催、来場者数 77 人) 

関連企画展「移民と戦争」のようす 

(平成 27 年 8月 4日～30 日開催、 

来場者延べ数 2,248 人) 
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●ベストリーダー【平成 27 年度】 

 資料区分別に、貸出回数が多かった資料上位 10 位まで表示しています。 

（マンガを除く。） 

 

＜児童書＞ 

順位 貸出回数 資料名 編著者 出版社 分類 

1 117 がたんごとんがたんごとん 安西/水丸∥さく 福音館書店 ＥＡ 

2 108 かくしたの だあれ 五味/太郎∥さく 文化出版局 ＥＡ 

3 105 ほっぺほっぺほっぺ うちだ/りんたろう∥さく 童心社 ＥＡ 

4 103 ちいさなうさこちゃん ﾃﾞｨｯｸ/ﾌﾞﾙｰﾅ∥ぶん・え 福音館書店 ＥＡ 

5 99 ぷくちゃんのすてきなぱんつ ひろかわ/さえこ∥さく アリス館 ＥＡ 

6 96 さよなら さんかく わかやま/けん∥え こぐま社 ＥＡ 

6 96 とっとことっとこ まつい/のりこ∥さく 童心社 ＥＡ 

8 94 かいけつゾロリきょうふのカーレース  原/ゆたか∥さく・え ポプラ社 J913 

9 93 うさこちゃんとどうぶつえん ﾃﾞｨｯｸ/ﾌﾞﾙｰﾅ∥ぶん・え 福音館書店 ＥＡ 

9 93 しろくまちゃんのほっとけーき わかやま/けん∥え こぐま社 ＥＡ 

 

＜児童郷土＞ 

順位 貸出回数 資料名 編著者 出版社 分類 

1 35 おにムーチー 鎌田/佐和子∥文 沖縄時事出版 EK 

2 31 へいわってすてきだね 安里/有生∥詩 ブロンズ新社 EK 

3 24 バキムン退治 
具志川市学校図書館司

書研究会∥文 

具志川市教育

委員会 
P 

3 24 ようかいオジジあらわれる よなは/かんた∥ぶん くもん出版 EK 

5 23 いのちのまつり 草場/一壽∥作 サンマーク出版 EK 

5 23 がらがらっぺ あむろ/ふみお∥絵 月桃茶屋 P 

7 21 うしろにいるのだあれ accototo∥著 幻冬舎 EK 

8 19 なぁんくくるんなぁんくくるん 中川/まちこ∥文 そうえん社 EK 

9 18 かりゆしの海 まつい/のりこ∥脚本・画 童心社 P 

10 17 沖縄まんが物語  1  (有)ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ JK08 

 

＜ＹＡ＞ 

順位 貸出回数 資料名 編著者 出版社 分類 

1 39 報道写真に生きる 桑原/史成∥写真と文 草の根出版会 Y070.17 

2 23 ひとり暮らし女子の収納＆片づけアイデア  主婦と生活社 Y597.5 

3 22 竜宮ホテル 村山/早紀∥著 徳間書店 Y913.6 

4 19 本当は怖すぎる名作アニメ・漫画の裏知識  鉄人社 Y778 

4 19 掟上今日子の備忘録 西尾/維新∥著 講談社 Y913.6 

6 18 
インテリア１年生のためのかわいい収納❤

と片付けの本 
 主婦と生活社 Y597.5 

6 18 花咲家の人々 村山/早紀∥著 徳間書店 Y913.6 

8 17 本屋さんのダイアナ 柚木/麻子∥著 新潮社 Y913.6 
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8 17 終物語              続 西尾/維新∥著 講談社 Y913.6 

8 17 路地裏のあやかしたち 行田/尚希∥著 
アスキー・メディ

アワークス 
Y913.6 

8 17 イラストでよくわかるかんたん片づけ術  ミニマル∥著 彩図社 Y597 

8 17 闇の守り人 上橋/菜穂子∥著 KADOKAWA Y913.6 

 

＜一般書＞ 

順位 貸出回数 資料名 編著者 出版社 分類 

1 87 マスカレーﾄﾞ・ホテル 東野/圭吾∥著 集英社 913.6 

2 72 告白 湊/かなえ∥著 双葉社 913.6 

3 71 新参者 東野/圭吾∥著 講談社 913.6 

4 65 1Ｑ84  Ｂｏｏｋ.1 村上/春樹∥著 新潮社 913.6 

5 63 夜行観覧車 湊/かなえ∥著 双葉社 913.6 

6 61 カッコウの卵は誰のもの 東野/圭吾∥著 光文社 913.6 

7 54 少女 湊/かなえ∥著 早川書房 913.6 

7 54 人生がときめく片づけの魔法  1 近藤/麻理恵∥著 サンマーク出版 597 

8 53 麒麟の翼 東野/圭吾∥著 講談社 913.6 

９ 51 流星の絆 東野/圭吾∥著 講談社 913.6 

 

＜ＡＶ＞ 

順位 貸出回数 資料名 演奏者等 出版社 分類 

1 32 耳元に残り香－花 
レイモン・ルフェーヴル・グランド・

オーケストラ∥ほか演奏 
ビクター音楽産業 A265 

2 31 （決定版）沖縄の民謡島唄 伊波/智恵子∥[ほか]唄,三線 日本コロムビア A370 

3 30 
永遠のスクリーン・ミュージッ

ク・ベスト 

ゴールデン・サウンズ∥[ほか] 

演奏 

EMI ミュージック・ジャ

パン 
A261 

4 28 イージー・リスニングの世界 
リチャード・クレイダーマン・オーケ

ストラ∥[ほか]演奏 
ビクター音楽産業 A265 

4 28 沖縄の風 夏川/りみ∥歌 
ビクターエンタテインメ

ント 
A290 

6 22 琉球・沖縄舞踊曲集 西江/喜春∥うた,三線 
コロムビアミュージック

エンタテインメント 
A370 

7 21 沖縄音のごちそう決定盤 登川/誠仁∥[ほか]演奏 リスペクトレコード A370 

8 19 
ムード・ミュージック   

ベスト・セレクション 
 

ユニバーサルミュージ

ック 
A265 

8 19 空の風景（けしき） 夏川/りみ∥歌 
ビクターエンタテインメン

ト 
A290 

8 19 
はる★なつ★あき★ふゆこ

どものうた 
森の木児童合唱団∥[ほか]うた 

コロムビアミュージック

エンタテインメント 
A990 

8 19 
のだめカンタービレ 

 スペシャル BEST！ 
梅田/俊明∥[ほか]指揮 Epic Records A101 
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＜一般郷土＞ 

 

＜雑誌＞ 

順位 貸出回数 資料名 巻次 出版社 分類 

1 23 ViVi 2015 年 4 月号 講談社 婦人 

2 21 エッセ 2014 年 8 月号 フジテレビジョン 婦人 

3 20 CHANTO 2014 年 7 月号 主婦と生活社 婦人 

4 19 エッセ 2014 年 6 月号 フジテレビジョン 婦人 

4 19 サンキュ！ 2014 年 4 月号 ベネッセコーポレーション 婦人 

4 19 エッセ 2014 年 11 月号 フジテレビジョン 婦人 

4 19 クロワッサン 2015 年 1 月 10 日 特大号 マガジンハウス 婦人 

4 19 CHANTO 2015 年 3 月号 主婦と生活社 婦人 

5 18 レタスクラブ 2013 年 11 月 3 日号 角川マガジンズ 婦人 

5 18 Tarzan 2015 年 2 月 12 日号 マガジンハウス ｽﾎﾟｰﾂ 

5 18 サンキュ！ 2014 年 10 月号 ベネッセコーポレーション 婦人 

5 18 CHANTO 2015 年 1 月号 主婦と生活社 婦人 

5 18 サンキュ！ 2014 年 5 月号 ベネッセコーポレーション 婦人 

5 18 婦人公論 2015 年 4 月 14 日号 中央公論新社 婦人 

6 17 サンキュ！ 2013 年 10 月号 ベネッセコーポレーション 婦人 

6 17 エッセ 2011 年 2 月号 フジテレビジョン 婦人 

6 17 CHANTO 2014 年 11 月号 主婦と生活社 婦人 

6 17 LEE 2014 年 12 月号 集英社 婦人 

6 17 エッセ 2014 年 5 月号 フジテレビジョン 婦人 

 

順位 貸出回数 資料名 編著者 出版社 分類 

1 36 まだまだカメラマン人生 石川/文洋∥著 新日本出版社 K740 

2 30 まんぷく沖縄 てらい/まき∥著 KADOKAWA K596 

3 28 沖縄の言葉と歴史 外間/守善∥著 中央公論新社 K818 

4 24 おもろさうし 外間/守善∥著 岩波書店 K911 

5 19 るるぶ石垣宮古西表島‘13-’14  JTB パブリッシング K290.9 

5 18 沖縄カフェブック 2014-15 成美堂出版編集部∥編 成美堂出版 K596 

5 18 絵で読む琉球人物史 仲村/顕∥著 沖縄文化社 K281 

5 18 風水でゼッタイ変わるあなたの運命 はる∥編 ロングセラーズ K148 

6 17 沖縄カフェ散歩 高橋/玲子∥著 書肆侃侃房 K596 

6 17 時空超えた沖縄 又吉/栄喜∥著 燦葉出版社 K590 

6 17 うちの火星人 平岡/禎之∥著 光文社 K916 

6 17 沖縄を知って三線を楽しもう  下 渡嘉敷/政子∥監修・編曲・著者 渡嘉敷政子 K768 



●所蔵雑誌 タイトル一覧 五十音順【平成27年度】

タイトル 分類 発行頻度 受入区分 保存年限 備　　　　　　考

1 あうる 総合 隔月 寄贈 10年 H23年3月まで

2 AERA 総合 週刊 購入 1年

3 アクアライフ 趣味 月刊 購入 3年 H18年3月まで購入

4 アグリおきなわ 総合 月刊 寄贈 10年 H21年3月まで

5 アサヒカメラ 趣味 月刊 購入 3年

6 ALBAアルバトロスビュー スポーツ　 月2 購入 3年

7 ａｎａｎ 婦人 週刊 購入 3年

8 家の光 婦人 月刊 寄贈 5年

9 ＶｉＶｉ　　 婦人 月刊 購入 3年

10 Ｗａｌｋｉｎｇ　Ｌｉｆｅ スポーツ　 月刊 寄贈 5年 Ｈ23年4月まで

11 栄養と料理 婦人 月刊 購入 3年

☆12 ＥＳＳＥ 婦人 月刊 寄贈 3年

☆13 ｅｄｕ 総合 月刊 寄贈 3年

14 ＮＨＫきょうの健康 総合 月刊 購入 3年 H25年3月まで購入、H27年4月より再度購入

☆15 ＮＨＫきょうの料理 婦人 月刊 寄贈 3年

16 ＮＨＫ趣味の園芸 趣味 月刊 購入 3年 H25年3月まで購入

17 ＮＨＫ趣味の園芸やさいの時間 趣味 月刊 購入 3年

18 ＮＨＫすてきにハンドメイド 婦人 月刊 購入 3年

19 ＮＨＫ住まい自分流 趣味 月刊 購入 3年 Ｈ23年3月以降休刊

20 ＦＱ　ＪＡＰＡＮ 総合 季刊 購入 3年 Ｈ24年度Vol．25まで購入　

21 おきなわ倶楽部 総合 月刊 寄贈 10年

22 おきなわグラフ 総合 月刊 購入 3年 Ｈ25年3月まで購入

23 沖縄県医師会報 総合 月刊 寄贈 10年

24 おきなわＪＯＨＯ 総合 月刊 購入 3年 Ｈ23年3月休刊

25 おきなわ釣り大国 趣味 隔月 購入 3年

26 沖縄パシフィックプレス 総合 季刊 購入 3年 Ｈ23年3月まで

27 オートバイ 趣味 月刊 購入 3年 Ｈ25年3月まで購入

28 おはよう奥さん 婦人 月刊 購入 3年 Ｈ25年10月以降休刊

29 おひさま 児童 隔月 購入 5年

30 会社　四季報 総合 季刊 購入 5年

31 Casa BRUTUS 総合 月刊 購入 3年

32 活字倶楽部 総合 季刊 購入 3年

33 家電批評 総合 月刊 購入 3年

34 空手道 スポーツ　 月刊 購入 5年

35 季刊　沖縄 総合 季刊 寄贈 10年

36 Ｇｂ（ギターブック） 趣味 月刊 購入 永年 Ｈ15年5月以降休刊

37 キネマ旬報 趣味 月2 購入 永年

38 季報情報公開個人情報保護 総合 季刊 寄贈 5年

☆39 クーヨン 児童 月刊 寄贈 5年

☆40 暮らしの手帖 婦人 隔月 寄贈 永年

41 ＧＬＩＴＴＥＲ 婦人 月刊 購入 3年 H25年3月まで購入

☆42 クロワッサン 婦人 月刊 寄贈 3年

43 芸術新潮 趣味 月刊 購入 永年 H24年3月まで購入

44 Gainer 総合 月刊 購入 3年 H24年3月まで購入

45 月刊書写書道 趣味 月刊 寄贈 3年

46 月刊ポプラディア　　　　　　　　　　 児童 月刊 購入 5年 H23年4月以降休刊

47 健康365 総合 月刊 寄贈 3年 H25年8月まで

48 現代 総合 月刊 購入 永年 H21年1月以降休刊

49 現代思想 総合 月刊 購入 永年 H24年3月まで購入

50 現代の図書館 総合 季刊 寄贈 10年

51 航空ファン 趣味 月刊 購入 3年 H25年3月まで購入

52 Ｃｏ－Ｃｏｌｉｆｅ 総合 季刊 購入 3年 H23年1月以降休刊

53 子どもの科学 児童 月刊 購入 5年

54 子どもの本棚 児童 月刊 購入 5年 H25年3月まで購入

55 この本読んで 児童 季刊 購入 5年

56 コーラルウェイ 総合 隔月 寄贈 10年 製本S60～H15年

☆57 碁ワールド 趣味 月刊 寄贈 3年

58 財界九州 総合 月刊 購入 10年 H25年3月まで購入

59 SOCCER　MAGAZINE　ZONE スポーツ　 月刊 購入 1年
H25年11月以降『サッカーマガジン』からタイトル名を変更
し、月刊誌となる。

60 Ｓａｍｕｒａｉ　Ｍａｇａｚｉｎｅ 総合 月刊 購入 3年 H24年3月まで購入

61 サライ 総合 月刊 購入 3年

☆62 サンキュ 婦人 月刊 寄贈 3年

63 サンデー毎日 総合 週刊 購入 1年
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タイトル 分類 発行頻度 受入区分 保存年限 備　　　　　　考

64 3・4・5歳児の保育 児童 隔月 購入 3年 H23年休刊、『新幼児と保育』に合併

65 JTB時刻表 総合 月刊 購入 1年 H24年3月まで購入

66 ＣＮＮ　ＥＮＧＬＩＳＨ　ＥＸＰＲＥＳＳ 総合 月刊 購入 10年

67 自治おきなわ 総合 季刊 寄贈 10年

68 自治新報 総合 月刊 寄贈 3年 H16年4月まで

69 ＪＡＺＺ　ＬＩＦＥ 趣味 月刊 購入 永年 H18年3月まで購入

70 ＺＩＰＰＥＲ 婦人 月刊 購入 3年 H25年3月まで購入

71 週刊朝日 総合 週刊 寄贈 1年

72 週刊サッカーマガジン スポーツ　 週刊 購入 1年
H25年11月以降『SOCCER　MAGAZINE　ZONE』とタイト
ル名を変更し、月刊誌となる。

73 週刊新潮 総合 週刊 購入 1年

74 週刊ダイヤモンド 総合 週刊 購入 1年

75 週刊東洋経済 総合 週刊 購入 1年

76 週刊文春 総合 週刊 購入 1年

77 週刊ベースボール スポーツ　 週刊 購入 1年

78 ＪＵＮＯＮ 婦人 月刊 購入 3年 H24年3月まで購入

79 ジュリスト 総合 月2 購入 3年 H24年3月まで購入

80 将棋世界 趣味 月刊 購入 3年 H25年3月まで購入

81 諸君！ 総合 月刊 購入 5年 H21年6月以降休刊

82 新建築 趣味 月刊 購入 永年

83 新潮 総合 月刊 購入 5年 H24年3月まで購入

84 新　幼児と保育 児童 隔月 購入 3年
H23年4月『3・4・5歳児の保育』と『0・1・2歳児の保育』が
合併H24年3月まで購入

85 スカイワード 総合 月刊 寄贈 5年

86 スクリーン 趣味 月刊 購入 3年

87 すてきな奥さん 婦人 月刊 購入 3年 H26年5月以降『CHANTO』とタイトル名を変更

88 Ｓｔｒｅｅｔ　ＪＡＣＫ 総合 月刊 購入 3年 H25年3月まで購入

89 Ｓｏｕｐ 婦人 月刊 購入 3年

90 スポーツイベント　ハンドボール スポーツ　 月刊 購入 3年

91 スポーツグラフィック　ナンバー スポーツ　 隔週 購入 3年

☆92 ＳＵＭＡＩ　ｎｏ　ＳＥＫＫＥＩ 趣味 隔月 寄贈 3年

93 世界 総合 月刊 購入 永年 Ｈ25年3月まで購入

94 ＳＥＶＥＶＴＥＥＮ 婦人 月刊 購入 3年

95 0・1・2歳児の保育 児童 隔月 購入 3年 Ｈ23年2月以降休刊、『新幼児と保育』に合併

96 ダイビングワールド 趣味 月刊 購入 5年 Ｈ20年6月休刊

97 ＴＩＭＥ 総合 週刊 購入 1年 Ｈ25年3月まで購入

98 ダ・ヴィンチ 総合 月刊 購入 3年

☆99 ターザン スポーツ　 月2 寄贈 3年

☆100 旅の手帖 趣味 月刊 購入 3年

101 ｄａｎｃｙｕ 婦人 月刊 購入 3年 Ｈ24年3月まで購入

102 地球温暖化 趣味 月刊 購入 3年 Ｈ23年3月まで購入

☆103 致知 総合 月刊 寄贈 5年

104 ちゃぐりん 児童 月刊 寄贈 5年

105 CHANTO 婦人 月刊 購入 3年 H26年6月以降『すてきな奥さん』からタイトル名を変更

106 中央公論 総合 月刊 購入 5年 Ｈ24年3月まで購入

107 テニスマガジン スポーツ　 月刊 購入 3年 Ｈ25年3月まで購入

108 ドゥーパ！ 趣味 隔月 購入 3年 Ｈ25年3月まで購入

109 図書 総合 月刊 寄贈 3年

110 図書館雑誌 総合 月刊 寄贈 10年

111 図書館の学校 総合 隔月 寄贈 10年 Ｈ19年3月まで

☆112 ｎｉｃｏｒａ 婦人 月刊 寄贈 3年

113 日経ＷＯＭＡＮ 婦人 月刊 購入 3年

114 日経エンターテイメント 総合 月刊 購入 3年

115 日経ＴＲＥＮＤＹ 総合 月刊 購入 3年

116 日経パソコン 趣味 月2 購入 3年

117 日経ビジネス 総合 週刊 購入 1年

118 日経ヘルス 婦人 月刊 購入 3年

119 日経マネー 総合 月刊 購入 3年

120 Ｎｅｗｓ ｗｅｅｋ　英語版 総合 週刊 購入 永年 Ｈ24年12月まで購入

121 Ｎｅｗｓ ｗｅｅｋ　日本版 総合 週刊 購入 １年

122 ニュースがわかる 児童 月刊 購入 5年

123 Ｎｅｗｔｏｎ 趣味 月刊 購入 3年

124 NONSTOP ENGLISH WAVE 総合 月刊 購入 10年 Ｈ23年3月以降休刊

125 ｎｏｎ－ｎｏ 婦人 月刊 購入 3年

126 俳句界 趣味 月刊 寄贈 3年
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タイトル 分類 発行頻度 受入区分 保存年限 備　　　　　　考

127 バスケットボール スポーツ　 月刊 購入 3年 Ｈ25年3月まで購入

128 華風 総合 月刊 寄贈 3年

129 バレーボール スポーツ　 月刊 購入 3年 Ｈ25年3月まで購入

130 Ｈａｎｄｓ 趣味 月刊 購入 3年 Ｈ21年5月以降休刊

131 Ｐｉａｎｏ 趣味 月刊 購入 3年

132 ＰＨＰ 総合 月刊 購入 3年

133 ＰＳ 婦人 月刊 購入 3年 Ｈ23年12月以降休刊

134 ＰＣ　Ｊａｐａｎ 趣味 月刊 購入 3年 Ｈ22年3月以降休刊

135 ビジネスチャンス 総合 月刊 購入 3年 Ｈ25年3月まで購入

136 ＰＣファン 趣味 月刊 購入 3年 Ｈ23年9月以降休刊

137 美術手帖 趣味 月刊 購入 10年 Ｈ16年3月まで購入

138 BE-PAL 趣味 月刊 購入 3年

139 Fｉｓｈｉｎｇ　Ｃａｆｅ 趣味 季刊 寄贈 5年

☆140 婦人公論 婦人 月2 寄贈 3年

141 婦人之友 婦人 月刊 購入 3年

142 武道 スポーツ　 月刊 寄贈 3年

143 ＰＲＥＳＩＤＥＮＴ 総合 月2 購入 3年

144 Ｐｒｅ－ｍｏ 婦人 季刊 購入 3年

☆145 文藝春秋 総合 月刊 寄贈 5年

146 ＢａｓｅＢａｌｌ　Ｏｋｉｎａｗａ スポーツ　 月刊 購入 3年

147 Ｂａｄｙ－ｍｏ 婦人 季刊 購入 3年

148 本 総合 月刊 寄贈 3年

149 本の雑誌 総合 月刊 購入 3年 H24年3月まで購入

150 マンスリーよしもと 総合 月刊 購入 3年 H24年3月まで購入

151 みすず 総合 月刊 寄贈 3年

152 ミセス 婦人 月刊 購入 3年

153 ムー 趣味 月刊 購入 3年 H24年3月まで購入

154 メンズクラブ 総合 月刊 購入 3年 H24年3月まで購入

155 メンズノンノ 総合 月刊 購入 3年 H25年3月まで購入

156 ＭＯＥ 総合 月刊 購入 5年

157 モーターマガジン 趣味 月刊 購入 3年 H25年3月まで購入

158 ゆうゆう 婦人 月刊 購入 3年

159 ゆほびか 総合 月刊 購入 3年

160 ＬＡ　ＭＥＲ 趣味 隔月 寄贈 3年

161 ランナーズ スポーツ　 月刊 購入 3年

162 ＬＥＥ 婦人 月刊 購入 3年

163 レタスクラブ 婦人 月2 購入 3年

☆はスポンサー制度による雑誌。
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No. タイトル 分　類
発行
頻度

受入
区分

保存
年限

備 考 1 備 考 2 備 考 3

1 American Road アメリカ 季刊 寄贈 ３年 2013年冬号～

2 Art in America アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年11月～ 欠号あり

3 Better Homes and Gardens アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2011年1月～
平成23年度中止
平成25年度再開

欠号あり

4 Ｂｏｎ Ａｐｐｅｔｉｔ アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2011年1月～
平成24年度中止
平成25年度再開

欠号あり

5 Bookmarks アメリカ 隔月 寄贈 ３年 2014年1-2月号～

6 Community College Journal アメリカ 隔月 寄贈 ３年 2014年2-3月号～

7 Ｅｎｔｅｒｔａｉｎｍｅｎｔ Ｗeekly アメリカ 週刊 寄贈 ３年 2011年8月12日号～ 欠号あり

8 Fortune アメリカ 月2 寄贈 ３年 2014年12月号～ 平成26年度開始

9 IｎStyle アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2013年1月号～ 欠号あり

10 J-14（Just for Teens) アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2015年1月号～ 平成26年度開始

11 Muse アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2013年1月号～ 欠号あり

12 National Geographic Kids アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年12月・2013年1月号～ 欠号あり

13 National Geographic Traveler アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年12月号～ 欠号あり

14 The Oprah Magazine アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2011年9月号～ 欠号あり

15 Real Simple アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2011年9月号～
平成25年度中止
平成26年度再開

欠号あり

16 Ｒｏｌｌｉｎｇ Ｓｔｏｎｅ アメリカ 隔週 寄贈 ３年 2012年1月19日号～ 欠号あり

17 Running Times アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2013年4月号～ 欠号あり

18 Ｓｍｉｔｈｓｏｎｉａｎ アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2011年4月号～ 欠号あり

19 Ｓｐｏｒｔｓ Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｅｄ　Kids アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年12月号～ 欠号あり

20 Teen Vogue アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2014年10月号～ 平成26年度開始

21 Ｔhe Ｗeek アメリカ 週刊 寄贈 ３年 2011年9月2日号～ 欠号あり

22 Ｔime（米国版） アメリカ 週刊 寄贈 ３年 2011年1月10日号～ 平成26年度再開 欠号あり

23 Zoo Books アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2014年10月号～ 平成26年度開始 欠号あり

24 留学ジャーナル アメリカ 隔月 寄贈 ３年 2014年7月号～ 平成26年度開始

25 Architectural Record アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年11月～2014年1月号 平成26年度中止 欠号あり

26 Baseball　America アメリカ 隔週 寄贈 ３年 2013年1月1-22日号～2013年12月号 平成26年度中止 欠号あり

27 Basketball　Times アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2013年1月号～2013年12月号 平成26年度中止 欠号あり

28 Ｂｕｓｉｎｅｓｓ Ｗｅｅｋ アメリカ 週刊 寄贈 ３年 2011年10月3-9日号～2013年4月号 欠号あり

29 Cosmopolitan アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年4月号～2012年12月号 欠号あり

30 Discover アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年12月～2013年11月号 平成26年度中止 欠号あり

31 Ｅｖｅｒｙ Ｄａｙ ｗｉｔｈ Ｒａｃｈａｅｌ Ｒａｙ アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年3月号～2012年12月号 欠号あり

32 Golf Digest アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年1月～2013年10月号 平成26年度中止 欠号あり

33 Ｈｉｇｈｌｉｇｈｔｓ　ｆｏｒ　Ｃｈｉｌｄｒｅｎ アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2011年1月号～2013年1月号 欠号あり

34 Interior　Design アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年9月号～2013年9月号 平成26年度中止 欠号あり

35 Martha Stewart Living アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年11月号～2013年2月号 欠号あり

36 Men's Health アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年3月号～2012年12月号 欠号あり

37 MIT Technology Review アメリカ 隔月 寄贈 ３年 2012年11月・12月号～2013年11-12月号 平成26年度中止 欠号あり

38 ＰＣ Ｗｏｒｌｄ アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年1月号～2013年8月号 平成26年度中止 欠号あり

39 Ｐｅｏｐｌｅ アメリカ 週刊 寄贈 ３年 2012年1月9日号～2014年1月号 平成26年度中止 欠号あり

40 Ｐｏｐｕｌａｒ Ｍｅｃｈａｎｉｃｓ アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年1月号～2013年1月号 欠号あり

41 Ｐｒｅｖｅｎｔｉｏｎ アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2011年8月号～2013年1月号 欠号あり

42 Ｒｅａｄｅｒ’ｓ Ｄｉｇｅｓｔ アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2011年12月号～2013年3月号 欠号あり

43 Ｒunners World アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年1月号～2013年2月号 欠号あり

44 Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ａｍｅｒｉｃａｎ アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2011年1月号～2013年1月号 欠号あり

45 Ｓelf アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年2月号～2013年4月号 欠号あり

46 Ｓｅｖｅｎｔｅｅｎ アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年12月-2013年1月号～2013年4月号 欠号あり

47 Ｓｐｏｒｔｓ Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｅｄ アメリカ 週刊 寄贈 ３年 2011年1月11日～2013年2月号 欠号あり

48 The New Yorker アメリカ 週刊 寄贈 ３年 2011年1月25日号～2013年11月18日号 欠号あり

49 ＵＳ Ｗｅｅｋｌｙ アメリカ 週刊 寄贈 ３年 2012年1月9日号～2012年12月31日号 欠号あり

50 Wｈｏｌｅ Lｉｖｉｎｇ アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年1・2月号～2012年9月号 欠号あり

51 Ｖogue アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年1月号～2013年10月号 平成26年度中止 欠号あり

52 Women's Health アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年3月号～2012年12月号 欠号あり

53 Wired アメリカ 月刊 寄贈 ３年 2012年2月号～2015年2月号 平成26年度中止 欠号あり

●アメリカ情報コーナー所蔵雑誌 タイトル一覧 
平成27年度受入雑誌一覧

受入中止雑誌一覧
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◎ 円柱書架(一般）　逐次刊行物タイトル一覧　（バックナンバーは新聞・雑誌コーナーに保管）

№ タイトル 発行元
刊行
頻度

保存
年限

備　　考
製本・図書登録→製

1 ＡＦＦ（アフ） 農林統計協会 月刊 1年

2 with　PETｓ（ｳｨｽﾞペット） 日本愛玩動物協会 隔月 1年

3 エルモ 駐留軍等労働者労務管理機構那覇支部 季刊 1年

4 環境 九州大学環境安全センター 年1回 １年

5 環境儀 国立環境研究所 季刊 1年

6 くらし塾金融塾 金融広報中央委員会 季刊 1年

7 クローバー　 ジェイ・ブロード 季刊 1年

8 広報 日本広報協会 月刊 1年

9 菜果フォーラム 日本青果物輸入安全推進協会 季刊 1年

10 自治体国際フォーラム 文部科学省 月刊 1年

11 司法の窓 最高裁判所 年2回 1年

12 ＪＡＸＡ航空マガジン 宇宙航空研究開発機構 隔月 1年

13 ＪＡＸＡ’ｓ（ジャクサス） 宇宙航空研究開発機構 季刊 1年

14 食品安全 食品安全委員会 季刊 1年

15 書斎の窓 有斐閣 季刊 1年

16 総務省 総務省 月刊 1年

17 mundi（ムンディ） 国際協力事業団 月刊 1年 旧「JICA’ｓ　Ｗｏｒｌｄ」

18 育てる 育てる会 月刊 1年

19 点字　厚生 日本盲人会連合 不定期 1年

20 地域づくり 地域活性化センター 月刊 1年

21 日展ニュース 日展 季刊 1年

22 日本オーケストラ連盟ニュース 日本オーケストラ連盟 季刊 1年

23 日本教育 日本教育会 月刊 1年

24 防炎ニュース 日本防炎協会 季刊 1年

25 ほうてらす 日本司法支援センター 季刊 1年

26 まち・むら あしたの日本を創る協会 季刊 1年

27 MAMORU 扶桑社 月刊 1年

28 ｍｙｂ みやび出版 年6回 1年

29 未来 未来社 月刊 1年

30 ミルククラブ 中央酪農会議・ミルククラブ 季刊 1年

31 ＵＰ 東京大学出版 月刊 1年

32 WalkingLife 社団法人　日本ウォーキング協会 隔月 １年

33 ぼうさい 内閣府（防災担当） 季刊 1年

34 わかりやすい土地読本 一般財団法人　土地情報センター 年1回 1年

35 ふれあいらしんばん 内閣府政府広報室 不定期 １年

36 日本の損害保険（ファクトブック2014） 一般社団法人　　日本損害保険協会 年1回 １年

37 日本の移植事情 公益社団法人　日本臓器移植ネットワーク 年1回 １年

●所蔵逐次刊行物 タイトル一覧
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◎円柱書架（沖縄県関係）　逐次刊行物タイトル一覧　（バックナンバーは沖縄学研究室）

№ タイトル 発行元
刊行
頻度

保存
年限

浦添市
関係

備 考

1 Ａｇｒｅ（アグレ） 求人おきなわ 週刊 3年

2 あだんの実 沖縄県ゆうな協会事務局 年1回 3年

3 いきいき健康あいらんど 沖縄県保健医療福祉事業団 季刊 3年

4 うぃずこーぷ 生活共同組合こーぷおきなわ 月1回 3年

5 えら部 株式会社アークワン 隔月 3年 ○

6 大きな輪
キャンプバトラー海兵隊基地
統合報道部

季刊 3年

7 おきぎん調査月報 沖縄銀行 月刊 3年

8 沖縄音楽旅行 プランニングオフィスコーダ 隔月 3年

9 がじまる
沖縄県子ども生活福祉部
消費・くらし安全課

年4回 3年

10 月刊工連ニュース 沖縄県工業連合会 月刊 3年

11 広報うらそえ 浦添市国際交流課 月刊 永年 ○
製：1号(1957年9月)
～639号(2013年3月)

12
しまたてぃ
【建設情報誌】

沖縄建設弘済会 季刊 永年 ○ No.13～75

13
jobnabi
（ジョブナビ）

沖縄県キャリアセンター 隔月 3年

14 所報 沖縄県立総合教育センター 不定期 3年

15 宅建おきなわ 沖縄県宅地建物取引業協会 年4回 3年

16 中小企業だより 沖縄県中小企業団体中央会 月刊 3年

17 美ら島沖縄 沖縄県知事公室広報交流課 月刊 3年

18 はいさい 那覇防衛施設局総務部広報室 隔月 3年

19 パンだより 沖縄県製パン事業協同組合 年4回 3年

20
南ぬ風
（ふぇーぬかじ）

海洋博覧会記念公園管理財団 季刊 3年

21 福祉情報沖縄
沖縄県社会福祉協議会沖縄県
福祉人材センター

隔月 3年

22 群星－むりぶし－
内閣府沖縄総合事務局総務部
総務課

隔月 3年

23 ゆんたく ＮＨＫ沖縄放送局 月刊 3年

24 りゅうぎん調査 ㈱りゅうぎん総合研究所 月刊 3年
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◎児童室　逐次刊行物タイトル一覧　 ※製→製本・図書登録

№ タイトル 発行元
刊行
頻度

保存
年限

浦添市
関係

備 考

1 内間児童センター 内間児童センター 月刊 永年 ○
製：47～198号
／～321号(欠号あり)

2 浦城っ子児童センター 浦城っ子児童センター 月刊 永年 ○
製：1～20号
／～142号(欠号あり)

3
うらそえぐすく児童セン
ター

うらそえぐすく児童センター 月刊 永年 ○ ～104号(欠号あり)

4 柿の実ひろば
浦添市子育て支援センター「柿
の実」

月刊 永年 ○ ～89号(欠号あり)

5 経塚児童センター 経塚児童センター 月刊 永年 ○
製：1～114号
／～236号(欠号あり)

6
つどいの広場
　　あいあいだより

浦添市つどいの広場
（経塚児童センター内）

月刊 永年 ○ ～H28.3(欠号あり)

7
つどいの広場
　　さんさんだより

浦添市つどいの広場
（小湾保育所２Ｆ）

月刊 永年 ○ ～95号(欠号あり)

8
つどいの広場
　　にこにこだより

浦添市つどいの広場
（西原児童センター２Ｆ）

月刊 永年 ○ ～111号(欠号あり)

9 にしはら児童センター 西原児童センター 月刊 永年 ○
製：1～163号(欠号あり)／
～287号(欠号あり)

10
前田ユブシが丘児童セン
ター

前田ユブシが丘児童センター 月刊 永年 ○ ～H28.2(欠号あり)

11 まちなと児童センター まちなと児童センター 月刊 永年 ○
製：1～32号(22,23欠)／～
153号(欠号あり)

12 みーぐるぐる
浦添市子育て支援センター
「てぃんさぐの家」

月刊 永年 ○
製：1～64号
／～200号(欠号あり)

13 宮城っ子児童センター 宮城っ子児童センター 月刊 永年 ○ ～72号(欠号あり)

14 森の子児童センター 森の子児童センター 月刊 永年 ○ ～H28.3(欠号あり)

15
ゆいゆいだより
／ゆいゆい新聞

子育て支援センター
「ほるとの家」

月刊 永年 ○ ～104号(欠号あり)

16 わかくさ 若草児童センター 月刊 永年 ○
製：152～234号
／No.355(欠号あり)

17
わんぱくだより
宮城ヶ原児童センター

宮城ケ原児童センター 月刊 永年 ○
製：1～45号
／～163号(欠号あり)

18 たいようのえくぼ たいようのえくぼ 不定期 3年
～2016.2特別号
(欠号あり)
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№ タイトル 発行元
刊行
頻度

保存
年限

浦添市
関係

備 考

1 いきいき【浦添市中央公民館だより】 浦添市立中央公民館 月刊 永年 ○
1～265号（欠号多）
製：1～146号

2
うらそえ
【浦添商工会議所報】

浦添商工会議所 月刊 永年 ○
1～299号（欠号多）
製：1～128号

3 うらそえ市議会だより 浦添市議会事務局 年3回 永年 ○ 1～105号／製：1～71号

4
うらそえ社協だより
（点訳本付き）

浦添市社会福祉協議会 月刊 永年 ○ 4～323号／製：4～200号

5 浦添市立教育研究所図書室だより 浦添市立教育研究所図書室 月刊 永年 ○ H19.6～H28.3（欠号多）

6
きよらさ
【浦添市美術館ニュース】

浦添市美術館 年3回 永年 ○
1～78号
製：1～47号

7
くるりん
【浦添市リサイクルプラザ「ドリーム21】

くるりん会・浦添市環境施設課 月刊 永年 ○ 1～114号（欠号あり）

8 市民会議だより 浦添市青少年健全育成市民会議 年2回 永年 ○ 1～46号／製:1～27号

9
JICAおきなわライブラリー
新着資料案内

国際協力事業団（JICA）、沖縄国
際センター（OIC）図書資料室

月刊 永年 ○ 2002.8～2016.3

10 ニュースレター 浦添市国際交流協会 年3回 永年 ○ 2009年度1号～2015年度1号

11 ハーモニーセンターだより 浦添市ハーモニーセンター 不定期 永年 ○
H24.4～H28.3／旧「ハーモ
ニーだより」

12 はながわら 浦添市立図書館 月刊 永年 ○

H17年4月より休刊、H13年2
月より「よくよむ」統合、H20年
5月復活／
1～296号（欠号あり）／製：1
～232号

13 パチ・パチ号 宮城珠算学校 隔月 永年 ○ 1～256号／製：1～160号

14 卸団地ニュースOKINAWA 沖縄県卸商業団地協同組合 月刊 永年 ○ 205～279号（欠号あり）

15 港川自治会だより 港川自治会 月2回 永年 ○ 103～255号（欠号あり）

16 YA!YA!YA!【YA通信】 浦添市立図書館 不定期 永年 ○ 1～24号

17
アーカイブズ
沖縄県公文書館だより

沖縄県公文書館 年2回 3年 45～49号

18 沖縄県史だより 沖縄県文化振興会公文書管理部 年1回 永年 第1号～24号（欠号あり）

19 沖縄県平和祈念資料館だより 沖縄県平和祈念資料館 年2回 永年 No.2～30（欠号あり）

20 沖縄染織研究会通信 沖縄染織研究会 隔月 永年 №1～84（欠号あり）

21 沖縄ベンチャースタジオ 沖縄県産業振興公社 年4回 3年 35～45号

22 沖縄法政研究所所報 沖縄国際大学沖縄法政研究所 年1回 永年 2号～23号（欠号あり）

23 管内経済情勢報告 沖縄総合事務局　財務部 年4回 1年 H27.4～H28.1

24
景況トレンド
【沖縄公庫県内企業景況調査報告】

沖縄振興開発金融公庫 季刊 3年 No.74～84

25 ODFC公庫レポート 沖縄振興開発金融公庫 不定期 3年 NO.130～145
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№ タイトル 発行元
刊行
頻度

保存
年限

浦添市
関係

備 考

26 ザ・ニューズレター 法政大学国際日本学研究所 年2回 No.2～22（欠号あり）

27 南島考古だより 沖縄考古学会 不定期 永年 44～100号

28 南島文化研究所所報 沖縄国際大学南島文化研究所 年1回 永年 1号～60号（欠号あり）

29
ひめゆり平和祈念資料館
資料館だより

ひめゆり平和祈念資料館 年2回 永年 2号～56号（欠号あり）

30 法人企業景気予測調査 沖縄総合事務局　財務部 年4回 3年 H25.4-6月期～H28.1-3月期

31 法政大学沖縄文化研究所所報 法政大学沖縄文化研究所 年2回 永年 1号～77号（欠号あり）

32 宮古郷土史研究会会報 宮古郷土史研究会 隔月 永年 No.27～212（欠号あり）

33 民俗学研究所ニュース 成城大学民俗学研究所 定期 永年 No.43～111（欠号あり）
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●所蔵新聞一覧
(平成28年3月現在)

備　　考

原紙 製本 縮刷版
原紙（未製本）→原　原紙製本→製

縮刷版→縮
1973年7月～1983年3月（製）

1984年5月～1985年3月（製）

1985年5月～1986年12月（製）

1990年7月～1996年2月（製）

2006年4月～2007年12月 （製）

1976年2月～1977年6月（縮）

1978年6月～1978年10月（縮）

1978年12月～1979年2月（縮）

1979年4月～1980年6月（縮）

1980年8月～2006年3月（縮）

　→2006年3月で縮刷版廃刊

2008年6月～現在（原）

1973年7月～1996年2月（製）

1999年7月～2007年12月（製）

1965年9月～1968年10月（縮）

1969年1月～1969年12月（縮）

1993年8月～1999年6月（縮）

　→1999年6月で縮刷版廃刊

2008年6月～現在（原）

2010年～現在（原）

2010年～現在（原）

1942年～現在　 1942年～1950年（縮刷復刻版）

欠号 1984年～1986年11月（縮）

（1951年～1983年 1987年～1988年11月（縮）

1986年12月，1988年12月） 1989年～2014年（縮）

2015年～現在（原）

1990年～現在 1990年～1999年3月（縮）

欠号 2012年～現在（原）

（1999年4月～2003年，

2004年5・8月）

1990年～現在 1990年3・4・7～9・11・12月（縮）

欠号 1991年～1997年2月（縮）

（1990年1・2・5・6・10月 2012年～現在（原）

1997年3月～2003年）

1984年2月～現在 1984年2・3・7～12月（縮）

欠号 1985年～1986年1・6～11月（縮）

（1984年1月・6月 1987年6～9・11・12月（縮）

1986年2～5・12月 1988年1～11月（縮）

1987年1～5・10月 1989年1・3～12月（縮）

1988年12月 1990年1・6～12月（縮）

1989年2月 1991年～現在（縮）

1990年2～5月）

9 スポーツニッポン 2014年～現在 1年 × × 2014年～現在（原）

10 日経ＭＪ（流通新聞） 2012年4月～現在 3年 × × 2012年4月1日～現在（原）

11 日刊工業新聞 2012年～現在 3年 × × 2012年～現在（原）

1984年～1987年10月（製）

［214号～293号］

1988年2月～2006年12月（製）

［298号～713号］

2007年1月～現在（原）

［714号～現在］

13 しんぶん赤旗 2014年～現在 1年 × × 2014年～現在（原）

14 公明新聞 2014年～現在 1年 × × 2014年～現在（原）

№ 新　聞　名 全所蔵年月日
保存年限

1965年9月～現在
欠号
（1968年11・12月）
（1970年～1973年6月）

1973年7月～現在
一定期間
経過で

原紙製本

永年 永年

一定期間
経過で

原紙製本

永年 永年

沖縄タイムス1

琉球新報2

× 永年

× ×

× ×

3年 × 永年

3年 × 永年

縮刷版
登録次第
当該月

原紙廃棄

× 永年

一定期間
経過で

原紙製本
永年 ×

宮古新報3

4 八重山毎日新聞 2010年～現在

原紙5年

原紙5年

朝日新聞（東京版）5 3年

2010年～現在

6

7 読売新聞（東京版）

毎日新聞（東京版）

8 日本経済新聞

観光とけいざい12

1984年～現在
欠号
（1987年11月～1988年1月）
［294号～297号］，
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備　　考

原紙 製本 縮刷版
原紙（未製本）→原　原紙製本→製

縮刷版→縮

№ 新　聞　名 全所蔵年月日
保存年限

15 社会新報 2014年～現在 1年 × × 2014年～現在（原）

16 自由民主 2014年～現在 1年 × × 2014年～現在（原）

17 プレス民主 2014年～現在 1年 × × 2014年～現在（原）

18 高校生新聞・高校生スポーツ 2014年～現在 1年 × × 2014年～現在（原）

19 朝日中高生新聞 2014年～現在 1年 × × 2014年～現在（原）

20 毎日小学生新聞 2014年～現在 1年 × × 2014年～現在（原）

21 ニッキン 2012年～現在 3年 × × 2012年～現在（原）

22 民団新聞 2014年～現在 1年 × × 2014年～現在（原）

23 Ｔｈｅ Ｊａｐａｎ Ｔｉｍｅｓ 2012年～現在 3年 × × 2012年～現在（原）

24 ＵＳＡ　ＴＯＤＡＹ 2013年～現在 3年 × × 2013年～現在（原）

25 福島民友 2014年4月～現在 1年 × × 2014年4月～現在（原）

26 福島民報 2014年4月～現在 1年 × × 2014年4月～現在（原）

1979年～1980年 1979年～1980年（縮）

2012年～現在 2012年～現在（原）

28 サンデーおきなわ （休刊） 1992年～1996年3月 × 永年 × 1992年～1996年3月（製）

1987年～1994年4月 1987年～1992年10月（製）

欠号 1993年～1994年4月（製）

（1992年11月,12月）

1985年4～2006年12月（製）

[№1～№1134]

2006年6月後半～現在（原）

［Ｎｏ.1076～現在］

1985年～現在 1985年1月～2007年7月前半（製）

欠号 [№8～№1050]

（1985年8月[№15]・ 2007年7月後半～現在（原）

　1987年1月[№32]） [No.1051～現在]

1985年7月～現在 1985年7月～2007年6月前半（製）

欠号

（1995年4月～1995年9月）

［501号～525号］

（1996年4月～1996年8月）

［551号～575号］

2006年1月～現在 2006年1月～現在（原）

欠号

（2006年2月3日［vol.18］）

2003年8月～2005年8月 2003年8月～2005年8月（製）

欠号 ・2003年8月創刊

（2005年1月[16・17号]） 《沖縄ﾀｲﾑｽ浦添販売店会南地区　発行》

2005年9月～2006年１月（原）

・2005年9月創刊、2006年6月休刊

《沖縄ﾀｲﾑｽ浦添販売店会南地区　発行》

2000年3月～2001年4月 2000年3月～2001年4月（製）

欠号 ・2000年3月創刊

（2001年3月[13号]） 《沖縄ﾀｲﾑｽ屋富祖販売センター　発行》

2003年6月～2005年12月（製）

2006年1月～2008年6月（原）

・2003年6月創刊

《沖縄ﾀｲﾑｽ浦添販売店会北地区　発行》

（日付なし）[No.1]～現在 （日付なし）[No.1]～現在（原）

欠号（№12・13・16・18

　25・28・29） 《沖縄ﾀｲﾑｽ浦添中央販売センター》

2005年2月（原）

2006年１月～2007年12月（原）

《琉球新報浦添ニュータウン販売所発行》

3年 × 永年

29 × 永年 ×

27

一定期間
経過で

原紙製本
永年 ×

沖縄建設新聞

つり沖縄新聞 （休刊）

週刊レキオ 1985年4月～現在30

31
一定期間
経過で

原紙製本
永年 ×ほーむぷらざ

32
一定期間
経過で

原紙製本
永年 ×

33
一定期間
経過で

原紙製本
× ×かふう

週刊タイムス住宅新聞

34 × 永年 ×

35
一定期間
経過で

原紙製本
永年 ×

うらそえタイムス
（シュエット浦添へ改称）

シュエット浦添 （休刊）

36 × 永年 ×

2005年9月～2006年1月

てだこタイムス
（てぃーだタイムスへ統合）

37
一定期間
経過で

原紙製本
永年 ×

38
一定期間
経過で

原紙製本
永年 ×

39
一定期間
経過で

原紙製本
永年 ×

てぃーだタイムス
2003年6月～2008年6月
欠号
（2003年8月[第3号]）

がんじゅうタイムス

てだこネット
2005/2/1
2006年１月～2007年12月
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●沖縄学研究室　所蔵新聞一覧
(平成28年3月現在)

№ 新　聞　名 製本/縮刷版 元号 西暦 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1 琉球新報 複写製本 明治31 1898 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治32 1899 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治33 1900 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治34 1901 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治35 1902 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治36 1903 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治37 1904 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治38 1905 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治39 1906 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治40 1907 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治41 1908 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治42 1909 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治43 1910 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

明治44 1911 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大正元 1912 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大正2 1913 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大正3 1914 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大正4 1915 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大正5 1916 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大正6 1917 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大正7 1918 ○ ○ ○ ○ ○

大正8 1919

大正9 1920

大正10 1921

大正11 1922

大正12 1923

大正13 1924

大正14 1925

昭和元 1926

昭和2 1927

昭和3 1928

昭和4 1929

昭和5 1930

昭和6 1931

昭和7 1932

昭和8 1933

昭和9 1934

昭和10 1935

昭和11 1936 ○

昭和12 1937

昭和13 1938 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和14 1939 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和15 1940 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和28 1953 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和29 1954 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 琉球新報 縮刷版 昭和40 1965 ○ ○ ○ ○

昭和41 1966 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和42 1967 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和43 1968 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和44 1969 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大正13年～大正15年

昭和4年～昭和5年
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№ 新　聞　名 製本/縮刷版 元号 西暦 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

3 沖縄新報 複写製本 昭和16 1941

昭和17 1942

昭和18 1943

昭和19 1944

昭和20 1945 ○ ○

4 うるま新報 複写製本 昭和20 1945

昭和21 1946

昭和22 1947

昭和23 1948

昭和24 1949 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和25 1950 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和26 1951 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 沖縄日報 複写製本 昭和11 1936

昭和12 1937

昭和13 1938 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和14 1939

昭和15 1940 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 沖縄新民報 複写製本 昭和21 1946 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和22 1947 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和23 1948 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和24 1949 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和25 1950 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和26 1951 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和27 1952 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

昭和28 1953 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 沖縄人民党 縮刷版 昭和37 1962

  中央機関紙「人民」 昭和38 1963

昭和39 1964

昭和40 1965

昭和41 1966

昭和42 1967

昭和43 1968

昭和44 1969

昭和45 1970

昭和46 1971

昭和47 1972

昭和48 1973

8 先嶋新聞 複写製本 大正6 1917

大正7 1918

大正8 1919

大正9 1920

大正10 1921

大正11 1922

大正12 1923

大正13 1924

大正14 1925

大正15 1926

9 人民導報 複写製本 昭和21 1946 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 台湾日日新報 複写製本 昭和19 1944 ○ ○ ○

1917年

1918年

1925年

1926年

1919年

1920年

1921年

1922年

1923年

1924年

昭和11年

1962年～1965年

1966年～1968年

1969年～1970年

1971年～1973年

昭和16年～昭和19年

昭和20年～昭和21年

昭和22年～昭和23年
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

S48 1973 × × × × × × ● ● ● ● ● ●

S49 1974 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

S50 1975 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

S51 1976 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

S52 1977 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ●

S53 1978 ● ● ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎

S54 1979 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

S55 1980 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

S56 1981 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

S57 1982 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

S58 1983 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S59 1984 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

S60 1985 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

S61 1986 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

S62 1987 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

S63 1988 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H元 1989 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H2 1990 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

H3 1991 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

H4 1992 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

H5 1993 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

H6 1994 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

H7 1995 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

H8 1996 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H9 1997 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H10 1998 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H11 1999 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H12 2000 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H13 2001 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H14 2002 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H15 2003 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H16 2004 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H17 2005 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

H18 2006 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

H19 2007 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

H20 2008 ● ● ● ● ● △ △ △ △ △ △ △

H21 2009 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

H22 2010 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

H23 2011 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

H24 2012 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

H25 2013 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

H26 2014 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

H27 2015 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

H28 2016 △ △ △

（平成28年3月現在）

●「沖縄タイムス」所蔵一覧

◎：原紙製本・縮刷版あり ●：原紙製本のみ ○：縮刷版のみ
△：原紙のみ ×：所蔵なし
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
S40 1965 × × × × × × × × ○ ○ ○ ○
S41 1966 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
S42 1967 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
S43 1968 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
S44 1969 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
S45 1970 × × × × × × × × × × × ×
S46 1971 × × × × × × × × × × × ×
S47 1972 × × × × × × × × × × × ×
S48 1973 × × × × × × ● ● ● ● ● ●
S49 1974 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S50 1975 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S51 1976 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S52 1977 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S53 1978 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S54 1979 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S55 1980 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S56 1981 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S57 1982 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S58 1983 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S59 1984 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S60 1985 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S61 1986 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S62 1987 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
S63 1988 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H元 1989 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H2 1990 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H3 1991 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H4 1992 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H5 1993 ● ● ● ● ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
H6 1994 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
H7 1995 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
H8 1996 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H9 1997 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H10 1998 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
H11 1999 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●
H12 2000 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H13 2001 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H14 2002 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H15 2003 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H16 2004 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H17 2005 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H18 2006 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H19 2007 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
H20 2008 ● ● ● ● ● △ △ △ △ △ △ △
H21 2009 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
H22 2010 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
H23 2011 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
H24 2012 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
H25 2013 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
H26 2014 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
H27 2015 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
H28 2016 △ △ △

（平成28年3月現在）

●「琉球新報」所蔵一覧
◎：原紙製本・縮刷版あり ●：原紙製本のみ ○：縮刷版のみ
△：原紙のみ ×：所蔵なし
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平成28年7月現在

氏 名 担　　　当　　　事　　　務

平良　美恵 館の統括

係　　長 島尻　修男 管理係業務の統括、予算決算等館の庶務に関すること

主　　事 平良　国昭 予算及び賃金等庶務全般に関すること

係　　長 新城　恵理 奉仕係業務の統括、サービス・資料管理全般に関すること

主任(主事) 上原　千春 利用者データ管理、資料利用拡大・返却促進業務に関すること

主　　事 新城　茂人 統計、資料寄贈、資料修理に関すること

主　　事 石垣　拓己
ＢＭ（としょまる）、相互貸借、図書館コンピュータシステムに関す
ること

主 事 補 福地　加恵 奉仕係会計事務、毀損・弁償に関すること

嘱託職員 神山　美由紀 一般書、一般向けサービス、職員研修に関すること

〃 外間　由実子 著作権、レファレンス（一般）、サービス計画に関すること

〃 荒井　美保 ＹＡ書、ＹＡ向けサービス、業務体験、学校連携に関すること

〃 石垣　理奈
キャリアビジネスコーナー、メディカル・ヘルスコーナー、子育て応
援コーナー、障がい者サービス、職員研修に関すること

〃 徳元　美智代 児童書、児童サービス、施設見学等、読書推進に関すること

〃 大城　千賀子 紙芝居、多文化共生事業、行事、集配サービスに関すること

〃 兼久　睦 係内マニュアル、資料データ管理、ＡＶ資料に関すること

〃 當間　千晃 アメリカ情報コーナー、市広報に関すること

〃 比嘉　しおり
雑誌・新聞資料・逐次刊行物、雑誌スポンサー、図書館ボランティ
アに関すること

臨時職員 桃原　ゆう 奉仕係業務全般

〃 野田　純子 奉仕係業務全般

主任(主事) 赤嶺　なをみ 沖縄学研究室業務、地域資料（浦添・沖縄）事業の全般

嘱託職員 新里　　彩
沖縄学講座、地域資料の収集・整備、沖縄学・郷土に関するレ
ファレンスに関すること

〃 宇良　留美 郷土書・沖縄学研究室の書籍資料、新聞クリッピングに関すること

〃 宮城　真帆 郷土寄贈、児童郷土書・郷土逐次刊行物、職員研修に関すること

〃 中根　　諒
沖縄学講座、地域資料の収集・整備、沖縄学・郷土に関するレ
ファレンスに関すること

臨時職員 下地　智子
地域資料の収集・整備、沖縄学・郷土に関するレファレンス、特別
文庫の設置に関すること

●浦添市立図書館職員名簿【平成28年度】

補 職 名

館　　長

管理係

奉仕係
（３班）

奉仕係
（１班）
（２班）
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●浦添市立図書館協議会委員名簿【平成 28 年度】 
  

浦添市立図書館の設置及び管理に関する条例（昭和 59 年条例第 34 号）第 7 条により、

市立図書館の運営に関する館長の諮問機関として「浦添市立図書館協議会」が設置されて

いる。協議会は、学識経験者、学校教育関係者及び社会教育関係者等で構成され、図書館

運営上の基本的事項について検討し、その結果を館長に具申する活動を行っている。 

 

 氏  名 役 職 名 備  考 

１ 宮城 篤正 初代浦添市立図書館長 学識経験者 

２ 平井 りい子 前田小学校校長 学校教育関係 

３ 西俣 睦子 浦城小学校図書館司書 〃 

４ 森川 武 港川学童クラブ指導員 社会教育関係者 

５ 日高 智子 てぃーだの会代表 〃 

６ 國仲 恵子 うらそえぐすく児童センター館長 〃 

７ 長嶺 悦子 浦城っ子児童センター館長 〃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●寄贈総数表【平成27年度】

■本館寄贈

件

■アメリカ情報コーナー寄贈

件

■郷土・沖縄学研究室寄贈

件

●浦添市立図書館　個人寄贈者一覧【平成27年度　敬称略】

A.E G.E H.U I.U K.K K.T M.I M.M M.T N.M O.M S.E S.K T.K T.S Y.A
A.S G.N H.Y J.K K.M K.T M.K M.M M.Y N.N O.M S.H S.S T.K T.T Y.S
E.U H.H I.I J.T K.N M.E M.K M.M N.I N.T R.Y S.I T.A T.M T.U Y.S
F.M H.H I.M K.H K.N M.E M.K M.N N.K O.J R.T S.I T.C T.M T.Y Y.K
F.N H.K I.M K.I K.N M.H M.M M.S N.M O.M S.A S.K T.H T.N U.M Y.Y

※掲載希望しない方は、イニシャルで掲載しています。アルファベット順　〔姓・名の順〕
※団体寄贈者に関しましては、掲載を省略しております。

ナ行

菅野 和夫

久場川 光男

仲程 昌徳

ア行 サ行 タ行カ行

マ行

普久原 八重子

ハ行

松本  智

新垣 賢昇

稲福 あゆみ

新城 文博 渡慶次 道夫

1,322

総合計 923 （2,568部 うち受入 1,322部）

合 計 1,134 599 1,434 723 2,568

0
そ の 他 0 0 0 0 0 0

新 聞 資 料 0 0 0 0 0

814
逐 次 資 料 26 25 4 2 30 27
雑 誌 資 料 882 356 1,074 458 1,956

426
Ａ Ｖ 資 料 2 2 138 53 140 55
図 書 資 料 224 216 218 210 442

内 訳 郵 送 持 込 合 計

資 料 区 分
件 数 532 件 数 391 件 数

部 数 部 数 部 数 部 数 部 数 部 数

923
受 付 受 入 受 付 受 入 受 付 受 入

1,393

総合計 1,393 （受入 1,393部）

合 計 1 1 1,392 1,392 1,393

277
そ の 他 0 0 0 0 0 0

新 聞 資 料 0 0 277 277 277
雑 誌 資 料 0 0 287 287 287

808
Ａ Ｖ 資 料 0 0 21 21 21 21
図 書 資 料 1 1 807 807 808

部 数

1,393
受 付 受 入 受 付 受 入 受 付 受 入

287

資 料 区 分
件 数 1 件 数 1,392 件 数

部 数 部 数 部 数 部 数 部 数

1
555 1,725 829 2,915 1,384

内 訳 郵 送 持 込 合 計

総合計 1,306 （2,915部 1,384部）うち受入

0 2 1 6

324 1,059 443 1,926 767

0 0 0 0 0
0 2 0 6 0

230 514 337 820 567
1 148 48 157 49

306
9

867

0
4

1,190

逐 次 資 料 4

図 書 資 料
Ａ Ｖ 資 料
雑 誌 資 料

新 聞 資 料
そ の 他

合 計

保坂 廣志

内 訳 郵 送 持 込 合 計

資 料 区 分
件 数 605 件 数 701

部 数 部 数 部 数 部 数 部 数 部 数

件 数 1,306
受 付 受 入 受 付 受 入 受 付 受 入
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浦添市立図書館に関する新聞記事【平成 27 年度】 

掲載年月日 新聞紙名 みだし 記       事 

平成 27 年 

7 月 6 日（月） 

琉球新報 

（24 面） 

地域協力し戦後

復 興 ／ 仲 西 氏

沖縄戦、獅子舞

復 活 語 る ／ 浦

添・勢理客／児

童ら５０人聞き入

る 

【浦添】浦添市勢理客の森の子児童センター（大城喜江子館長）

で６月１９日、勢理客に伝わる獅子舞と沖縄戦についての講話が

あり、児童ら約５０人が参加した。 

 浦添市立図書館の仲西正勝館長（７１）＝市勢理客＝を招き、

平和の尊さについて考える機会となった。 仲西さんは沖縄戦当

時１歳で記憶はないが、家族から聞いた話として「誕生日のお祝

いをしている時に砲弾が飛んできて、近くの壕に逃げたと聞かさ

れた。また４歳だった兄の頭にある傷痕は、砲弾が頭の上をかす

めた傷で、１センチずれていたら亡くなっていたと思う」と述べた。 

 終戦翌年の１９４６年８月、勢理客では戦前から続く獅子舞が復

活した。 

 本来は馬のしっぽの毛で作る獅子舞の毛は、当時物資がなく

バショウの糸を代用したこと、また水タンクのふたを銅鑼（どら）に

するなど復活に向けて地域が協力し合ったことを説明した。 

会場には勢理客の具志堅全輝（ぜんき）自治会長の協力を得

て、獅子舞の面の部分を持って来て展示した。大城館長は「獅

子舞という文化から、地域の戦後の復興があったことを、子ども

たちに知ってもらえたらうれしい」と話していた。 

平成 27 年 

8 月 2 日（日） 

琉球新報 

（27 面） 

浦 添 市 移 民 史

本編を発刊／市

教委 国内出稼

ぎにも焦点／記

念シンポ ９日に

開催 

【浦添】浦添市教育委員会はこのほど、「浦添市移民史－本編」

を発刊した。２０１４年３月に発刊した「移民史－証言・資料編」に

基づき、移民史編集委員長の石川友紀琉大名誉教授をはじ

め、副委員長の又吉盛清沖大客員教授ら２４人が論考した。 

南米や北米、ハワイ、アジアなど海外移民だけではなく、戦後

本土に集団就職した国内出稼ぎや、「八重山開拓」に参加した

浦添出身者、離島や県内各地から浦添に移住してきた人たちに

も焦点を当てた点が特徴となっている。 

 移民の背景や現地での暮らし、人口動態や個人の移動歴につ

いても考察している。発刊した６００冊は、県内の公立図書館や

浦添市内の各自治会、大学などの研究機関に配布し一般販売

はしていない。 

 編集を担当する浦添市立図書館沖縄学研究室の松本ゆかりさ

んは「高校生以上の若い人たちにも気軽に読んでほしい」と話

し、ソフトカバーで手に取りやすい装丁にしている。 

 移民史編集刊行事業が本編の発刊で完了となるのを記念し、

９日午後２時から浦添市男女共同参画推進ハーモニーセンター

でシンポジウムを開催する。 

 また関連企画として、市立図書館２階で「移民と戦争」パネル展

を４日から３０日まで開く。 

問い合わせは市立図書館（電話）０９８（８７６）４９４６。 

平成 27 年 

8 月 9 日（日） 

沖縄タイムス 

（24 面） 

きょうナニある？

／イベント 

「浦添市移民史」編集刊行事業完了記念シンポジウム・故郷を

離れたウラシーンチュの移民・移住－渡航・戦争・戦後－（午後２

時、浦添市男女共同参画推進ハーモニーセンター） 

▼「浦添市移民史」編集刊行事業関連展示「移民と戦争」展（浦

添市立図書館、～３０日） 

平成 27 年 

8 月 16 日（日） 

沖縄タイムス 

（26 面） 

きょうナニある？

／イベント 

▼『浦添市移民史』編集刊行事業関連展示 「移民と戦争」展

（浦添市立図書館、～３０日） 
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平成 27 年 

8 月 19 日（水） 

沖縄タイムス 

（20 面） 

きょうナニある？

／イベント 

▼「移民と戦争」展（浦添市立図書館、～３０日） 

平成 27 年 

8 月 20 日（木） 

沖縄タイムス 

（24 面） 

きょうナニある？

／イベント 

▼『浦添市移民史』編集刊行事業関連展示「移民と戦争」展（浦

添市立図書館、～３０日） 

平成 27 年 

8 月 21 日（金） 

沖縄タイムス 

（25 面） 

きょうナニある？

／イベント 

▼『浦添市移民史』編集刊行事業関連展示「移民と戦争」展（浦

添市立図書館、～３０日） 

平成 27 年 

8 月 22 日（土） 

沖縄タイムス 

（22 面） 

きょうナニある？

／イベント 

▼『浦添市移民史』編集刊行事業関連展示 「移民と戦争」展

（浦添市立図書館、～３０日） 

平成 27 年 

8 月 23 日（日） 

沖縄タイムス 

（28 面） 

きょうナニある？

（２３日） 

／イベント 

▼「移民と戦争」展（浦添市立図書館、～３０日） 

平成 27 年 

8 月 25 日（火） 

沖縄タイムス 

（28 面） 

きょうナニある？

／イベント 

▼『浦添市移民史』編集刊行事業関連展示「移民と戦争」展（浦

添市立図書館、～３０日） 

平成 27 年 

8 月 26 日（水） 

沖縄タイムス 

（23 面） 

きょうナニある？

／イベント 

▼「移民と戦争」展（浦添市立図書館、～３０日） 

平成 27 年 

8 月 27 日（木） 

沖縄タイムス 

（23 面） 

きょうナニある？

／イベント 

▼『浦添市移民史』編集刊行事業関連展示「移民と戦争」展（浦

添市立図書館、～３０日） 

平成 27 年 

8 月 28 日（金） 

沖縄タイムス 

（24 面） 

きょうナニある？

／イベント 

▼『浦添市移民史』編集刊行事業関連展示「移民と戦争」展（浦

添市立図書館、～３０日） 

平成 27 年 

8 月 29 日（土） 

沖縄タイムス 

（24 面） 

きょうナニある？

／イベント 

▼『浦添市移民史』編集刊行事業関連展示 「移民と戦争」展

（浦添市立図書館、～３０日） 

平成 27 年 

8 月 30 日（日） 

沖縄タイムス 

（24 面） 

きょうナニある？

／イベント 

▼『浦添市移民史』編集刊行事業関連展示「移民と戦争」展（浦

添市立図書館） 

平成 27 年 

9 月 2 日（水） 

琉球新報 

（23 面） 

米情報コーナー 

総領事館と覚書 

／浦添市立図書

館 

【浦添】浦添市の松本哲治市長と在沖縄米国総領事館のアルフ

レッド・マグルビー総領事は８月１３日、浦添市立図書館で館内

の「アメリカ情報コーナー」について覚書調印式を行った＝写

真。 

 ２００４年に設置された「アメリカ情報コーナー」は、在沖米総領

事館から寄贈された米国や沖縄に関する英文の本や資料、ＤＶ

Ｄなどを取りそろえており、毎年覚書を交わしている。 

 浦添市立図書館は７月にリニューアルし、より多くの人に親しま

れるよう１階の「多文化コーナー」内に「アメリカ情報コーナー」を

設置している。 

 また、毎月第３土曜日午後２時から映画会を開催し、沖縄と米

国の友好を深める文化イベントなども開催している。     

琉球政府立博物館の故外間正幸元館長が保管していた写真

や書籍、古美術品などの資料に、琉球文化を研究した鎌倉芳太

郎氏や美術家の岡本太郎氏など、沖縄文化と関わりの深い人物

や美術品の写真計１８枚が含まれていることがこのほど確認され

た。浦添市立図書館元館長でコレクターの金城敏雄さん（６６）が

保管していたもので、金城さんは「歴史を物語る貴重な資料」と

話している。 

平成 27 年 

9 月 2 日（水） 

沖縄タイムス 

（16 面） 

鎌倉・岡本氏

らの写真も／

歴史資料 コ

レクター金城

さん確認 

同資料は２年前、外間元館長の知り合いだった古書店オーナー

から金城さんが購入した品々に含まれていたもの。 

 沖縄の本土復帰を記念して開催された「写真でみる失われた

遺宝 ５０年前の沖縄」展（主催・琉球政府立博物館、サントリー

美術館、１９７２年５月１１～３１日）の資料写真で、鎌倉氏がサン

トリー広報室内で展示する作品写真を分類する姿や、沖縄の造
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形文化から影響を受けた美術家の岡本氏と話をしている様子な

どが確認できる。 

 同展関係者の様子のほか、鎌倉氏が撮影した琉球王国の尚

真王を描いた御後絵（おごえ）、首里城正殿などが写っている広

報用写真もあり、展示会に関わった外間元館長が、何らかの理

由で入手、保管していたものとみられる。 

 資料を所有している金城さんは「外間先生の資料の中には昔

の写真のほかにも硯（すずり）や漆器などの珍しい品々が多くあ

る。時間が経過するごとに貴重になる資料だと思う」と話してい

る。 

（写図説明）沖縄関係の美術作品の写真を前に話をする鎌倉芳

太郎氏（左）と岡本太郎氏（場所、日時不明） 

（写図説明）鎌倉芳太郎氏（右から２人目）を中心に「写真でみる

失われた遺宝 ５０年前の沖縄」展の展示作品の写真を分類す

る主催者スタッフ＝東京都中央区、サントリー広報室内 

（写図説明）「写真でみる失われた遺宝 ５０年前の沖縄」展で紹

介された首里城正殿の写真（撮影日時不明） 

平成 27 年 

10 月 5 日（月） 

沖縄タイムス 

（20 面） 

小説題材 半

径２ キロに ／

又吉栄喜さん

公園／出身地

の浦添で語る 

【浦添】浦添市城間出身の芥川賞作家、又吉栄喜さん（６８）が９

月２７日、「小説の舞台を育んだ浦添の風景」と題して市立図書

館で講演し、「今まで書いた小説は全て、私の家から半径２キロ

以内の場所や人、出来事を書いている」と足元へのこだわりを語

った。変わりゆく沖縄について知ろうと同図書館が企画した沖縄

学講座の第３回。 

 自分を見失った女子大生が漁師と海に出るうちに再生するとい

う筋書きのデビュー作「海は蒼く」（１９７５年）の舞台は、カーミー

ジーと呼ばれるキャンプ・キンザー沖のイノー。当時、大学を卒

業した又吉さんは昼夜逆転の不健康な生活を送っているうち肺

結核を患った。退院して、まず足を運んだ地がカーミージーだっ

たといい、その時に全身で感じた海の躍動感を心理小説に仕立

てたという。 

 「カーニバル闘牛大会」（７６年）は、市城間にあった闘牛場と、

７月４日の米国独立記念日にあったキンザーのカーニバルから

着想した作品。基地内で軍用トラックを見学したり、何百メートル

も並んでアイスクリームをもらったりした幼少期の記憶を基に、闘

牛を通じて琉球人の気概を描いたと振り返った。 

 戦争不適格者の米兵を主人公にした「ジョージが射殺した猪」

（７７年）は米兵相手に商売をする屋富祖大通りのＡサインバー、

「ギンネム屋敷」（８０年）は浦添城跡付近にあった風変わりな家、

芥川賞受賞作品の「豚の報い」（９５年）は真っ暗な集落を練り歩

く勇ましくも不気味な青年エイサーなどが題材になった。 

又吉さんは「自分にとっての原風景を想像力で膨らませて小説

にしている」と説明。海外に出かけて見聞きしたものをヒントに書

く小説家も少なくないが、又吉さんは「よそものじゃないところで

自分を見つめたら、より深いものが出てくる。何十年も自分の中

に沈んでいるものを足元から全て出す」と流儀を語った。 

（写図説明）これまでの作品で描いた浦添の風景について語る

又吉栄喜さん＝９月２７日、浦添市立図書館 

【浦添】１３歳から２２歳ごろまでの若い世代を対象にした「２０１５

うらそえＹＡ文芸賞」（主催・浦添市立図書館）の表彰式が３日、

市社会福祉センターであり、短編小説部門では応募２０作品の

中から津嘉山元さん（会社員）の「独りダイブ」、詩部門では９２作 
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平成 27 年 

11 月 9 日（月）

沖縄タイムス 

（22 面） 

若者の感性で

鋭 く 描 写 / 煌

賞  津 嘉 山 ・

伊豆味さん/う

らそえ YA 文

芸賞/心情表

現に苦心 写

真や映像ヒン

トに 

品の中から伊豆味えり花さん（首里高３年）の「檸檬の君」がトッ

プの煌（きらめき）賞に選ばれた。 

 「独りダイブ」は、生きる希望を失った青年がふるさとに似た小さ

な島を訪れ、「自分の中のなけなしの尊厳が壊れる音」を聞いて

海に飛び降りてしまう話。津嘉山さんは「言葉に表せない感情を

どう書くか。主人公の心情描写に苦戦した」と振り返った。 

 「檸檬の君」は、思いを寄せている相手にカメラを向け、シャッ

ターを切る情景がテーマ。「檸檬が水に溶けるよう／君が浸食し

て来るみたいだ」と高まる思いを表現した。カメラ好きだという伊

豆味さんは「自分で自分をほめたくなるくらいよく書けた。本だけ

でなく、写真や映像からイメージを膨らませるのもいいと思う」と胸

を張った。 

 審査委員長で芥川賞受賞作家の又吉栄喜さんは「小説は読

者に教えるというより悟らすもの。日常の中に偉大なものがあるん

だと、ありふれた人物を通じて伝えてほしい」とメッセージを送っ

た。 

 受賞作品集は浦添市立図書館で貸し出すほか、１１月中旬か

ら同館ホームページで閲覧できる。県立、市町村立図書館、市

内の小中学校にも配布する。 

ほかの受賞者は以下の通り。（敬称略） 

 【短編】輝賞「勇気」溝口倫太郎（松島中３年）▽審査員特別賞

「セツコとババアと山の穴」糸数みどり（那覇国際高２年）▽浦添

市立図書館長賞「悪魔だって『恋』がしたいんです。」仲宗根紗

幸（さゆき）（港川中１年）【詩】輝賞「葛藤する日々」河野（こうの）

寛之（もとゆき）（首里高３年）▽審査員特別賞「伝えたいけれど」

徳田美咲（首里高３年）▽浦添市立図書館長賞「月命日」糸数玲

香（会社員） 

 

（写図説明）「２０１５うらそえＹＡ文芸賞」の受賞者。前列右が津

嘉山さん、同２人目が伊豆味さん＝３日、浦添市社会福祉センタ

ー 

平成 27 年 

11 月 16 日(月)

沖縄タイムス 

（20 面） 

「 自 分 を つ く

る」ノート活用

伝 授 ／ 浦 添 

奥野さん講演 

【浦添】「情報は１冊のノートにまとめなさい」などの著作で知られ

る作家の奥野宣之さん（３４）が３日、市社会福祉センターで「体

験・読書を楽しもう！ 自分をつくる情報ノート活用術」と題して

講演した。市立図書館の企画。 

奥野さんがノートを持ち始めたのは大学生のころ。映画の半

券やおいしかったお酒のラベル、訪れた場所のパンフレット、手

紙、名刺、写真などあらゆるものを張り付けてメモを書き込み、現

在２０７冊目に入ったという。 

奥野さんにとってノートは、仕事もプライベートも分けずに記録

する「一つの大きな箱」であり、時系列順につづっていく「長い巻

物」。当時の自分が何に興味を持っていたか次々思い出せるの

が面白いと魅力を語った。ノートのこつは「後で読み返したくなる

内容にすること」。愚痴や不満、反省、つらい経験などではなく、

食事や体重、旅行先の記録などを勧めた。 

読書記録の場合は「本の内容だけでなく、その本とどこでどう

出合ったかに触れておくといい」と助言。印象に残った本は部分

的にコピーを取って線を引いたり、抜き書きしたりすることで「あ
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の人に紹介してあげよう」「あ、だからここに点が打ってあるんだ」

など新たな発見につながると呼び掛けた。 

（写図説明）「ノートは一つの大きな箱であり、長い巻物でもある」

と話す奥野宣之さん＝３日、浦添市社会福祉センター 

平成 28 年 

2 月 7 日（日） 

沖縄タイムス 

（4 面） 

［ぼくも私も］

／図書館の体

験いかしてい

く／漢那桐生

＝中１ 

 

僕は浦添市立図書館へ職場体験に行ったとき、お世話になっ

た人に感謝したいです。なぜなら僕が失敗したことをカバーして

もらったり、僕たちができそうなことを考えてもらったりしたからで

す。 

 また、僕は本が好きで、図書館司書になるのが夢だけど、たくさ

んのいろいろな種類の本がある中、僕のように物語などの本ば

かりじゃなく、科学や外国の本を読んだりしないと、絶対だめなん

だと思いました。これからは、もっと他の種類の本を読んでみた

いです。 

 さらに、図書館は、本の管理が仕事のイメージだけど、浦添市

立図書館では、浦添に関する新聞記事を探したり、意外な仕事

もありました。図書館司書になるには、本の番号を覚えたりする

だけではだめだということを学びました。 

 この職場体験で、図書館の裏、働くために必要なことが分かり

ました。この学んだことをいかしていきたいです。 

（浦添市、浦西中） 
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●関係機関一覧 
 

[沖縄県内公共図書館等] 

名  称 住  所 電話番号 ＦＡＸ 

沖縄県立図書館 〒902-0064 那覇市寄宮 1-2-16 098-834-1218 098-834-8157 

名護市立中央図書館 〒905-0011 名護市宮里 5-6-1 0980-53-7246 0980-52-2607 

うるま市立中央図書館 〒904-2221 うるま市字平良川 128 098-974-1112 098-974-3505 

うるま市立石川図書館 
〒904-2312  

うるま市石川字曙 2-1-55 
098-978-4321 098-978-4075 

うるま市立勝連図書館 
〒904-2312  

うるま市平安名 3047 番地 
098-978-4321  

沖縄市立図書館 〒904-0031 沖縄市上地 2-19-6 098-932-6881 098-933-6209 

宜野湾市民図書館 〒901-2214 宜野湾市我如古 3-4-10 098-897-4646 098-897-5642 

浦添市立図書館 〒901-2114 浦添市安波茶 2-2-1 098-876-4946 098-875-1772 

那覇市立中央図書館 〒902-0064 那覇市寄宮 1-2-15 098-917-3449 098-835-2158 

那覇市立牧志駅前ほしぞら図書館 〒902-0067 那覇市安里 2-1-1 098-917-3450 098-867-0343 

那覇市立小禄南図書館 〒901-0145 那覇市高良 2-7-1 098-917-3451 098-857-2986 

那覇市立首里図書館 〒903-0812 那覇市首里当蔵町 2-8-2 098-917-3452 098-885-9247 

那覇市立若狭図書館 〒900-0031 那覇市若狭 2-12-1 098-917-3453 098-860-1246 

那覇市立石嶺図書館 
〒903-0804  

那覇市首里石嶺町 2-70-9 
098-917-3454 098-885-9625 

那覇市立繁田川図書館 〒902-0071 那覇市繁田川 4-1-38 098-891-3455 098-853-6010 

南風原町立図書館 〒901-1113 南風原町字喜屋武 236 098-889-6400 098-888-3265 

豊見城市立中央図書館 〒901-0232 豊見城市伊良波 392 098-856-6006 098-856-8044 

南城市立知念図書館 〒901-1511 南城市知念字久手堅 700 098-948-7340 098-948-7340 

南城市立知念図書館佐敷分館 〒901-1403 南城市佐敷字佐敷 307 098-947-1100 098-947-1100 

南城市立知念図書館玉城分館 〒901-0611 南城市玉城字富里 167 098-948-7320 098-948-7320 

南城市立知念図書館大里分館 〒901-1206 南城市大里字仲間 928 098-946-9512 098-946-9512 

糸満市立中央図書館 〒901-0362 糸満市真栄里 1448 098-995-3746 098-992-5778 

宮古島市立平良図書館 
〒906-0012  

宮古島市平良字西里 218-2 
0980-72-2235 0980-3-1136 

宮古島市立平良図書館 北分館 
〒906-0007  

宮古島市平良東仲宗根 42 
0980-72-2317 0980-2-2352 

宮古島市立城辺図書館 
〒906-0103  

宮古島市城辺字福里 377-1 
0980-77-8813 0980-7-8813 

石垣市立図書館 〒907-0013 石垣市浜崎町 1-1 0980-83-3862 0980-3-1645 

本部町立図書館 〒905-0212 本部町大浜 874-1 0980-47-2105 0980-47-2105 

金武町立図書館 〒904-1201 金武町金武 1827 098-968-5004 098-968-5032 

嘉手納町立図書館 〒904-0203 嘉手納町字嘉手納 290-9 098-957-2470 098-957-4566 

北谷町立図書館 〒904-0103 北谷町桑江 467-1 098-936-3542 098-936-4567 

西原町立図書館 〒903-0111 西原町与那城 152-5 098-944-4996 098-944-4997 

与那原町立図書館 〒901-1303 与那原町与那原 712 098-946-6959 098-946-6970 

宜野座村文化センター図書館 〒904-1302 宜野座村宜野座 314-1 098-983-2611 098-983-2600 

読谷村立図書館 〒904-0322 読谷村波平 37 098-958-3113 098-958-3129 

北中城村あやかりの杜図書館 〒901-2311 北中城村字喜舎場 1214 098-983-8060 098-983-8090 

多良間村立図書館 〒906-0601 多良間村塩川 165 0980-79-2555 0980-79-2555 

渡名喜村立中央図書館 〒901-3601 渡名喜村渡名喜 1935 098-989-2120 098-989-2313 

恩納村文化情報センター 〒904-0492 恩納村字恩納 2451 番地 098-982-5432  
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[沖縄県内公民館図書室] 

名  称 住  所 電話番号 ＦＡＸ 

国頭村立中央公民館図書室 〒905-1411 国頭村辺土名 112 0980-41-5308 0980-41-5316 

東村立中央公民館図書室 〒905-1204 東村平良 550-4 0980-43-2130 0980-43-2017 

今帰仁村中央公民館図書室 〒905-0401 今帰仁村仲宗根 232 0980-56-2645 0980-56-5274 

伊江村中央公民館図書室 〒905-0501 伊江村東江上 75 0980-49-2334 0980-49-2503 

伊平屋村離島振興総合センター 

図書室 

〒905-0703 伊平屋村我喜屋 300 0980-46-2806 0980-46-2832 

うるま市立与那城地区公民館 

図書室 

〒904-2304  

うるま市与那城屋慶名 467-4 

098-978-6836 098-978-2028 

北中城村立中央公民館図書室 〒901-2303 北中城村仲順 435 098-935-3773 098-935-5144 

八重瀬町中央公民館図書室 〒901-0401  

八重瀬町字東風平 1014 

098-998-8383 098-998-4254 

八重瀬町立具志頭歴史民俗資料館 

図書室 

〒901-0512 八重瀬町字具志頭 352 098-998-8708 098-835-7501 

粟国村中央公民館図書室 〒901-3702 粟国村字東 580 098-988-2449 098-988-2351 
宮古島市上野農村環境改善センター 

図書室 
〒906-0201  

宮古島市上野字野原 708-1 

0980-6-2483 0980-6-2483 

宮古島市下地公民館図書室 〒906-0304  

宮古島市下地字上地 628-1 

0980-76-6017 0980-76-6017 

宮古島市伊良部公民館図書室 〒906-0501  

宮古島市伊良部字前里 1057 

0980-78-3558 0980-78-6210 

与那国町中央公民館図書室 〒907-1801 与那国町与那国 125 0980-87-2002 0980-87-2074 

    

 

[大学図書館等] 

名  称 住  所 電話番号 ＦＡＸ 

琉球大学附属図書館 〒903-0214 西原町千原 1 098-895-2221 098-895-8169 

琉球大学附属図書館医学部分館 〒903-0125 西原町上原 207 098-895-3331 098-895-1092 

沖縄県立芸術大学附属 

図書・芸術資料館 

〒903-8602 那覇市首里当蔵町 1-4 098-882-5038 098-882-5068 

沖縄県立看護大学附属図書館 〒902-0776 那覇市与儀 1-24-1 098-833-8806 098-833-5134 

沖縄国際大学図書館 〒901-2701 宜野湾市宜野湾 2-6-1 098-892-1111 098-893-3274 

沖縄大学図書館 〒902-8521 那覇市国場 555 098-832-5577 098-834-1127 

名桜大学附属図書館 〒905-8585 名護市為又 1220-1 0980-51-1062 0980-51-1065 

沖縄女子短期大学図書館 〒902-0075 那覇市国場 405 098-833-0719 098-833-3382 

沖縄キリスト教学院図書館 〒903-0270 西原町翁長 777 098-946-1236 098-946-1237 

国立沖縄工業高等専門学校図書館 〒905-2191 名護市字辺野古 905 0980-55-4003 0980-55-4067 

 

[浦添市内学校図書室等] 

名  称 住  所 電話番号 ＦＡＸ 

浦添市教育研究所（図書室） 〒901-2103 浦添市仲間 2-47-1 098-876-7522 098-876-7222 

浦添小学校（図書室） 〒901-2103 浦添市仲間 2-47-1 098-877-2064 098-877-2623 

仲西小学校（図書室） 〒901-2127 浦添市屋富祖 2-32-1 098-877-2067 098-877-2810 

神森小学校（図書室） 〒901-2122 浦添市勢理客 1-4-1 098-877-6380 098-877-6423 

浦城小学校（図書室） 〒901-2132 浦添市伊祖 2-13-1 098-877-3335 098-877-3239 

牧港小学校（図書室） 〒901-2131 浦添市牧港 2-14-1 098-877-4142 098-877-4241 

当山小学校（図書室） 〒901-2104 浦添市当山 481 098-877-7595 098-877-7538 

内間小学校（図書室） 〒901-2121 浦添市内間 4-3-1 098-877-0369 098-877-0698 

港川小学校（図書室） 〒901-2133 浦添市城間 4-37-1 098-879-1974 098-879-1975 

宮城小学校（図書室） 〒901-2126 浦添市宮城 3-7-3 098-879-5312 098-879-5313 

沢岻小学校（図書室） 〒901-2112 浦添市沢岻 998 098-879-3238 098-879-3256 

前田小学校（図書室） 〒901-2102 浦添市前田 333 098-879-1947 098-870-4756 
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浦添中学校（図書室） 〒901-2103 浦添市仲間 2-46-1 098-877-2066 098-877-2808 

仲西中学校（図書室） 〒901-2127 浦添市屋富祖 2-13-1 098-877-2070 098-877-2826 

神森中学校（図書室） 〒901-2121 浦添市内間 1-6-1 098-877-5165 098-877-5597 

港川中学校（図書室） 〒901-2134 浦添市港川 1-1-1 098-876-1323 098-876-1991 

浦西中学校（図書室） 〒901-2104 浦添市当山 700 098-879-3236 098-879-8519 

浦添高校（図書室） 〒901-2121 浦添市内間 3-26-1 098-877-4970 098-878-4219 

陽明高校（図書室） 〒901-2113 浦添市大平 488 098-879-3062 098-879-9520 

浦添商業高校（図書室） 〒901-2132 浦添市伊祖 3-26-1 098-877-5844 098-877-4305 

浦添工業高校（図書室） 〒901-2111 浦添市経塚 1-1-1 098-879-5992 098-875-4764 

那覇工業高校（図書室） 〒901-2122 浦添市勢理客 4-22-1 098-877-6144 098-875-4883 

昭和薬科大学附属高等学校図書室 〒901-2112 浦添市沢岻 450 098-870-1852 098-870-1853 

大平特別支援学校（図書室） 〒901-2113 浦添市大平 1-27-1 098-877-4941 098-876-4148 

鏡が丘特別支援学校（図書室） 〒901-2104 浦添市当山 750 098-877-4940 098-877-9958 

内間児童センター（図書室） 〒901-2121 浦添市内間 3-28-12 098-876-1502 098-876-1509 

西原児童センター（図書室） 〒901-2101 浦添市西原 3561 098-878-1766 098-876-2657 

若草児童センター（図書室） 〒901-2132 浦添市伊祖 3-44-1 098-877-0047 098-877-0049 

経塚児童センター（図書室） 〒901-2111 浦添市経塚 109-2 098-876-4100 098-874-1515 

宮城ヶ原児童センター 

（図書室） 

〒901-2126 浦添市宮城 2-4-1 098-876-1895 098-876-1895 

まちなと児童センター 

（図書室） 

〒901-2131 浦添市牧港 2-38-2 098-873-1898 098-873-1655 

浦城っ子児童センター 

（図書室） 

〒901-2132 浦添市伊祖 2-13-2 098-878-6815 098-870-1369 

森の子児童センター（図書室） 〒901-2122 浦添市勢理客 1-4-1 098-874-7610 098-877-2647 
うらそえぐすく児童センター 

（図書室） 
〒901-2103 浦添市仲間 2-47-5 098-874-0417 098-874-0370 

宮城っ子児童センター 

（図書室） 

〒901-2126 浦添市宮城 3-7-3-1 098-870-0227 098-870-0228 

前田ユブシが丘児童センター 

（図書室） 

〒901-2102 浦添市前田 323 098-871-1558 098-871-1559 

 

[その他] 

名  称 住  所 電話番号 ＦＡＸ 

沖縄点字図書館 〒900-0014 那覇市松尾 2-15-29 098-866-0222 098-866-0292 

沖縄県議会図書室 〒900-8501 那覇市泉崎 1-2-3 098-866-2578 098-866-2350 

沖縄県行政情報センター 〒900-8570 那覇市泉崎 1-2-2 098-866-2139 098-866-2911 

沖縄県立総合教育センター 

教育経営研修課図書資料室 

〒904-2174 沖縄市与儀 587 098-933-7555 098-933-2333 

沖縄県公文書館 〒901-1105 南風原町新川 148-3 098-888-3875 098-888-3879 

沖縄県男女共同参画センター 

「てぃるる」図書情報室 

〒900-0036 那覇市西 3-11-1 098-868-4077 098-866-9088 

北谷町公文書館 〒904-0192 北谷町字桑江 226 098-936-1234 098-936-8596 

ＪＩＣＡ沖縄図書資料室 〒901-2252 浦添市前田 1143-1 098-876-6000 098-876-6014 
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●図書館の自由に関する宣言（抜粋） 

図書館は、基本的人権のひとつとして知る自由をもつ国民に、資料と施設を提供することをもっとも重要な任

務とする。 

第１ 図書館は資料収集の自由を有する 

第２ 図書館は資料提供の自由を有する 

第３ 図書館は利用者の秘密を守る 

第４ 図書館はすべての検閲に反対する 

図書館の自由が侵されるとき、われわれは団結して、あくまで自由を守る。 

 

●図書館法          

最終改正 平成 23 年12 月14 日 法律第122 号 

第1章 総則（第 1 条～第 9 条） 

第2章 公立図書館（第 10 条～第 23 条） 

1. 私立図書館（第 24 条～第 29 条）は省略  

第１章 総 則 

（この法律の目的） 

第 1 条 この法律は、社会教育法（昭和 24 年法律第 207 号）の精神に基き、図書館の設置及び運営に関して 

必要な事項を定め、その健全な発達を図り、もって国民の教育と文化の発展に寄与することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この法律において「図書館」とは、図書、記録その他必要な資料を収集し、整理し、保存して、一般公衆の利

用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資することを目的とする施設で、地方公共団体、日本赤十字

社又は一般社団法人若しくは一般財団法人が設置するもの（学校に附属する図書館又は図書室を除く。）をいう。 

２ 前項の図書館のうち、地方公共団体の設置する図書館を公立図書館といい、日本赤十字社又は一般財団法人の

設置する図書館を私立図書館という。 

（図書館奉仕） 

第３条 図書館は、図書館奉仕のため、土地の事情及び一般公衆の希望に 沿い、更に学校教育を援助し、及び家

庭教育の向上に資することとなるように留意し、おおむね 次に掲げる事項の実施に努めなければならない。 

（1） 郷土資料、地方行政資料、美術品、レコード、及びフィルムの収集にも十分留意して、図書、記録、視聴覚教育

の資料その他必要な資料（電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によっては認識することがで

きない方式で作られた記録をいう。）を含む。以下「図書館資料」という。）を収集し、一般公衆の利用に供するこ

と。 

(2) 図書館資料の分類排列を適切にし、及びその目録を整備すること。 

(3) 図書館の職員が図書館資料について十分な知識を持ち、その利用のための相談に応ずるようにすること。 

(4) 他の図書館、国立国会図書館、地方公共団体の議会に附置する図書室及び学校に附属する図書館又は図書

室と緊密に連絡し、協力し、図書館資料の相互貸借を行うこと。 

(5) 分館、閲覧所、配本所等を設置し、及び自動車文庫、貸出文庫の巡回を行うこと。 

(6) 読書会、研究会、鑑賞会、映写会、資料展示会等を主催し、及びこれらの開催を奨励すること。 

(7) 時事に関する情報及び参考資料を紹介し、及び提供すること。 

(8) 社会教育における学習の機会を利用して行つた学習の成果を活用して行う教育活動その他の活動の機会を提

供し、及びその提供を奨励すること。 
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(9) 学校、博物館、公民館、研究所等と緊密に連絡し、協力すること。 

（司書及び司書補） 

第４条 図書館に置かれる専門的職員を司書及び司書補と称する。 

２ 司書は、図書館の専門的事務に従事する。 

３ 司書補は、司書の職務を助ける。 

（司書及び司書補の資格） 

第５条 次の各号のいずれかに該当する者は、司書となる資格を有する。 

 (1) 大学を卒業した者で大学において文部科学省令で定める図書館に関する科目を履修したもの 

 (2) 大学又は高等専門学校を卒業した者で次条の規定による司書の講習を修了したもの 

 (3) 次に掲げる職にあった期間が通算して３年以上になる者で次条の規定による司書の講習を修了したもの 

   ｲ 司書補の職 

   ﾛ 国立国会図書館又は大学若しくは高等専門学校の附属図書館における職で司書補の職に相当するもの 

   ﾊ ロに掲げるもののほか、官公署、学校又は社会教育施設における職で社会教育主事、学芸員その他の司書

補の職と同等以上の職として文部科学大臣が指定するもの 

２ 次の各号のいずれかに該当する者は、司書補となる資格を有する。 

 (1) 司書の資格を有する者 

 (2) 学校教育法（昭和22 年法律第26 号）第90 条第1 項の規定により大学に入学することのできる者で次条の規定

による司書補の講習を修了したもの 

（司書及び司書補の講習） 

第６条 司書及び司書補の講習は、大学が、文部科学大臣の委嘱を受けて行う。 

２ 司書及び司書補の講習に関し、履修すべき科目、単位その他必要な事項は、文部科学省令で定める。ただし、そ

の履修すべき単位数は、15 単位を下ることができない。 

（司書及び司書補の研修） 

第７条 文部科学大臣及び都道府県の教育委員会は、司書及び司書補に対し、その資質の向上のために必要な 

研修を行うよう努めるものとする。 

（設置及び運営上望ましい基準） 

第７条の２ 文部科学大臣は、図書館の健全な発達を図るために、図書館の設置及び運営上望ましい基準を定め、こ

れを公表するものとする。 

（運営の状況に関する評価等） 

第７条の３ 図書館は、当該図書館の運営の状況について評価を行うとともに、その結果に基づき図書館の運営の改

善を図るため必要な措置を講ずるよう努められなければならない。 

（運営の状況に関する情報の提供） 

第７条の４ 図書館は、当該図書館の図書館奉仕に関する地域住民その他の関係者の理解を深めるとともに、これら

の者との連携及び協力の推進に資するため、当該図書館の運営の状況に関する情報を積極的に提供するよう

努めなければならない。 

（協力の依頼） 

第８条 都道府県の教育委員会は、当該都道府県内の図書館奉仕を促進するために、市（特別区を含む。以下同

じ。）町村の教育委員会に対し、総合目録の作製、貸出文庫の巡回、図書館資料の相互貸借等に関して協力を

求めることができる。 

（公の出版物の収集） 

第９条 政府は、都道府県の設置する図書館に対し、官報その他一般公衆に対する広報の用に供せられる独立行政

法人国立印刷局の刊行物を 2 部提供するものとする。 
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２ 国及び地方公共団体の機関は、公立図書館の求めに応じ、これに対して、それぞれの発行する刊行物その他の

資料を無償で提供することができる。 

 

第２章 公立図書館 

（設置） 

第 10 条 公立図書館の設置に関する事項は、当該図書館を設置する地方公共団体の条例で定めなければならな

い。 

第 11 条及び第 12 条 削除 

（職員） 

第13条 公立図書館に館長並びに当該図書館を設置する地方公共団体の教育委員会が必要と認める専門的職員、

事務職員及び技術職員を置く。 

２ 館長は、館務を掌理し、所属職員を監督して、図書館奉仕の機能の達成に努めなければならない。 

（図書館協議会） 

第 14 条 公立図書館に図書館協議会を置くことができる。 

２ 図書館協議会は、図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書館奉仕につき、館長に対

して意見を述べる機関とする。 

第 15 条 図書館協議会の委員は、当該図書館を設置する地方公共団体の教育委員会が任命する。 

第 16 条 図書館協議会の設置、その委員の任命の基準、定数及び任期その他図書館協議会に関し必要な事項に 

ついては、当該図書館を設置する地方公共団体の条例で定めなければならない。この場合において、委員の任

命の基準については、文部科学省令で定める基準を参酌するものとする。 

（入館料等） 

第 17 条 公立図書館は、入館料その他図書館資料の利用に対するいかなる対価をも徴収してはならない。 

第 18 条及び第 19 条 削除 

（図書館の補助） 

第20条 国は、図書館を設置する地方公共団体に対し、予算の範囲内において、図書館の施設、設備に要する経費

その他必要な経費の一部を補助することができる。 

２ 前項の補助金の交付に関し必要な事項は、政令で定める。 

第 21 条及び第 22 条 削除 

第23条 国は、第20条の規定による補助金の交付をした場合において、左の各号の一に該当するときは、当該年度

におけるその後の補助金の交付をやめるとともに、既に交付した当該年度の補助金を返還させなければならな

い。 

 (1) 図書館がこの法律の規定に違反したとき。 

 (2) 地方公共団体が補助金の交付の条件に違反したとき。 

 (3) 地方公共団体が虚偽の方法で補助金の交付を受けたとき。 

 

第３章 私立図書館（第 24 条～第 29 条）以下省略 
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●浦添市立図書館の設置及び管理に関する条例 

昭 和 59 年 12 月 19 日  

条 例 第 34 号  

(設 置 ) 

第 １条  市 民 の図 書 その他 の図 書 館 資 料 に対 する要 求 にこたえ、自 由 で公 平 な資 料 の提 供 を

中 心 とする諸 活 動 によって、市 民 の教 養 、調 査 研 究 、レクリエーション等 に資 するため、図 書

館 を設 置 する。 

(名 称 及 び位 置 ) 

第 ２条  前 条 の規 定 により設 置 される図 書 館 の名 称 及 び位 置 は、次 のとおりとする。 

(1) 名 称  浦 添 市 立 図 書 館  

(2) 位 置  浦 添 市 安 波 茶 二 丁 目 2 番 1 号  

(一 部 改 正 〔平 成 10 年 条 例 26 号 〕) 

(職 員 ) 

第 ３条  浦 添 市 立 図 書 館 (以 下 「図 書 館 」という。)に、館 長 、専 門 的 職 員 、事 務 職 員 及 び技 術

職 員 、その他 必 要 な職 員 を置 く。 

(利 用 者 の秘 密 を守 る義 務 ) 

第 ４条  図 書 館 は、資 料 の提 供 活 動 を通 じて知 り得 た利 用 者 の個 人 的 な秘 密 を漏 らしてはな

らない。 

(利 用 の制 限 ) 

第 ５条  館 長 は、次 の各 号 に該 当 するときは、図 書 館 の利 用 を拒 み、又 は中 止 させることができ

る。 

(1) 秩 序 を乱 し、又 は他 人 に迷 惑 を及 ぼすおそれのあるとき。 

(2) 営 利 を目 的 とするとき。 

(3)  集 団 的 に又 は常 習 的 に暴 力 的 不 法 行 為 等 を行 うおそれがある組 織 の利 益 になると認

めるとき。 

(4) この条 例 及 び浦 添 市 立 図 書 館 の設 置 及 び管 理 に関 する条 例 施 行 規 則 (昭 和 60 年 教

育 委 員 会 規 則 第 1 号 。以 下 「規 則 」という。)並 びに館 長 の指 示 に従 わないとき。 

(5) 前 4 号 のほか管 理 運 営 上 支 障 があるとき。 

(追 加 〔平 成 12 年 条 例 2 号 〕) 

(集 会 室 の利 用 の不 承 認 及 び制 限 ) 

第 ６条  館 長 は、次 の各 号 に該 当 すると認 めるときは、視 聴 覚 室 、会 議 室 、研 究 室 、おはなしコ

ーナー及 び展 示 室 (以 下 「集 会 室 」という。)の利 用 を承 認 しない。 

(1) 集 会 室 利 用 が図 書 館 事 業 と目 的 を異 にするとき。 

(2) 風 紀 を害 し、秩 序 を乱 すおそれがあるとき。 

(3) 営 利 を目 的 とするとき。 

(4)  集 団 的 に又 は常 習 的 に暴 力 的 不 法 行 為 等 を行 うおそれがある組 織 の利 益 になると認

めるとき。 

(5) その他 管 理 上 支 障 があると認 められるとき。 

２ 館 長 は、次 の各 号 に該 当 すると認 められるときは、利 用 条 件 を変 更 し、利 用 を停 止 し、又 は

利 用 の承 認 を取 り消 すことができる。 
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(1) 利 用 者 がこの条 例 及 び規則に違 反 したとき。 

(2) 利 用 目 的 が承 認 時 と異 なったとき。 

(3) 災 害 その他 の事 故 により集 会 室 の利 用 が不 可 能 なとき。 

(4) 館 長 が図 書 館 運 営 上 特 に必 要 と認 めたとき。 

(追 加 〔平 成 12 年 条 例 2 号 〕) 

(図 書 館 協 議 会 ) 

第 ７条  図 書 館 法 (昭 和 25 年 法 律 第 118 号 )第 14 条 の規 定 に基 づき、図 書 館 協 議 会 (以 下

「協 議 会 」という。)を置 く。 

２ 協 議 会 の委 員 は１０人 以 内 とし、学 校 教 育 及 び社 会 教 育 の関 係 者 、家 庭 教 育 の向 上 に資

する活 動 を行 う者 並 びに学 識 経 験 のある者 の中 から教 育 委 員 会 が任 命 する。 

３ 協 議 会 の委 員 の任 期 は、２年 とする。ただし、補 欠 委 員 の任 期 は前 任 者 の残 任 期 間 とす

る。 

(一 部 改 正 〔平 成 12 年 条 例 2 号 〕) 

(一 部 改 正 〔平 成 24 年 条 例 13 号 〕) 

(委 任 ) 

第 ８条  この条 例 に定 めるもののほか、この条 例 の施 行 に関 し必 要 な事 項 は、教 育 委 員 会 規

則 で定 める。 

(一 部 改 正 〔平 成 12 年 条 例 2 号 〕) 

附  則  

この条 例 は、昭 和 60 年 4 月 1 日 から施 行 する。 

附  則 (平 成 10 年 11 月 24 日 条 例 第 26 号 ) 

この条 例 は、平 成 10 年 11 月 30 日 から施 行 する。 

附  則 (平 成 12 年 3 月 31 日 条 例 第 2 号 )抄  

(施 行 期 日 ) 

1 この条 例 は、平 成 12 年 4 月 1 日 から施 行 する。 

       附  則 （平 成 24 年 3 月 27 日 条 例 第 13 号 ） 

   この条 例 は、平 成 24 年 4 月 1 日 から施 行 する。 
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●浦添市立図書館の設置及び管理に関する条例施行規則 

昭和 60 年 1 月 24 日 

教育委員会規則第 1 号 

第 1 章 総則 

(趣旨) 

第 1 条 この規則は、浦添市立図書館の設置及び管理に関する条例(昭和 59 年条例第 34 号)第 8 条

の規定に基づき、浦添市立図書館(以下「図書館」という。)の管理及び運営に関し必要な事項を定め

るものとする。 

一部改正〔平成 12 年教委規則 7 号〕 

(組織及び事務分掌) 

第 1 条の 2 図書館に次の係を置く。 

管理係 

奉仕係 

2 前項に規定する係は、第 2 条に掲げる図書館の事業に係る事務を所掌し、係の分掌事務及び職員

の事務分担は館長が定める。 

全部改正〔平成 2 年教委規則 2 号〕、一部改正〔平成 19 年教委規則 4 号〕 

(職員及び職務) 

第 1 条の 3 図書館に館長、係長その他必要な事務職員を置く。 

2 館長は、上司の命を受け、図書館の事務を掌理し、所属職員を指揮監督する。 

3 係長は、上司の命を受け、係の事務を掌理し、所属職員を指揮監督する。 

4 その他の職員は、上司の命を受け、担任の事務に従事する。 

5 第1 項の館長は、非常勤とすることができる。この場合において、その任期は 3 年とする。ただし、特に必要があると認

めるときは、この限りでない。 

  一部改正〔平成20 年教委規則8 号〕 

追加〔昭和63 年教委規則9 号〕、一部改正〔平成17 年教委規則4 号・20 年8 号〕 

(その他の職員) 

第 1 条の 4 図書館に、前条の規定にかかわらず、必要に応じて、参事、主幹、主査を置くことができる。 

2 参事、主幹、主査は、上司の命を受け、特に指定された事務を処理する。 

追加〔昭和 63 年教委規則 9 号〕、一部改正〔平成 3 年教委規則 1 号・8 年 4 号〕 

第 2 章 図書館奉仕 

第 1 節 通則 

(事業) 

第 2 条 図書館は、図書館法(昭和 25 年法律第 118 号)第 3 条の規定に基づき、次の事業を行う。 

(1) 図書館資料(以下「資料」という。)の収集、整理及び保存 

(2) 資料の貸出し 

(3) 読書案内 

(4) レファレンス 

(5) 読書会、研究会、講演会、鑑賞会、映写会、資料展示会等の主催及び奨励 

(6) 館報その他の読書資料の発行及び頒布 

(7) 時事に関する情報及び参考資料の紹介並びに提供 

(8) 移動図書館の運営 

(9) 他の図書館、学校、博物館、公民館、研究所等との連絡及び協力 

(10) 資料の図書館間相互貸借 

(11) 市内学校図書館との連絡提携 



103 

(12) 読書団体との連絡、協力並びに団体活動の促進 

(13) 地域図書館活動に対する援助 

(14) 郷土資料及び地方行政資料の収集並びに貸出し 

(15) 沖縄学の研究 

(16) 社会教育における学習成果を活用する教育活動その他の活動の機会の提供と奨励 

追加〔平成 24 年教委規則 5 号〕 

(17) その他図書館の目的達成のために必要な事業 

一部改正〔昭和 63 年教委規則 9 号・平成 2 年 2 号〕 

(図書館奉仕を受けることができる者) 

第 3 条 図書館奉仕を受けることができる者は、浦添市に居住し、又は通勤若しくは通学している者とす

る。 

2 前項の規定にかかわらず、図書館長(以下「館長」という。)は、必要と認めた者に対して、図書館奉仕

をすることができる。 

(開館時間) 

第 4 条 図書館の開館時間は、午前 9 時 30 分から午後 7 時までとする。ただし、館長が必要と認めたと

きは、これを変更することができる。 

全部改正〔平成 18 年教委規則 5 号〕 

(休館日) 

第 5 条 図書館の休館日は、次のとおりとする。 

(1) 定期休館日 月曜日(国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号。以下「祝日法」とい

う。)に規定するこどもの日及び文化の日に当たる場合を除く。) 

(2) 祝日法に規定する日(こどもの日及び文化の日を除く。) 

(3) 慰霊の日 6 月 23 日 

(4) 年始休館日 1 月 2 日及び 1 月 3 日 

(5) 年末休館日 12 月 29 日から 12 月 31 日まで 

(6) 資料整理日 ７月、８月、蔵書点検月を除く毎月末日（ただし、土日月を除く） 

   一部改正〔平成 24 年教委規則 5 号〕 

(7) 蔵書点検日等 年間 10 日以内で館長が指定する日 

2 前項第 2 号に規定する日が同項第 1 号に規定する日に当たる場合は、その日以後において、最も近

い休館日でない日をもって、これに替えるものとする。ただし、成人の日(1 月の第 2 月曜日)、海の日(7

月の第 3 月曜日)、敬老の日(9 月の第 3 月曜日)及び体育の日(10 月の第 2 月曜日)は、この限りでな

い。 

3 前 2 項の規定にかかわらず、館長が特に必要と認めたときは、これを変更し、又は臨時に休館するこ

とができる。 

全部改正〔平成12 年教委規則7 号〕、一部改正〔平成18 年教委規則5 号〕 

第 6 条 削除 

〔平成 12 年教委規則 7 号〕 

(損害の弁償) 

第 7 条 利用者は、資料、設備器具等を著しく汚損、破損又は紛失したときは、現品又は相当の代価を

もって弁償しなければならない。ただし、館長がやむを得ない理由があると認めたときは、この限りでは

ない。 

第 2 節 個人貸出し 

(貸出手続) 

第 8 条 図書館が発行し、交付した利用カードを所持する者は、資料を借り受けることができる。 

2 前項の利用カードは、利用申込書により申込みがあった者に交付する。 
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3 利用申込書の記載事項に変更が生じたときは、変更届により、速やかに館長に届け出なければなら

ない。 

4 図書館を利用できる資格を失ったときは、速やかに館長に利用カードを返還しなければならない。 

(利用カードの紛失) 

第 9 条 利用カードを紛失したときは、速やかに館長に届け出なければならない。 

2 利用カードが交付を受けた者以外の者によって使用され、損害が生じたときは、その責任は当該利

用カードの交付を受けた者に帰するものとする。 

(貸出しの期間及び数量) 

第 10 条 資料の貸出期間は、2 週間以内とし、同時に貸出しを受けることができる数量は、1 人につき図

書は 10 点、雑誌は 3 点、CD 及びカセットテープは合わせて 2 点とする。ただし、館長が必要と認めた

ときは、数量を別に指定することができる。 

2 貸出期間の延長は、期間内に申出のあった者に対してのみ、返却日から 2 週間までを限度として認

める。 

一部改正〔平成 11 年教委規則 3 号〕 

(貸出しの制限) 

第 11 条 貴重図書その他館長が特に指定した資料は、貸出しを行わないものとする。ただし、館長が特

に必要があると認めた場合は、5 点を限度とし閉館時から翌日の開館時までの貸出しを受けることが

できる。 

(貸出しの停止) 

第 12 条 館長は、資料貸出期間経過後においても当該資料を返却しなかった者に対して、一定期間

資料の貸出しを停止することができる。 

第 3 節 団体貸出し 

(貸出手続) 

第 13 条 団体で資料を利用できるものは、市内の事業所、機関、学校又は団体等で、図書館が発行し

交付する利用カードを所持するものとする。 

2 前項の利用カードは、利用申込書により申込みがあった団体に交付する。 

(貸出しの期間及び数量) 

第 14 条 団体で利用する資料の貸出数量は、団体の成員数に応じ 1 回 50 点を限度とし館 長がこれを

指定する。利用期間は 1 ケ月以内とする。ただし、館長が特に必要と認めた場合は、その数量及び期

間を別に指定することができる。 

(個人貸出しの規定の準用) 

第 15 条 第 9 条、第 11 条及び第 12 条の規定は、団体貸出しについて準用する。 

第 3 節の 2 移動図書館 

追加〔昭和 63 年教委規則 9 号〕 

(移動図書館の業務) 

第 15 条の 2 移動図書館は、市内を巡回して、資料の貸出しその他の奉仕を行う。 

追加〔昭和 63 年教委規則 9 号〕 

(巡回日時及び場所) 

第 15 条の 3 移動図書館の巡回日時及び場所については、館長が別に定める。 

2 館長は、前項の規定にかかわらず、天候不順等の理由により巡回が適当でないと認めたときには、巡

回を中止することができる。 

追加〔昭和 63 年教委規則 9 号〕 

第 4 節 集会施設の利用 

(利用の範囲) 

第 16 条 視聴覚室、かたりの部屋 (以下「集会室」という。)は、教育的、文化的活動等図書館事業に
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関連のある集会及び行事に利用することができる。 

 一部改正〔平成 24 年教委規則 5 号〕 

(利用手続) 

第 17 条 集会室を利用しようとする者は、あらかじめ集会室使用承認申請書を館長に提出し、その承認を受けなければ

ならない。 

2 館長は、前項の申請書を審査し、支障がないと認めたときは、申請者に対し集会室使用承認書によ

り利用を承認するものとする。 

3 館長は、前項の承認をする際に条件を付することができる。 

第 18 条及び第 19 条 削除 

〔平成 12 年教委規則 7 号〕 

第 3 章 資料の寄贈及び寄託 

(寄贈及び寄託) 

第 20 条 図書館は、資料の寄贈及び寄託を受けることができる。 

2 図書館に資料を寄託しようとするときは、館長に名称、数量価格等を明記した資料寄託申込書を提

出し、その承認を受けるものとする。 

3 資料の寄贈又は寄託に要する経費は、寄贈者又は寄託者の負担とする。ただし、事情により特に図

書館が負担することがある。 

4 図書館は、資料の寄贈を受けたときは、他の資料と同様の取扱いにより一般の利用に供することがで

きる。 

5 寄託された資料は、図書館の所有に属する資料と同様の取扱いをする。 

6 図書館は、寄贈及び寄託された資料がやむを得ない事由により滅失若しくは紛失し、又は汚損若しく

は破損したときは、その責めを負わない。 

第 4 章 雑則 

(委任) 

第 21 条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。 

一部改正〔昭和 63 年教委規則 9 号〕 

附 則 

この規則は、昭和 60 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則(昭和 63 年 3 月 19 日教委規則第 9 号) 

この規則は、昭和 63 年 4 月 1 日から施行する。 

「平成 2 年 4 月 1 日施行から平成 12 年 4 月 1 日施行まで省略」 

     附 則（平成 17 年 3 月 29 日教委規則第 4 号) 

この規則は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則（平成 18 年 3 月 27 日教委規則第 5 号) 

この規則は、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則（平成 19 年 3 月 16 日教委規則第 4 号) 

この規則は、平成 19 年 4 月 1 日から施行する。 

  附 則（平成 20 年 3 月 21 日教委規則第 8 号） 

この規則は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 

  附 則（平成 24 年 3 月 30 日教委規則第 5 号） 

この規則は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

※様式第１号ないし様式第６号は削除。 
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●浦添市立図書館協議会規則 

昭和 60 年 1 月 24 日  

教育委員会規則第 2 号  

(趣旨 ) 

第 1 条 この規則は、浦添市立図書館の設置及び管理に関する条例 (昭和 59 年条例

第 34 号 )第 7 条の規定に基づき、浦添市立図書館協議会 (以下「協議会」という。)

について必要な事項を定めるものとする。  

(職務 ) 

第 2 条 協議会は、図書館の運営に関し浦添市立図書館長 (以下「館長」という。 )

の諮問に応ずる。  

2 協議会は、図書館の行う図書館奉仕について館長に対して意見を述べることが

できる。  

(会長及び副会長 ) 

第 3 条 協議会に会長及び副会長を置き、委員のうちから互選する。  

2 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。  

3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は欠けたときは、その職務を

代理する。  

(会議 ) 

第 4 条 協議会の会議 (以下「会議」という。 )は、会長が招集する。ただし、委員

の三分の一以上の請求がある場合は臨時に招集することができる。  

2 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。  

3 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、会長の決

するところによる。  

(庶務 ) 

第 5 条 協議会の庶務は、図書館において処理する。  

(委任 ) 

第 6 条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、別に会

長が定める。  

附 則  

この規則は、昭和 60 年 4 月 1 日から施行する。  
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●浦添市立図書館コピーサービス実施要綱 

昭和 60 年 6 月 7 日  

教育委員会訓令甲第 8 号  

(目的) 

第 1 条 浦添市立図書館(以下「図書館」という。)は、著作権法(昭和 45 年 5 月 6 日法律

第 48 号)第 31 条の規定に基づき図書館を利用する者が資料をコピーするための必要事

項を定め、もつて利用者の利便を図ることを目的とする。但し、複写を希望する目的

が個人的、家庭内その他これに準ずる限られた範囲内において使用する場合に限る。  

(コピーできる資料) 

第 2 条 利用者がコピーできる資料は、原則として図書館の所蔵するものに限る。  

(取扱い) 

第 3 条 コピー自動販売装置付の複写機により利用者が直接当該料金を当該装置に入れ、

自ら機器を操作してコピーを行なうものとする。  

2 コピー料金は 1 枚当たり次のとおりとする。  

(1) 白黒コピー   

 10 円  

(2) カラーコピー  

          50 円（Ｂ4 サイズまで）  

          80 円（Ａ3 サイズ）  

 一部改正〔平成 20 年教委訓令甲第 8 号〕  

3 機械的な故障による場合を除き、利用者の誤操作などによつてコピーに瑕疵が発生し

ても図書館は、その責めを負わない。  

4 コピーをしようとする資料の著作権に関する一切の責任はコピーを行う利用者が負

うものとする。  

(委任) 

第 4 条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、館長が別に定める。  

附 則  

この要綱は、公布の日から施行する。  

  附 則（平成 20 年教育委員会訓令甲第 8 号）  

この訓令は、平成 20 年 5 月 1 日から施行する。  

 



　

かたりの部屋

吹抜
視聴覚室

第１閉架

吹抜

暗室

事務室
撮影室

印刷室

第２閉架

空調機室
沖縄学研究室 PS

EV
女子便所

PS

男子便所
視聴覚ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ

一般貸出室

第２閉架

休憩室 館長室塔屋階　69.13㎡

給湯室

2階　995.12㎡

授乳室

BM車庫 BM書庫

機械室

男子便所

エントランスホール
PS

EV
女子便所 第１閉架

児童室

雑誌・新聞コーナー

おはなしコーナー

● 平 面 図

学習室

検収室

地階　188.71㎡ 1階　1,783.62㎡

多文化コーナー

PS
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昭和 57 年 12 月 11 日制定  

浦添市民憲章 

わたくしたちは 

古い歴史と新しい希望にみちた、 

てだこの都市・浦添の市民として、 

この憲章を定め 誇りをもって 

その実践につとめます 
 

１．わたくしたちは、 

自然を愛し、みどり豊かなまちをつくります。 

１．わたくしたちは、 

きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

１．わたくしたちは、 

平和を愛し、文化の香り高いまちをつくります。 

１．わたくしたちは、 

心と体をきたえ、明るい健康なまちをつくります。 
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